
岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告嘗第424集

さつき たてあと に しよう じ さん

五月館跡･仁昌寺Ⅲ遺跡発掘調査報告書

国道4号小鳥谷バイパス建設関連遺跡発掘調査

国士交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター



主『貞驫跡.仁薑寺前遺跡発掘調査報告書

国道4号小鳥谷バイパス建設関連遺跡発掘調査



序

畷かな自然に恵まれた岩手県には、繩文時代をはじめとする数多くの迩跡や重要な文化

財が残されております。先人たちがnll造し通してきたこれら多くの世亜な文化遺産を保存

し、後世に伝えていくことは県民に課せられた大切な寅勝であります。

一方広人な而WIを有する本県は、県上の大部分がlll林であることから社会を豊かにし、

快適な生活を送るための地域開発もまた雌民の切実な願いであります。

このような埋蔵文化財の保護保存と地域開発という相容れない要素を持つ事業の調和の

とれた施策が今I I的肌鼬となっております。財卜Ⅱ法人岩手脱文化振興1雛I寸|はJ|!蔵文化財

センター創設以米、珊手県教育委員会の脂導と調整のもとに、開発4i業によってやむを1!}

ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、記録を保存する惜慨をとってまいりました。

本報告灘はI I4通4号小鳥谷バイパス越投事業に関辿して、平成13から14年度にかけて発

捌調査を行った一戸町のX月館跡、仁昌寺Ⅲ遺跡の渦査結果をまとめたものであります。

遮跡は一戸町の中央部を北流するAIj淵川の支流である平轆川左岸の丘陵地に吹地してお

り、調査の結果、 ノi月館跡からは繩文時代の遺概と遺物が、 Lﾕ出寺Ⅲ過跡からは縄文時代

と平安時代の遺柵及び遺物などが発見され、貴重な資料を提供し、大きな成果をあげるこ

とができました。

この報告書が広く活川され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解の一助に

なれば幸いです。

蚊後になりましたが、これまでの発掘,淵査及び報告i!}作成にご支援．ご協ﾉJを賜りまし

た|刊士交通肯東北地方整備局岩手河川国道事務所、一戸町教育委貝会をはじめとする関係

各位に衷心より感謝申し上げます。

平成16年1月

財団法人岩手県文化振興事業団

則り唾合田 武



例 言

いわてけんにのへぐんい『,のへもようこずやあざうわさと さっきたてあと こずやあざにL』うじ

1．本報告書は、岩手県二戸郡一戸町小鳥谷字上里48ほかに所在する五月館跡と|司町小鳥谷字仁催侍66-10
にし』うじgん

ほかに所ｲI;する仁l侍Ⅲ避跡の発掘調査を収録したものである。

2. lijl館跡と仁'三I寺Ⅲ遺跡の発捌調査は、国道4号小鳥谷バイパス建設に伴い、記録保存をⅡ的として行っ

た緊急発掘調査である。調査は国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事勝所と岩手県教育委員会生涯

学習文化裸との協議を経て、財I寸1法人岩手ﾘﾊ文化振興那業団l'l職文化財センターが実施したものである。

岩手県遺跡登録台帳における瀞号と調査時の遺跡略号は以下の通りである。

五月館跡 JF40-0005/STT-01．STT-02

仁昌寺Ⅲ辿跡 JF30-2061/NSJⅢ－02

野外渦査期間・調査面積・調査柧当者は以ドの通りである。

五月館跡 平成13年7月2日～10月26日／4,508㎡／中村直美・北、勲・飯坂一亜

平成14年4月llu～6)128H/7,942㎡／飯坂一重・M(美津子

仁昌寺Ⅲ迦跡平成14ｲl;6)120u～10月4日/6,250㎡/li(美津子・飯坂一重

室内整理期間・笹理担当者は以下の通りである。

瓦月館跡 平成13年ll月lu～平成14年3)129u/飯坂一砿・北、勲

平成14年12月1日～平成15年3月31日／飯坂一軍

仁昌寺Ⅲ過跡平成14年11月1日～平成15年3月31IZI/脈美津子

辿物の分析・鑑定及び保存処FMにあたっては次の機関に委託した。 （敬称略）

石質鑑定花崗岩研究会

赤色顔料分析鑑定・鉄製品保存処理岩手県立博物館

委託業櫛にあたっては次の機I則に委託した。

五月館跡 基準点測吐 株式会社ハイマーテック

航空写典搬影株式会ﾈ{:ハイマーテック、東邦航空株式会社

仁昌寺Ⅲ辿跡避単点測欣 株式会社洲手開発測趾投jl・

航空写真搬影東邦航空株式会社

野外調査及び報告書の作成にあたり、次の方々にご協力．ご指導をいただいた。 （敬称略）

尚IⅡ和徳 'l'村'ﾘI央（一戸町教育委側会)、室野秀文（盛岡'li教育委貝会）

井上喜久男（愛知県陶磁涜料館)、鈴木聡（二戸市教育委且会）

発掘調査においては一戸町教行委員会をはじめ地元の方々にご協ﾉJをいただいた。

辿跡の調査結果は現地公開資料、 i淵査略側ほかに褐戦したが、本杏の内容が優先する。

本報告書の執飛・編集は飯坂一暇、原美津子が担当した。

五jl館跡、仁ハ寺Ⅲ遺跡から川上した遺物及び図面・写真淳の調査浅料は淵乎県立埋蔵文化

に保管してある。

仁ハ寺Ⅲ遺跡から川上した遺物及び図面・写真淳の調査浅料は淵乎県立埋蔵文化財
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I.調査に至る経過

「五月館跡」及び「{渇寺Ⅲ遺跡」は、小脇谷バイパス改築I郡の施1:に伴って、その出業区域内に存す

ることから発掘調査を実施することとなったものである。

一般l刻遊4号は、東京を起点として、福島県、宮城県、器手県を経て青森県に奄る刺上地方の大動脈を担っ

ている兼婆幹線通路である。

小鳥谷バイパスは、 ユノニi郡一戸町大‘が小鳥芥'f'l'村を起点とし、 l'il町大字Y糊宇-f守を終点とした叫辿4

号の人家密築、幅員狭小による交通混雑と、急カーブの辿統、冬期間の凍結、陣!i等による交通の陸路の解

澗、交通安全の確保、沿迩環境の改鮮を図ると共に、周辺'lillII村との迎絡を強化して、地域活性化の文援を

目的とする道路として、 ⅡH和63年に事業化し、延長は4,300mである。

又、バイパス整備の効果として特に次の4点を目標としている。

l .ゆとりのある交通

交通混雑が解消され、スムーズな通勤・通挙が出来るようになる。

2．堆活環境の改善

交通がスムーズに流れるため職断、振動が改沸され、住みやすいⅢIづくりに貢献する。

3．安全な交通

交通litが分散減少され、沿道の人や通過する人々の交通の安余ﾔ|;が高まる。

4．地域活性化の支援

産業・観光を支える道路の機能が強化され、地域が活性化する。

この区llllの埋蔵文化財包蔵地については、イ,呼県教育委貝会が平成2ｲI渡に分jj渦査を実施し、 「五月館

跡」「仁呂寺Ⅲ遺跡」も確鰡されている。

二つの辿跡についての試掘調査は平成11， 12年度実施され、その結果に基づいてY;手県教育委員会は剛t

交通省東北地方整伽局粁手工事'l蛎所（現国士交通省東北地方整備局W手河川国道01f務所）に対し、事業に

ついて照会した。回呑を受けた岩手ﾘi轍育委仙会は満手工ilipl蛎所と協拙を行い、発掘調從を財M法人岩手

雌文化振興甥業団埋蔵文化財センターの受托'l礫とすることとした。

国土交通行東北地方樅備局岩手河川国道事務所

Ⅱ、遺跡の位置と立地
1 ．位置と立地

/i月館跡は:戸郡一ﾉｰi町小鳥谷.r: l:II!48ほか、 ｛温寺Ⅲ遺跡は_皇ﾉｰⅧ一ﾉｰi町小,鳴谷字仁呂獅6-10ほかに

所在する。庇月館跡が北純40度09分36秒・束繩141度18分38秒、に呂寺Ⅲ遺跡が北紳40度10分00"･東経141

度18分08秒の地点にあり、 ｜剛土地珊院発行2ﾉj5千分の1地形図「にI I寺｣、 li15万分の1地形図「葛巻」
の閃柵に含まれる。

一戸町は岩手県の内陸北部に位|〃し、県庁所在地の驍岡iliからは北に約65kmの地点にある。東は九『i郡

ﾉL戸村・岩手郡葛巻町、南は岩手郡岩手町、 I幽は~戸郡浄法寺町、北は二戸市のl ili3町1村に接し、二戸

幽域行政間に含まれている。隣県であるi!i森県との境まではIQi線距離にして約15kmほどである。町の巾ih'l

は298.52㎡で、総I力湫の80%以上を11l林原野が,l7める山間地となっている。町の'11央部には.!!"|川が北流し、

その支流域に集落と耕地が散在している。同道4号・いわて銀河鉄道の龍要交通路が中央部を南｣上に通って

－ワーー
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おり、それにナハってili御地が形成されている。町の南部の奥中lllは馬淵川と｣上上川の分水界をなし、 l･=i本

木峠（標高485m)は国道4号の蚊尚地点となっている。遺跡のある小鳥谷地区は一戸町の中央部やや北側

にあたり、町の中心市街地からはほど近い地区である。遺跡の束mllにはI到道4号にiハうように平柵川が北流

し、約1.4km北方で馬淵川と合流する。 ‘鴨淵川はさらに約3.3km北方で束流する女鹿川、約3.5km北方で西

流する根反川を合わせて｣上流する。この平糠川～根反川流域一帯は珪化木の産地として知られ「根反の大珪

化木」が禰名である。 ノi月館跡IMl'lの平糠川の断lliより |流一柵は小脇谷峨化木地緋である。また本地lXは

名勝「雌脇の藤」でも知られている。

遺跡は先述の奥中山にある西岳（標高l,018m)の裾野付近から端を発して北東方161に延びる丘陵縁辺部

の緩やかな斜面上に立地する。下方には沖積世～洪脳世に形成されたとされる砂礫（小脇谷）段IT:と火山灰

砂（小姓堂）段丘が広がる。これらの段1丁:には、 ド位に八戸火lll灰、そのl:には南部浮{i ･中搬浮fiなどの

テラフが載るが、木地域においてはこれらのテラフは浮石粒が黒色士と混合して暗黄禍色|層として見られ

るにすぎない。遺跡のIIWる丘陵は節皇紀に唯枕した堆禰料をﾉII雛とするI川つ役舸からなる。このﾉ0§棚簡はiザ

緑色砂岩、泥聯、礫岩、凝灰岩蘭の砂Y;から柵成され、下位の"";･砂岩からは動物化ｲiを、中位の泥岩・

砂岩、上位の砂岩からは植物化石を産出する。

2．周辺の遺跡

岩手県教育委員会によると、一戸町では490遺跡が報告されている。ここでは、木遺跡の存する小鳥谷地

IXを巾心にA1辺の追跡124簡所を第41叉I ・第1炎に水した。 ノi)1鮒跡と仁川寺Ⅲ遺跡のllllに位樋する104LH

寺、 105に昌寺Ⅱ遺跡は平成12, 13年庇に調査が行われている。 ｛昌寺遺跡では縄文時代後期の竪穴住居跡

が確認された。仁昌寺Ⅱ適跡では縄文時代中期の蝋穴住居跡、中世の竪穴処物跡・掘赫f建物跡が多数確認

されたほか、巾ll!の1況跡・I若騨|則述施投も碓偲され、繩文l器・陶磁淵・鉄札等の鉄製品が出|:している。

仁ハ寺、辿跡の北側には、繩文時代の辿跡である94野里上、95野里上Ⅱ、96【|'屋敷上がある。館跡は、馬渕

川に沿って123姉帯城、 121田中1， 120川巾Ⅱ、 1191野、 118－戸城、 107小滝館、 108IHi法寺館、蝿渕川支

流の根反川流域に122MI又館がある。

Ⅲ、調査と整理の方法

1 ．野外調査の方法

(1) 粗掘と遺柵検出・過柵糒査と遺物の取り上げ

① I〃j館跡

凋査は雑物撤去と刈払い作業から|刑始した。 メインベルトを投定し遺跡の状況を把握し、友士除去・遺構

検出・精査の順に進めた。表土は亜機（ユンボ0,3t)を使い除去した。検IHした遺柵は、士坑については

2分法を脱llllとして糀介を行った。肥録として必要な図lili及び写典搬彫は、Wi企の各段階において行った。

*Ihi実測は光波トランシ･ソトにより測竝を行いl/100の平ihiIXIを作成した。土坑の図IIIiはl/20とし断面

図と平面図を作成した。遺物は出-tITtが少ないことから、光波トランシットにより個々に出土地点を平面図

に入れ、 I州Ⅲを記し、恭号を付して取り_上げることをﾉよ本とした。遺柵内III土の遺物についてもuj能な限り

屑位を明らかにした上で取り上げている。
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表1 周辺の遺跡

X］二術計 （灰』出ノ、ユユI叩衝時 １
６

1文 l器(II1 ．晩期）
(後期）|文k器

LX｣鮒（後期）
|文士器（後・晩期）
|文土器（中・晩期）
|文土器、弥生土器、

-10-

播号 遺跡名 穂別 所在地 時 代 物 等
1 l 所野 布地 岩笥 字御所野 ’ 1文・平安 ’ 1文土器(111 、 土師器、石鐡、附製石斧
21 喝墹平 然跡 岩間 宇川明平 ’ 1文 ’ 1文-I 淵（中
31 l 中Ⅲ 布地 岩劇 fFIIIII ’ 1文 平安 ’ 1文」 器（前 島期）
4 田中Ⅳ 布地 岩罰 宇田'l I 1文 平安 ’ 1文」 器(I#】 、 土師器
5 田中V 布地 岩劉 子-1．可 ’ 1文 平安 I 1文ゴ 器（中 、 土師器
6 子 ．』： A I布地 岩劉 字子当1 縄文 平安 縄文ゴ 器（中 、土師器
7 大 平 I落跡 西別 寺字ナ 平 繩文 弥ﾉI ・平安’ 繩文ゴ 器('l1～後期)、弥唯 l:器、土師器
8 大平n 布地 内法寺字メ ，ド 繩文 弥ﾉI ・平安’ 繩文」 器（前・ IIJ・後期)、弥′k止器、 l名師器
9 1 、木Ⅲ 然跡 桧山字子』

、
ド

ー
一

1I1 繩文 測文 1 器（後～晩期）
01 平 I 捲跡 桧山字似§

ド

一 繩文 剥文」 器（晩期）
l 1 平Ⅱ 辮跡 桧山字似』

毎

ノ

ー 糾1文 ’ 繩文土器（前・中・晩期）
2 1 1 予鵬 I 蹴跡 桧山字野A

Ｔ
■
唯
ロ 洲文・弥生 ’ 文土器（晩期）

3 1 f ,IU n 端跡 桧lll宇野』
ｒ
Ｊ 1文 ’ 文-t器(II1 ・晩"l)

4 1 '』野散 然跡 if111字中凧敞 1文・平安 文士器（後。晩期)、上師器

5 1 曲 ケ沢 散布
在危手

散布

地 I桧山字強ケ沢 1文 文土器（後。晩期）

6 1 猿ケ沢Ⅱ
1LL･盗斗

散布

地 桧山字狼ケ沢 1文 縄文土器（晩期）

7 1 堅守C

呈呈

地 岩舘字了守 1文 細文土器（中期）

81
9 1
漆 nII

漆畑Ⅱ

埋埋

布布

11

地

地
根反宇漆切一
根反字漆畑

1文・弥

柵文・平安

組1文1

繩文I

器(Iiil・中期)、弥生t器

器(Iill・中・後期)、石鐡、土師器

201 1 ’ 瀬 1 地 根反字巾湖 縄文 縄文土器（中期）

21 1 I 所野 刑 地 ’ 岩舘字御所野 繩文・弥生・平安 縄文土器（中期)、弥生-t器、土師器、磨石

22 1 I所野Ⅱ 刺 地 岩舘字御所野 繩文 I 繩文士器（中期）

231 二地切
ﾛ

ﾚ
地 卦航字l:地切 馴文・奈良 I 文-I

Ⅲ

器・土師器

24 下地切 1 地 I字ド地切 測文・弥 ’ 文．
・
ト
ー
一
．雲

一

ト

雲

一

ト

雲

一

ト

MM(111期)、弥ﾉl; I:器

25

26

関 展

官 越

ハ

抑

地地
地地 西柱西柱西柱孟
ー

島寺字I則臆

司言子･ml鰹

繩文・弥4
繩文・弥4

･奈良’
’

文三
ー一ー一ー一

文二
ｔ

’

ｔ

’

ｔ

’
一

器（1ｻ』・前・中期)､畷イ
窯（中Ⅷ)‐ 勅K雄十袈一

、
壼
一
４

弥生_l二器､土61i器
器

271 』傘 木 散抑』地 尚謹善

一

寺字傘水 ’ 繩文 ’ &文二
ｔ

’
｜

器（後．晩期)、石蛾

28 茂 谷 I亜
唾免｡両『
地
言

呵

壼

i

西
善寺字茂谷 ’ 削文・平安 ’ 1文．

ｔ

一 器・土師器

29 西法寺、 地 法寺字附法寺 文 文 器

30

31

小 滝

小滝Ⅱ

散布地地
地地 III

！

一戸字小滝

一戸字小池

1文
1文・平安

文亨

文三

宣器（後期）

罰

一
ｔ
一
一

器（後｡晩期)、土師器

32 小滝Ⅲ 散布地 一戸字小滝 繩文 I 文三
ｔ

一
一

聯（後期）

33 柚子田 散布地 中里字柚子、 繩文 平安 ！ 1文
ｔ

一

・印
－

１

印

－

１

器（後・晩朋)、土師器、調忠器、鉄津

34

35

柚子IⅡⅡ 散仰』散仰』

袖下、Ⅲ 締締
地地

地地
I
I
I
I
I
I
中硯字柚子、
111里字柚子IⅡ

文

文

繩
測
弥生・平安’
､li安 I

1文一
－一－一

1文二
ｔ

一

ｔ

一

MW(11l・前期)、弥生土器、
器（中則l)、 l:師器

器

36 '(li甥野 1 』 'l'里字.囎珊野 細文 平安 ’ 繩文二 器（後期)、f師器、鎖忠器

37 馬墹野Ⅱ I I 中里字鳩珊野 細文 平普 繩文阜 器（後期)、土師器、領恵器

38 袖 越 1 I 中里字袖越 剥文 弥4 ･平安 繩文三
二

t
二

器（前｡晩期)、弥4 上器、上師器

39

40

小荒木

武迩平Ⅱ

1 ！

ｊ

地

ｊ

中皿字荒木
中里字武通平

ｌ
ト
ー

則文

繩文

平Z

弥41 ・平安

繩文．t
＝

細文･I

器（後期)、土師器

鼎（中・後期)、弥叫 土器、 -l:師器

41 下川II;(目 1 地 小友宇下川lliiti l 繩文 平安 文」 器（後Ⅲl)、土師器、須冊 X器

42 ド川臓目Ⅱ 1 地 小友字下川原目 ’ 繩文 奈良・平安｜ 文」 器（前・中期)、土師器、石器

43 小姓蛍 、 地 小鳥谷宇小姓堂 綱1文 ’ 文1 器（晩期）

梱

45

46

小姓常Ⅱ
小姓｡;itm

小姓'戦Ⅳ

地地

1 地地

地｜ ノ地｜ ノ

､烏谷'F:小姓堂

､鳥芥宇小姓竜
､鳥谷字小姓堂

鋤文・古代

繩文

繩又

文1
1文二1

繩文」

器（後。晩期）

器（早・中・後期）
器

47 小姓『職V 地｜ ノ ､鳥谷字小姓堂 拙文 細文十器

48 女鹿口 イ 地｜ ノ小鳥谷字女鹿[1 組1文・弥生・平安 纈文十器（前・巾・後期)、弥生土器

49 女肥1 1n 布地 小鳥谷宇久鹿'二1 繩文・平安 繩文1 器（竿・前・後期)、続繩文･t器、 t師器

50

51

52

崎QU4
征】

巾 崎

巾崎Ⅱ

地地

1 地地

馴 地地

女鹿字1
山･I、"該『

女鹿寸 【

澗
輪

'崎

女
一
安
》
坪

■
グ
ロ
ー

１
－
●
上

文
一
抑

繩

薊

繩文_l

縄文 I
繩文-I

器（巾・後期)、 -t帥器

盤_(後期)、土師器、凹石
鵬（後期)､ 12師器

53 中崎Ⅲ 剛 地 女鹿訓 【 '崎 繩文・平安 ’ 繩文＋器（後期)、 -l:師器

54 中崎Ⅳ 剛 地 力･I逓窒 『 '崎 剥文・平安 繩文-t器（巾・後期)、t師器

55

56

ゥ

日

日

■

■
Ⅱ
Ｉ

自
ら
■
■
■

口

■

■

↓
』
、

ユ
〃
〃別

沢 内

畑 地

地

畑 地

地

女鹿可
《
旧
咀
伊

全
曲
叩
叩

。
、

４

Ｊ
》
Ｌ
Ｌ
柾

沢内

馴文

繩文

繩文！

細文盲I

W(Iiij・後期）

器（後側 ）

57 沢内Ⅱ 1 地 女鹿3 沢内 繩文・弥生 縄文1 器（後脚 )、弥生_t器

58

59

60
刷
一
腿

63

64

上女鹿

大久保

大久保Ⅱ

大久保Ⅲ
大久保Ⅳ

焼 切

焼切Ⅱ

女寺Mr
巴
一
酷

８
一升

日泌
垂
ｒ

布地

刺 地

散＃ 地

散1 hh

散1 地

散訓 地

fr両壺卜か血
桑一J ■ へ峰与

女鹿字大久保
女鹿字大久保

女哩学大久保

女膨i:火久保

女鹿字焼切

女鹿字焼切

釧寸・乖審
↓皇＝三二一ﾏー

繩文

刺1文
判1文

繩文・平安

繩文

繩文・弥生・平安
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器号 遺跡名 ’ 洲 在地 時 代 還 物 等

651
』dエ 昨1ロ 、

｣幽『】八11『】八11

繭繭
ー

J『地 女竺I

女ハハ
＝

血3亜函
呈焼切 文

文
一

釧立十器（晩畑）

661
67

焼切ⅣI

虚魎
繭
ー

虚魎

ー

魎<鹿沢内I虚
地
地 早d

D

早d
D

亙二二厩
1-鋪

Ll"別
一一－1

入 訓立･l2雛

68

691

■ゆ

号平
L
Ⅱ II

地 ノノ

地 ノノ

垂~ド平

字下平

文

文

拙文-12器（晩IUI)

細文士器（後｡晩期）

701 守平 Ⅱ 布地 ノ 字~ド平 文 釧立+MM(鑑・晩期）

71 1 ノ小 闇 卿 地 ノ ､繋字小繋 文 釧文-1gM(後。晩期）

721 野 鬼 地
ｑ
ｑ
甲 *IIIIMI 文 ･l旦鰡

73

74

11

田岡

剛
－

幽
舵』

－

幽
舵』

－

幽
舵』

Ⅲ

I

I

地
０
１
申

卦
０
１
申

卦
０
１
申

卦

地
卜催N
－q

平棚

卜催N
－q

平棚

卜催N
－q

平棚

醐

字田岡

宇川岡

,文

i文

釦I"-1･"_ZMi、府斧

-I旦鰕

75 巾 村’ 布地 歸
媒
一
根
一

■

↓↑
学

字中村 i唯 弥隼土膿

76 巾 Ⅱ ’ 布itll 根I
r顧反

2ifI11 文 繩文土器(1I】 )、癖型石斧

77 ｊ６ｔｆ Ⅲ’
一画 勺

IM 地
今一

｡i:中村 文 繩文土器(ilil ）

78 中 1VI虚一 iIII 根反
耐
宇中 文・弥生・平喪 削文土器（後 )、弥生-k器

79 野 皿’ Ⅲ ’ 地 弧11J，pI ,宇野馬鹿 文・弥ﾉk・平安 繩文土器(nij 後期)、弥生土器、土師器

80 野蛎鹿Ⅱ 倣荊 地 姉11
－

ii補宇野馬鹿
文・弥生・奈良

平安
縄文土器（前 中・晩期)、弥生二I器、土師器

81 侍 付 刎 Ⅱ

一

姉粥字時付 $il文 繩文土器（後 晩期)、石Ⅷ1I1M

82 侍付n1 刎
一

助 肺淵字侍村 繩文 馴文土器（中 後・晩IUI) 、石製lll盤、石雄

83 鬼 渕 倣刺 地 榊字鬼渕 繩文・弥生・平安
繩文土器（前・ II】・後・晩Ⅲl)、弥生士器、
-l二師器、鋪迦器

84 1 鬼渕Ⅱ ’
－

散布
F癖

函
II F字鬼渕 繩文・弥とI ･平安 繩文土器、弥唯土器、tllli器

85 1 l''i lili l

浦唾
b 卜宇l''1ilil 繩文・弥とI ･奈良 釦I .-I･蝶(ilil｡ ll』 ・梯・ I岬ⅢI)ｰ耽小-l･"_ -{･肺繋

86 下 村I 地 字下村 刺1文 繩文t器(I晩期） 、注【 l土器、孵製石梛、禰斧

87 ド村 11 I 地 ･髄下村 削文・弥41 繩文･t器(liii・巾・後・晩IUI)、弥′I§土器、石堆

88 上 布地 9読上里 繩文 釧世-{･蝶〔桧旧1）

89 月 花
要卿11

字j1花 繩文・弥生・平安 繩文土器（後期)、弥生土器、土師器
90 朴 航 i地 芥字朴館 繩文 繩文土器('1'。 |塊朋)、石1111
91 駒 木 i地 芥宇駒木 文・塚 繩文-1:器（後川）
92 野 1I1 i地 蝿芥字野中 文 繩文士器（晩"I)
93 野 1l! l

凸一一凸一一＝－

布地 ､､鳴谷宇野里 文 繩文-t器（晩期） 、注I北t器、石斧、 ･l:MI
94 野里上’ 布地 ､脇芥宇野嗣卜 文 繩文士器
95 野里上n l 棚布地 ､､蝿谷宇野里I: 文 繩文土器
96 KII腫敞I: | 布地 ､蝸芥学1I1隈倣 上 文 繩文土器
97 穴久雌’ 1M 布地 ､肌谷宇穴久保 文 ･t器
98 中 村I 布地 ､‘鳴行字中村 文 繩文士器
99 古屋散I 布地 ､､隅芥字古屋敷 Ⅱ文 繩文土器（中・晩期） 、イi雄
100 商屋敬’ 布地 ､‘鳴芥字商屋散 文 繩文土器（後｡晩期）
01 群子内’

ー

｣脳一ｰ布地 ､.《$芥字消孑 1 文 繩文土器（後｡晩期）
02 務子Iメ Ⅱ ’ IM

一面
地 ､.蝿谷字蒋子 3 文 釦1文．{･鵬〔I卿1Ⅲ）

03 若子P Ⅲ 地 ､､鳴行字若子 ， 堀、平以、切岸
01 1 仁昌寺I 函 h 小蝿谷'龍仁昌 f 1文 繩文士器(-1･腰内Ⅲ式）
05 1 仁昌寺II I 散布唾地 小脇符字仁目 テ 1文 細文土器（大木10式）
106 1 二日寺IⅡ ’ 倣布画一地 小脇谷字仁昌 『 1文 訓哲-1･身畠（1脚ⅢIf多萩1

107 1 ノ 、滝航I 城伽跡 ･戸'f樋ノロ 111l MII切 、 W勘、 'IWII
1081 西法寺航I

◆
期 館跡
一

illi法寺宇稲荷 世 畑、 』 2珊、 ‘冊邪
109 西法寺館ⅢII 散布
一

地 西法寺字西法寺
ー

|崎
一ー

1文・巾 繩文二 皇器、府鍼、中11t遺物
11() i [中 里館’ 跡 中哩字武道平 |勘

＊－
1文・巾 堀 、

二
町
二 旦珊、陶器、剥文･12器、士師器

111 老ケ航 跡 西法が'祇館趣 慨

“

中世 堅堀’ 、 、li卿、腰邪
112

1131 1
小友航

ペ鹿航

跡

跡
小友‘i:~ド川I緋l
女川‘i:女血館

｜
川
一
礼
一

１
－
■
■
■
■

。
－
１
－

一
Ｉ

１
r代・LIUI

卜
勾

郡、 抑
郭、 、

蝿

魂 、 腰祁
114 §在家館 跡 小友字半在家 I f代・Il'i

廿
一

1151 1女鹿沢内鮒 城館跡 女鹿字沢内 I i代・中’
ト
ー

1161
117 1
『館林館II

新納林航
城館跡

城航跡

小辨F新館

小繋宇新館

h

h

II

II

'|趾

118 一戸城跡
散布地
城館跡

･一j二噸北館 繩文・【I
州、HII立I:l批物跡、蝋
古銭、木製UY!、繩文11

f状迫柵、陶磁器、鉄製品、
牌（中・後期)、」:師勝

19 上 野 巣落跡 -F¥I野､事I上館
Ⅲ文

･中’
弥生・古代
卜 細文土器、弥唯zi全器、 |:師器、石器

201
21 1
22 1

111 中 11
III III I
14反航

i地
;杣

(跡

器：W字H1中

埼舗字111tl' _. _
恨灰字野崎向

薊
一
Ｊ

薊
一
Ｊ

国

冊
二
冊

】rザ

一
Ｉ6ILX

'11f

紺文 I:器、称fl1土器、
繩文土器(111 ． i1i。 中

l2師熈、イ『窯

･晩IUI)、 1脚石、 l:師湘

､12勘、 IIWII，伽、上蝦

23 1 姉 .IIf城 鋤 姉粥字川久保

耐
1世 I冊、 ごIg蝿、邪

24 1 』五 月館 i跡 平梛字商IHI木 1屈切、平場



②｛汎寺Ⅲ過跡

遺跡の地形に応じてトレンチを入れ、遺跡の状況を把握した。表土除去は軍機（ユンボ0.4t)を用いて行っ

た。遺柵検出・糀査の順に進めた。検IIIした遺櫛は土坑は2分法、竪穴1:I掘跡・堅穴|:1擢状適柵・炉跡はjl

分法を剛lllとして椚炎を行った。 ‘肥録として必婆な図lili及び写典搬影は、輔在の各段階のおいて行った。竪

穴住居跡・土坑類の図面はl/20、炉跡の図miは1/10を難水として断面|xlと平面図を作成した。平面実測

は光波トランシットを川いて行った。辿柵の命名については、特に略号を川いず、検出した1mに1号上坑，

1号竪穴伽厨跡とした。本報告1Iドで使川した名称は野外洲査時の名称を躯理し改名したものである。遺物は

遺梛内出土遺物は遺櫛毎に、過柵外出上遺物はグリッド毎に屑位を記して取り上げている。

(21写典搬影

野外捌在での写典M1影は、 6×7cm判カメラ1台（モノクロ）と35mm判カメラ2台（モノクロ、カラー・

リパーサル）を使川し、遺構・遺物の検出状況や出土状況を必要に応じて搬影している。仁昌寺Ⅲ遺跡では

デジタルカメラも便川した。他にポラロイドカメラ1台をメモ的な川途として使用している。搬影にあたっ

ては、縦Hl!IIIFの混乱を防止するために、搬形状況を記した「倣膨カード」を1IIiliに撤影している。また況月

館跡は平成13年度調街開始時と平成14年度淵査終r時に、に昌寺Ⅲ遺跡は14年度調査終了時にそれぞれ小型

飛行機による空『1'写真の搬膨をx施している。

(3)広報活動

埋蔵文化財に対する啓蒙活動の一環として、見学希望者に対しては随時応対した。また仁昌寺Ⅲ遺跡では

平成14年9月27H(金）に現地公開をIIM側している。

2．室内整理の方法

(1) 作紫手IIm

室内狼理は野外で洗浄できなかった遺物の水洗からIIM始し、グリッド・辿柵ごとの仕分け、遺物の接合・

鯉腺、遺物の実測、計測、拓本、遺櫛・遺物のトレース、遺物の写真撮影、遺柵・遺物図版、写典図版の順

に作業を進めた。これらの作業と雌行して脱稿の執飛を進めるとともに、各梛の鑑定・分析を行って、報告

ilに褐'l脱している。

(2)遺柵

遺柵Ⅸlimは、原図を”ﾘ毎に分顛し点検を行った_上必要なものについては節二原図を作成してトレースを

行った。倣影されたフィルムはネガアルパムに写典と一緒に収納した。カラースライドフィルムはスライド

ファイルに撮影順に収納した。

(3)辿物

遺物は野外及びセンターで洗浄した後、全出土遺物を点検し、災測や拓本の必要なものを選択・鐙録して、

接合・復原、注記を行った。遺物の実測図は災大とし、 トレースは遺物の状況に応じ実大もしくは縮尺して

図化した。全体の過物価が少ないことや小破片のものが多いことから、実測・拓本の必要のないものは写典

掲峨のみにとどめている。

-12-



Ⅳ、五月館跡

所
委
在
舵
地
者
二戸郡一戸町小鳥谷字上里48ほか

囮士交通省東北地方躯伽局料手河川国逆I1務所

国道4号小鳥谷バイパス建投

JF40-0005

ST'r-01/STT-02

13年度4,508M

14年度7,942If

平成13年7月2日～10月26H

平成14年4月11日～6月28日

平成13年11月1日～平成14年3月29日

平成14年12月2日～平成15年3月31日

13年度飯坂一頭・中村直美・北田勲

14年度飯坂一重・原美津子

13年皮飯坂一瀬・北田剛

14年度飯坂一亜

一戸町教育委員会

遺跡台頓番号

鯛査略号

調査面積

鯛査期間

整理期間

鯛査担当者

塾理担当者

協力機関

’

-13-



1 ．遺跡の立地

五月館跡は二戸郡一戸町小鳥谷字上里48ほかに所在する。いわて銀河鉄道一戸駅の南方約5.3kmに位置し、

I瑚辿4号と町遊（旧奥州街遊）に挟まれた平郡川/,i岸の丘陵部にﾔ地している。五月館の南側は平糠川の断

座を呈し、東側は数段の急斜面、北側もv字形の断脹、西側は狭い鞍部からlll地へと続いている。調査区の

標高は約188～234mである。遺跡の現況は大部分が山林及び脱野であるが、東側下段は畑地である。調査区

のうち北東lfﾘきの斜耐はW僻Ⅱ50年代まではぶどう畑として利川されていた。本遺跡は町道を挟んで仁昌寺Ⅱ

遮跡と隣接している。

2．グリッド設定

グリッドの設定にあたっては、日本測地系平面直角座標第x系を＃lいた。まず基噸点lを座標服点として

設定した。設定した座標原点はX=17,880.000 Y=40,650.000である。

これを飛瑚にして、座標軸を45°傾けてグリッドを投定した。このjwI点を南隅とし、一辺が40mの大グ

リッドを設定した。さらに調査区全体をカバーできるように各方向にこの大グリッドを投定した。グリ ･ソド

名は調査区の南端が入るグリッドを蛾に、南東から北西に向かってはアルファベットの大文字A～Hを、南

西から北東に向かってはローマ数‘龍のI～Ⅲを付した。またこの火グリッドを10等分し4×lImに，〈画した

小グリッドを投定し、南東から北西に向かってはアルファベットの小文字a～jを、南西から北東に向かっ

ては算用数字のl～10を付した。グリッド名は大小のグリッドを組み合わせてⅡElc．ⅢFlaというよ

うに呼称している。

各規準点の日本測地系座標(X・Y)、標高値(I･I)は次の通りである。

雄準点1 X=17,880.000 Y=40,650.000 H=220.550m

雄剛点2 X=17,922.426 Y=40,692.426 1･I=203.268m

II界測地系座標(X･Y)は次の通りである。

基準点1 X=18,187.1771 Y=40,350.9523

蕪噸点2 X=18,229.6018 Y=40.393.3770

0 40m
－

第1図グリッド配置図
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トL=2'*nl

IM 10YR4/3にぶい黄褐色シルト
粘性弱しまり弱表土

o U&lW 10YR4/4褐色シルト粘性中
しまり中草木根多い盛土1

ⅡbM10YR2/3黒褐色シルト粘性中

しまり中草木根多い盛土2
Ⅱcn lOYR2/1黒褐色シルト粘性中
しまり中盛土3

ⅡdM10YR3/2黒褐色シルトと10YR5/4

にぶい黄褐色シルトの混合土

粘性中しまり弱炭化物粒
ごくまばらに含む盛土4

鯛ⅢM 10YR1.7/1黒色シルト粘性中
しまり弱旧表土

10YR4/2にぶい黄橿.b.a火山灰

粒をごくまばらに含む

部分的にTb-a火山灰の再堆稲が
見られる

トL-2033OOm､

０
１
５
ｍ
２
１

国
歯
噸

圃
鱗
噸

鵬
鐵
鯛
岬

零
鰯
織
岬

第2図基本土層柱状図

3．基本土層 Ⅳ届 10YR4/2灰黄褐色粘土質シルト粘性強しまり強

調査IXは南北に約280m、東西に約90m 10YR加黄橿浮石の再堆積物をごくまばらに含む

間自体に斜面上方からの風すい性の堆澗物を含む

の長さを持つが、東側最ド段の畑地とI削りVW 10YR3/1照褐色シルト粘性強しまり強
10YR7/6明貿褐色砂2%含む細かい砂が混入する層である

の低地部分を除いては、 Inぶどう畑が入部Ⅵ届 10YR3/2黒褐色粘土質シルト粘性強しまり強地山漸移層
10YR7B黄榿浮石を1%含む

分で南西から北東にlhlかつている数段の斜Ⅶ層 10YR6旧明黄褐色火山灰(八戸火山灰） 粘性強しまり強地山
而地である。その斜Ihiの淵從区内の比商が

約46mである。そこで斜面に沿った試捌トレンチから、上段部・中段部・ド段部の3簡所を深掘りし、その

土層断illiを遺跡の韮本土層とした。

4．検出遺構と出土遺物

(1)概要

兀j1館跡は、西儒の撫野付近に端を発して北東か向に延びる丘陵縁辺部の北東方向に張りlllす尾根にM地

している。館は南東側が平糠川の断崖、北西側がV･f形の断雌という自然地形を利川している。平地からニヒ

郭と想定される地点までの比尚は65mを測る。ここには近年まで使用されていた小鳥谷浄水場があるが、現

在は使川されておらず建物だけが残されている。 l色根の後背となる、姐物の南西側には2条のMIIが確鰡され

ている。尾根の裾となる、越物の北東側へ向けては数段からなる斜面地となっている。地表観察では上段は

緩やかな傾斜の広い平畑地が3段からなり、その下は狭い平坦地と比高の大きな急斜面が数段統き、さらに

その下は標高200m付近でIIりび緩やかな平坦地となり平地へと統いている。今回の淵査区は、 この斜面のII!

～下段の急斜面から平地に続く緩やかな平坦地までが対象となった。発掘凋査の結果、曲輪状の平坦地7簡

所、切岸状の急斜Ihi5箇所を確認した。この平坦地や急斜面には重機等の痕跡が見られたり、研線が至ると

ころから見つかるなどしている。また|畑から推測してもこれらの地形は、現代の畑の造成の際の篠りkに

よる平畑地、急斜面であると思われる。また縄文時代の土坑が検出され、繩文士器がII}土していることから、

五月館跡は縄文時代と中.近世の遺跡から成る複合遺跡であることが明らかになった。
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(2) 曲輪状平坦地・切岸状急斜mi

曲輪状平坦地を階段状に7筒所、切岸状急斜面を5箇所確認した。曲鎗状平坦地は調査区北側の南北に伸

びる尾根の西側に2箇所、東側には5箇所確認しその上段調査区外にもさらに数段確認されている。

1号曲輪状平坦地（第3．4図）

＜位髄＞調査区nF2c～ⅡF7fグリッド、標商217.6～220.0mに位世する。

＜規模＞規模は長袖14.5m、短軸12.8m、面職112㎡で方形を呈する。

2号曲輪状平坦地（第3． 4図）

＜位澄＞調査区ⅡF6f～ⅢF9hグリッド、標間215.0m～217.6mに位置する。

＜規模＞規模は長袖17.0m，知軸8.0m、而秘100㎡で桷先形を呈する。

3号曲輪状平坦地（第3．5閃）

＜位盟＞調査区ⅡD2b～UF4bグリッド、標間222.0m～223.4mに位世する。

＜規模＞規模は長袖41.5m、短袖165m、而穣388㎡で幣状を鼎する。

≧≧
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10YR3/2黒褐色シルト粘性弱しまりやや弱草木根多湿やや砂質
10YR2/3黒褐色シルトと10YR2/2黒褐色シルトの混合土粘性弱しまりやや弱草木根多湿やや砂質
10YR2/"2シルト粘性弱しまり弱草木根多量畑地造成時盛土総じてしまりがなく段のへりに近づく
ほど粗くなるこの層まで草木根が彊りめぐっている新しい造成の跡と思われるが､土質はほぼ均一で
混入する異質土も少ない

10YR2/2黒褐色シルト10YR3/3暗褐色砂が20%所々届状に混在上段は5届で検出をかけたが所々に砂
の溜まりが見られた

10YR2ﾉ1シルト粘性やや強しまり中10YR5/6黄褐色砂質シルトTo-cuブロック状に混在上段のみに
見られ､縄文の検出面であるプライマリー層と思われる断面には現れていないが、検出時m-a火山灰
が点在

10YR5/6質褐色砂質シルトと10YR3/4暗褐色シルトの混合土粘性やや強しまりやや強10YR6/8明黄
褐色To-cu粒3%混入

１
２
３

４
５

6

｜第5図曲輪状平坦地・切岸状急斜面（2）

’
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4号曲輪状平坦地（第3． 4MI)

＜位温＞調査区ⅡF4b～ⅡF10gグリッド、傑尚214.5m～217.5mに位趣する。

＜規模＞規模は及軸28.5m，短軸3.0m，而祇59㎡で帯状を呈する。

5号曲輪状平坦地（第3図）

＜位置＞調査区ⅡF5a～ⅢFlhグリッド、標高210.3m～212.4mに位置する。

＜規模＞規模は長軸35.4m、知軸2.6m、面秘150㎡で帯状を号する。

6号曲輪状平坦地（第3 ． 4図）

＜位置＞調査区ⅡF4h～mG3bグリッド、標高208.4m～213.4mに位置する。

＜規模＞規模は長袖42.4m、短軸1.2～5.0m、 Imm99㎡で僻状を呈する。

7号曲輪状平坦地（第3 ． 5図）

＜位置＞調査区nDlc～ⅡE1gグリッド、標I奇223.5m～225.8mに位置する。

＜規模＞規模は及紬28.5m、短袖16.5m、面祇533㎡で辮状を呈する。

1号切岸状急斜面（第3 ･ 4MI)

＜位題＞調査区ⅡF2d～ⅢG6bグリッド、標高207.6m～219.5mに位置する。

＜規模>1号llll輪状平畑地・2号llll輪状平坦地と6号曲輪状平畑地のIMIにあり、この間の比高兼は約12mを

測る。南側は調査lX外のlll林に続いている。

2号切岸状急斜面（第3． 4 ．5図）

＜位澄＞調査I式ⅡF9h～ⅡDlbグリッド、棟尚219.8m～214.5mに位慨する。

＜規模>1 ． 2 ．3号曲翰上平坦地と5号曲輪状平坦地の間にある。 3号曲輪状平坦地のドではI制東から北

西方向に、 1 ． 2号曲論状平坦地の下にきて南から北に向かっている。

3号切岸状急斜面（第3Ⅸ|）

＜位浬＞調査区ⅡF6a～mG3cグリッド、標高209.8m～206.7mに位笹する。

＜規模＞5号曲輪状平坦地の下にあり、 この斜面の下は畑地・宅地に連なっていく。

4号切岸状急斜面（第3． 4図）

＜位温＞調査区nF4 i～ⅢG3bグリッド、標高211.2m～200.2mに位置する。

＜規模＞6号曲輪状平坦地の下にあり、調査区外及び町通に続く。

5号切岸状急斜面（第3． 5図）

＜位謹＞洲査区ⅡE1g～UD8aグリッド、棚高220.1m～224.Omに位砥する。

＜規模＞7号曲論状平坦地と3号曲輪状平坦地の間にある。 2号切岸状急斜面の南側に､lt行している。

(3) 1:坑

土坑4基を登録した。 3蕪は西側上段部調査区境付近から検出されている。敢複関係はなく、それぞれ独

立している。他の1基はi淵査区中央部から検lllされている。

1号土坑（第61判、写真図版6)

＜位盟>nEleグリッド、標商223.3mに位趾する。淵査区境から検出された。

＜形状・規模＞調査区外に延びているため全体的な規模や平面形は不明である。検出された部分の規模は、

開口部径110cm、底部径86cm、深さ92cmを測る。平面形は円形と推測される。
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ヘ撚”
2号土坑1号土坑

ヘ

トL=223s00m､
a！

引
a

ﾄー L＝218.800m

1号土坑
1 10YF10YRm照褐色シルト粘性中しまり中10YR5/6黄褐色シルト10%含む

10YR7/6明貿褐色而一Cu粒2%混合草木根含む

10YR6旧明貿褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱10YR2/2黒褐色シルト

10％含む

10YR4Bにぶい岡褐色シルト粘性中しまり中10YR4/4褐色シルト10%含む

10YR4Bにぶい賀褐色シルトと10YR5/6黄褐色粘土質シルトと10YR"2瓜褐色
シルトの混合士．粘性やや強しまりやや強

10YR5/8甜褐色粘土質シルトと10YR3/2凧褐色シルトの混合士
粘性やや強しまり中

10YR4"褐色粘土質シルトと10YR6B明岡褐色粘土質シルトの混合十
粘性やや強しまり中

10YR3/2黒褐色粘土質シルト粘性やや強しまりやや弱炭化物粒1%混入
10YR3/3暗褐色粘土質シルトに10YR4/6褐色シルト5%含む
10YR"6明貿褐色粘土質シルト粘性強しまり中
10YR4/3にぶい繭褐色粘土質シルト粘性強しまりやや強
10YR6/6明蘭褐色鮎十質シルト5%含む

10YR3/2瓜褐色粘土質シルト粘性やや強しまりやや強砂粒3%含む
10YR3"昭褐色粘土粘性強しまり強

2

2号土
1 1C1 10３

４
YR1.7/1瓜色土シルト粘性弱しまり弱
草木根含む

2 10YR2/1黒色シルト粘性醐しまり中

3 10YR3/2照褐色シルト粘性中しまり中

径5mm以上の礫微量含む

型
4号土坑

５
６

７
８
９
泊

､IE,｡

、
ｊ

Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
２
１
１

3号土坑

逆
ヘ

a！

-斗,23_500m

*TE2｡ 3

ゾ
55 4

786

10
9

4号土坑
1 10W

2 10Yf

3 10YF

炭化

4 10YF

粘性
5 1WF

小勘
6 10W

7 mYF

8 10YF

9 10YF

10 1WF

11 1WF

10VR
80a

2ﾉ2/瓜測色シルト粘性中しまり中炭化物粒3%含む
10YR2姻侶色シルト粘性中しまりやや鰹10YRa醐凹褐色"ml%3む
10YR2弧期色シルトと10YR4噸色粘土質ｼﾙﾄの迎合土粘性やや笠しまり中
炭化物位1％含む

10YR4,oにぶい質褐色粘土頁シルトと10YR56貫祖色粘土買ｼﾙﾄの混合土
粘性やや侭しまりやや強

1WR3mm細色粘土質シルト粘性やや強.しまり中10YR5/8貫禍色粘土日シルト5%含む
小圏3%宙む

10YR49にぶい日褐色粘土日シルト粘性やや箇しまり中, 10mS.8日樋色粘土日シルト5%含む
mYR3淘旧色粘土質シルト略せやや笛しまりやや菌10Y鴎眼褐色シルト粒3%含む
10YR2n黒褐色粘土日シルトと10VR4,3にぷい側褐色砂筒ｼﾙﾄの迩合土粘性やや萱しまり中
10YRJ4則梱色粘土質シルト粘性やや醤しまり中10YR銅貫褐色シルト粒5%含む炭化樹3%含む
10YR鎚阿栂色粘土質シルト粘性強しまり中
10YR3咽褐色粘土筒シルトと10YR5/6間測色鮎土間シルトの迎合土粘性やや強しまりやや駒

3号土坑

1 10mZ1瓜色シルト粘性中しまり中10VR6/6明間褐色C"2%湿入
2 10YRZ1黒色シルトと10YRMⅢ褐色シルトと10YR4的褐色シルトの混
合土粘性弱しまり弱

3 10YR2/1肌色シルトと10YR犯肌褐色シルトの混合土粘性弱しまり中
10YR6J8明両褐色シルト粒20%以下混入

4 10YR3ﾉ4暗褐色シルト粘性やや隅しまり中10YR6/8明関褐色1bCu2％
且入

5 10YR鎚貫褐色粘土質シルトと10YR34暗褐色シルトの混合十
粘性やや強しまり中

0 1:40 1m
－

第6図土坑
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＜埋土＞戯褐色シルトを主体とする12肘に細分される。人為堆枇と瀞えられる。

＜出土遺物＞遺物は出土していない。

＜時期＞繩文時代と考えられる。

2号土坑（第6図、写興図版6）

＜位置>UC3 iグリッド、標間218.2～218.6mに位置する。V層~ドで検出された。

＜形状・規模＞平Iili形は円形、断面形は椀形である。 IMI1部径180×158cm、深さ60cmを測る。

＜埋土＞しまりの異なる黒色シルトと照褐色シルトの3肘で構成される。

＜出土遺物＞遺物は出土していない。

＜時期＞不明である。

3号土坑（第6図、写真図版6）

＜位置>nElcグリッド、標尚221.8mに位置する。

＜形状・規模＞平而形はI'I形、断im形はⅢ形である。開II部径120×134cm、底祁径84×90cm、深さ36cm

を測る。

＜埋土＞黒色シルトを主体に5届で柵成される。人為堆穣と考えられる。

＜出土遺物＞遺物は出土していない。

＜時期＞繩文時代と考えられる。

4号土坑（第6図、写真図版6）

＜位置>nEldグリッド、標研223.2mに位樋する。

＜形状．規模＞平面形は円形、断閲形はフラスコ形である。開I｣部托106×102cm、底部隆134×124cm、

深さ75cmを測る。

＜埋土＞凧褐色シルトを主体とする11屑に細分される。

＜出土遺物＞埋土1～2層から繩文時代晩期の=|器2点（掲戦番号1， 2) III土している。

＜時期＞出土遺物から縄文時代晩期と考えられる。

(4)遺物

今回の調夜で出土した遺物は土器約1箱、石器・石製品2点、鉄製品19点、銭歯2枚、陶磁器約1箱であ

る。これらのうち過柵内遺物は4号士坑から出-|:した繩文上器2点だけで、他は全て過欄外辿物である。 -|:

器や陶磁器のほとんどは破片である。

①土器（第7 ．8図、写真図版9）

土器は小コンテナで約1縮出I:している。東側最下段畑地や南側低地を含む広い範囲から111tしている。

その中でも多く出土しているのは西側上段部ⅡE・ⅡFグリッドである。時期は細文時代中期～晩期、弥生

時代である。主体となるものは縄文時代晩期である。

②石器・石製品（第9Ⅸ1，写典図版10)

石器・石製品は各1点ずつ出土している。

③鉄製品（第9図、写真図版10)

鉄製品は、なべ、刀、刀了、鋤、火蒋、鉄片など19点が1ll土し、 6ﾉXを掲赦した。東側畑地、 I洲ﾘ低地部

分を除く調査区中・上段部の我士及びI ･H肘上位からIII上している。
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④銭貨（第9図、写典図版10)

銭貨は2枚出土している。至大通寶（34)、寛永通寶（35）である。

⑤陶磁器（'写真図版11)

陶磁器は小コンテナで約1箱分出土している。過物の出土地点は調査lXのほぼ全域にわたっているが、ほ

とんどが表土及びI層からの出土である。いずれも国産であり、製作年代は18～19世紀である。過物は全て

破片もしくは小破片であり、完形のものは出士していない。

a肥前産磁器

碗が7点（38．42．43．44．45．60．61)のほか、急須(46)、徳利(47)、そば猪口(59)が各1点が出

土している。碗のうち38には底襲銘が、43には内iiliに銘紋が施されている。碗以外では徳利に綱I1文が施さ

れている。製作年代は46.60が19世紀で、他は全てl8世紀である。

b東北産陶器

弧（37)、碗(40)、噸(50)、すり鉢(51)が出l1している。 51以外は友士付近からのlll土である。製作

年代は4点とも19世紀である。

c東北産磁器

瓶（36)、急禎(41)、碗(48.62)、紅ⅢI (49)、 llll (55.56.57･58)、噸(63)、鉢(64)、上瓶(65)、

が出土している。55～58の4点は釉淵や胎土から1面'一個体と思われる。製作年代は62.64が18世紀で、他は

全て19世紀である。

dその他の陶磁器

鉢（39)、人形（52)、行平のなべ（53)、掛花人（54）の4点が出土している。39は美濃産の茂瀬戸系で

灰釉が施されている。 19世紀の作である。 54は茶通具である。

5． まとめ

五月館跡で検出された遺柵は土坑4基であり、 III土した遺物の最も少ない。それぞれについて浄察を加え

るとともに、本過跡は巾lltの館跡であることから、そのことについても前及し、まとめとする。

(1)五月館の縄張りと館

ノ〃j館跡は西脇の撫野付近から端を発して｣上東刀向に延びる丘陵縁辺部の北東方Ihlに張り出す尾根に立地

している。主郭と想定される地点には、近年まで使用されていた小鳥谷浄水場の建物が残っている。平地か

らの比高は65m、平糠川からの比高は75mを測り、西南方に続く山地を背に南～東～北方向に広がる街道筋

や平野部を一朝することができる。ここから北東側に向かって敵段の斜Ihi地になっており、今1回lの淵査区は

この斜面1I!～ド段で、標商は188～234mである。閥査の結果、普捕・作りiの跡が見られず、士舸や出土遺物

から畑造成による斜面と思われる。ぶどう畑造成前の旧地形は、館の下部に広がるなだらかな斜面地であっ

たものと推定される。このなだらかな斜而には平川地状の箇所がいくつか見られたが、その形状は一様では

なく、この平坦地状地形も自然地形の一部であると考えられる。これに対し主郭があったと推定される付近

は、平糠川に臨む断崖に続く南側、尾根の南西側には東南東から西北西に向かって2条の堀が櫛築されてい

るのが確認され、」上西側は狭い鞍部から111地に続いている。 i淵査Ⅸ外であったため館の性栴淳排しいことは

わからなかったが、館としての範囲は主郭と想定される岐｣段とその周辺のみであり、今回の洲在区は館の

外側の斜面地であったものと推定される。五月館は『二戸志』によると延暦・弘仁期の遠田公ujlに由来す

－23－
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るといわれ、逮川公五月が坂上田村麻呂の征討服に協力し、その11坪拠点として利川されたと伝えられてい

る。また、天正年間に小鳥谷摂津が居城した小鳥谷館が五月館ともされているが、同時期の「九戸の戦い」

において周辺の姉帯城や根反館が軍記物や盛岡藩史に記述されているのに対し、漉月館についての文i!｝によ
る資料はない。

(2)縄文時代

土坑を4Ji$検出した。 1号・3号・4号土坑の3雑はⅡEグリッド、北西側上段部調査区境付近から検出

されている。この3埜の形状は、断、形に相違はあるものの、平mi形は円形であり、またII!土の状況からl司

じ時期のものと思われる。遺物は4号土坑から繩文時代晩期の土器片2点が出土している。3基の土坑が検

出された付近から標高223～224mほどの緩やかな平坦地が南西側洲在区外に向けて広がっている。この平坦

部の辺部から土坑がまとまって検出されたことから洲査区外にも過柵が存在する可能性がある。調査が進む

ことで今回検出された土坑の位通付けが明らかになるものと思われる。

ヘ
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－

第10図五月館縄張想定図
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V.仁昌寺Ⅲ遺跡

在
庇

二戸郡一戸町小鳥谷字仁昌寺66-10ほか

国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

地
者

所
委

国道4号小胤谷バイパス建設

JF30-2061

NSJIII-02

6,250nf

平成14年6月20日～10月4日

平成14年11月1日～平成15年3月31日

原美撫子・飯坂一亜

原美津子

一戸町教育委員会

遺跡台帆番号

調査略号

鯛査面積

調査期間

整理期間

鯛査担当者

整理担当者

協力機関
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1．遺跡の立地

仁昌寺Ⅲ適跡はIGRいわて銀河鉄辿（旧JR東北本線）一戸訳の南方約4.9kmに位趾し、馬渕川の支流・

平糠川によって形成された砂礫段丘の背後の東向き緩斜面に立地している。標筒は約211～222mで、平糠川

との比高は約36mである。調査区の現況は畑地・果樹園である。本遺跡の北には沢を隔てて中屋敬上遺跡が、

南東に向かっては仁呂寺追跡、仁昌寺Ⅱ辿跡、五月館跡の順に隣接している。

2．グリッド設定

仁側寺Ⅲ追跡のグリッド投定は、塗地点測競を委託し、日本測地系を利用してグリッドの配閥を行った。

調査区内に埜準点l、壁地点2を設けこれを基準線とした。そしてこの雅期線を延艮し、40×40mのメッシュ

で全調査区を区画した。このメッシュの南西端を基準として南一北方向には南からA、B、C，Dのアルファ

ベットを、西一東方向には西からI、Ⅱ、Ⅲの番号を付し、大区画としてIA区、ⅡB区、 ・ ・ ・と表示し

た。さらにこの大区画を10等分して、 4×4mの小区画として、南から北へa～j，西から東へl～10を付

し、その組み合わせによりIA2b、ⅡB5jのように呼称した。

基準点の日本測地系座標(X・Y)、標高値(H)は次のとおりである。

戯地点1 X=18,320.000 Y=40,260.000 H=218.422m

盤地点2 X=18,360.000 Y=40,260.000 H=218.546m

世界測地系座標(X・Y)は次のとおりである。

基蝿点1 X=18,627.1778 Y=39,960.9864

雌郡点2 X=18,667.1772 Y=39,960.9874

本稿巡柵平面図のグリッドポイントは上記のグリッドの南西端(X=18,220.000、 Y=40,200.000)を基

点として北方向へは「N～｣、東方向へは「E～」（単位m)と表記している。

過柵名は、調査時には研別ごと・検出順に1号竪穴住居跡、 1号夏上坑というように名称を付していたが、

調査の結果不登録となったもの、種別が変わったものが出てきたので、整理時には変更されている。収納し

た遺柵・遺物記録媒体へはそれぞれ旧遺櫛名と新遺構名が明記してある。
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3．基本土層

にH僻Ⅲ逝跡の調査I><は、 liii述のとおり綴斜而に立地し、 I櫛北に約132m、斜面方向の東西に股大92mの

範朋で設定される。mii職にして6250㎡である。この調査区の土層・遺柵検IHIhiを把握するため、 18本のト

レンチを入れ、その断而から決定した。遺物が検出される黒色シルト屑は、現況の畑地・果樹園を造成する

ために火郎分が削平・移動されII屑と化している。自然府としての黒色シルトI簡、 I11屑は部分的にわずかに

認められるだけであった。災tlili下で1V･V胴となるところが多く、事実上、検IH曲はⅣ．VI凶である。

IM lOYR3 2照褐色シルト

10YR2 2M(褐色シルト

HIWi lOYR2/l蝋色シルト

Ⅲ胴 10YR2/1黒色シルト

粘性弱しまり弱

紬怖やや鋤しま"，。友士
粘性やや珊しまり弱緋作t

十和m'|柳浮石火山灰(To-ch) IMIIt含む

粘性中しまりやや強一検出Iii

十和IH巾撒浮石火1l1灰微趾含む粘伽|1 しまり中IVIg

VIM

Ⅵ}門

Ⅶ肘

10YR3/3暗褐色シルI、

10YR4/4褐色シルト

10YR5/6戯褐色粘賀シルト

IOYR7 2にぶい黄褐色粘t

lOYR6/61ﾘl黄褐色粘士

粘性巾しまり強

粘性やや強しまり強

粘性強しまり強

粘性やや強しまり強
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4．検出した遺構と遺構内出土遺物
(1)繩文時代

①竪穴住居跡

1号竪穴住居跡（第5 ．6図、写真図版3）

〈位温〉調査区北部、斜面中位のⅡD6fグリッドに位髄する。

〈検出状況>V屑巾で黒～黒褐色の半円形プランと炉跡、土坑プランの亜複として確認した。斜面下方を削

平され、プラン東側は残存しない。西側を24号土坑・25号士坑に切られ、半円形プラン東側と炉の間で16号

上坑と重複し、これに切られる。

〈規模・形状〉東側が削平され不明であるが、残存する西壁と炉の位慨から推定すると、直従510cmliij後の

円形あるいは桶円形と思われる。炉の向きから主軸方向は西一束である。

〈埋土〉Ⅲ層起源の黒～黒褐色シルトを主体に櫛成される。床面近くには炭化物が多く含まれていた。

〈壁・床＞壁はやや外傾ぎみに立ち上がり、残存する南西側の砿商は約15cmである。床面はV屑土で、硬

くしまり、ほぼ平坦である。このV層土を追って行くと、北西の床が一段高くなっている。他の床面よりも

しまりが弱いが、あるいはこちらが壁かもしれない。

〈柱穴〉 5基検出したが、炉方向を軸対称にpp1 ． 2 ．3 ． 5が配されている。

〈炉＞推測されるプランの中心部より東に位股する。西側を16号土坑に切られ上部も削られているため、炉

石が抜けている部分があり、全体像は不明であるが、 〔石囲部十石組の前庭部〕の複式炉と思われる。前庭

部と思われる部分はレンガ状に硬化しており、凹凸がある。焼土は見られないが、石囲部の埋土に炭化物粒

が含まれていた。砿のまわり方から推測すると平面的な位刷は適当であるが、炉の検出レベルが床而レベル

に比べ低いので、本遺構に付属するものではない可能性も考えられる。

〈遺物〉 （第6図、写真図版22の1）

土器中～後期に相当すると思われる粗製土器が数片出土している。時期を特定できる涜料ではないため、

褐戦していない。

石器 1点のみ出土した。 1はリタッチド・フレイクで、石質は頁岩である。

〈時期〉時期を特定できる過物が出土していないため詳細は明らかではないが、他の竪穴住居跡と同じく繩

文時代中期後蕊～末葉に属するものと思われる。

2号竪穴住居跡（第7．8図、写真図版4）

〈位温＞調査区北部、他の住居跡よりは斜面上方、ⅡD3aグリッドに位慨する。

〈検出状況>V価中で黒色の円形プランと土坑プランとの亜椣として確認した。西を21号土坑に、北を22号

土坑に、南東を19号土坑に切られる。斜面ド方の東側プランははっきりしない。

〈規模・形状〉東側が削平されているが、残存する壁・床から判断すると、長径約470cm、短径約410cmの

梢円形と思われる。主軸方向は、南西一北東方向である。

〈埋土＞上位はⅢ層系の黒～黒褐色シルトを主体とし、中位以下はⅣ層系の暗褐～褐色シルトを主体として

いる。自然堆積の様相を呈する。

〈壁・床＞壁はほぼ垂直に立ち上がる。床はほぼ平坦である。

〈柱穴〉 5蛙検出した。炉の方向を軸として、 ppl ． 2 ．3．5が対称に配されている。また一部壁の残

る部分で径約5cm，深さ10cm程度の極小ピットを12基検出した。東側では検出されなかった。
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1号竪穴住居跡柱穴

PP1 10YR4/3にぶい画褐色シルトと10YR5/6画褐色シルトの混合土上位に炭化物粒(O5m) 1%含む
粘性やや強しまり中

PP210YR2/2黒褐色シルトと10YR5/6賀褐色シルトの混合土粘性やや弱しまりやや弱
PP3PP1に同じ
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PP5PP2に同じ
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第6図 1号竪穴住居跡（2） ・出土退物

〈炉〉北西壁に接まる〔土器蝿投石囲十石組みの前庭部〕から構成される複式炉である。土器埋設部は大き

めの踊り方（上坑①）に深鉢2が正立の状態で侭かれ、その周囲に人小さまざまの石がt器の股下部まで隙

間然く詰まっている。焼土は、石棚のすぐ脇に54×39cmの純l州に4cmほどの厚さで形成されている。削庭

部から3のミニチュア形土器と17の敲・磨石類が出土した。そのほか、炉内埋土からは石の小剥片、 ミニチュ

ア形上器の破片等も出土した。

〈遺物〉 （第9・ 10図、写典Ⅸ|版21 ･22の2～20)

土器深鉢7点、小形の深鉢1点ミニチュア形上器4点を褐戦した。 2は炉埋設土器で、胴部には原体縦回

転による地文が施されている。 3は炉前庭部から（敵・磨石類）と並んで出土した。 5 ．8．9． 10． 11は、

縦方向の沈線区、や磨消繩文による施文特徴を持ち、大水9式に相当する。 3． 13はC字状･S,r:状の沈線

区I山iや磨消繩文により横方向へ股開することから、大木10式に相当する。ほか4 ．6． 7 ．12は中期に属す

ると思われる粗製土器である。不掲載の上器類も上記時期に収まる。

石器 7点出土している。 14は頁岩製のスクレイパー願で、掻器的な刃角を呈す。 15は磨製石斧、 16～19は

敵・磨石類である。20は台石・石Ⅲ1噸で、力iliii膳部の僻IIみに極用されていた約53×47cmのl,,i平な礫であ

る。

〈時期＞出土遺物から縄文時代中期後～末葉であると考えられる。

－52－

No PP1 PP2 PP3 PP4 PP5

径(cm) 34×28 25×20 28×27 36×25 25×21

深さ(cm) 64 14 39 13 17
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2号竪穴住居跡
1 10YR1, 7/1熊色シルト 10YR3/3暗褐色褒土表面にまばらに
10％含む ~m-Chl%含む粘性やや強しまりやや弱

2 10YR4/6褐色V層系シルト 10YR1. 7/1meS,"HO%含む

瀧蝋灘離職蝋やや”m－Ch1%未満含む 炭化物粒（①
3 10YR3ﾉ3暗褐色シルトと10YR4/6褐色
4 10YR4/6'褐色V層系シルトⅥ層系の小石を5%含む1b-Ch1%未満含む
粘性やや強しまり中
5 10YR剛にぶい寅檀色VI層系シルト小石･Tb-Nbそれぞれ2%含む粘性やや強
しまりやや強

? 18職離農鑛謝愉瀞､謝静刷落土粘性やや強しまりやや強
8 6層に同じ

0 2m1 50

弐一

第7図2号竪穴住居跡（1）
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LL=219.900m －叫

2号竪穴住層跡炉
1 10YR4川褐色シルト 10YR2B凧褐色シルトの混合土炭化物粒(C5"以下) 1%含む
粘性やや強しまりやや弱

引:柵瀧錨，繰化擁繩蓄'騨儲含む粘性やや強しまりやや弱
4'0":鰭篭#勝↑OYR2/1鳳色ｼﾙﾄプﾛﾂｸ("dn)2%含む
洲柵雛鶴靴ド爵繍朧割鱸恵雛韓豊劇:灘
710YRZ1肌色砂質シルト被熱のため硬化している粘性鯛しまり強
85YR5脚にぶい赤褐色燈士硬化している粘性弱しまり強
1110YR3脚昭褐色シルト粘性中しまり中

1211鳴誤農雄鳥瀧噌畿嚴職淵渉賎する部分やや鯨みがかり､ 7. 5YR36明褐色の
14土坑①9層に同じ
157. ~5YR6ﾉ8樋色燈士5YR明赤褐色値i粒(.1m)2%含む粘性やや強しまり中

、

PP5

L=219.900m

ILJI

U

PP2 PP3 PP4
PP1

L=219.800m L=219.9mm L=219900m L=219.900m

守 ザ ザ ザ口
驍舟濡協綴レト粘性やや強し誤りやや鯛
PP210YR鋼にぶい側褐色シルト 10YR2/2凧褐色粘質シルトプロック(2un) 1%含む

粘性強しまり中
PP310YR4/3にぶい菌褐色粘質シルト 10YR7/6明貿褐色VI閣系シルトブロック（巾1～2m)2%含む

粘性強しまり中
PP410YR3川暗褐色粘貿シルト炭化物粒（の1～2Dn) 1%含む粘性強しまり弱
PP5PP4に同じ炭化物は含まず粘性強しまり弱

2号竪穴住居跡柱穴

豐畿ヂ
で住居跡土坑①

削繩畿課鯏能ﾙﾙ鵲i職褐拶弼卜践潔脅(床土?）
V職鯉維ｷ炉雛禮周密り驚性強し恵り強
職雛溌坐卜総雛や躍り髄譲り中
R4/3にぶい黄褐色粘土と10YR6脚にぶい簡橿色粘土5%含む粘性塁

剛鶴総#撫嘩雛騨溌潜%含む粘性強し：

粘性やや強しまりやや強

しまり中
り中

2m1 ：500

第8図2号竪穴住居跡（2）

－54－

No PP1 PP2 PP3 PP4 PP5

径(cm) 49×46 135X135 9×8 13×12 17×16

深さ(cm) 49 28 41 19 54
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*20（台石）は写真のみ掲載 10cm0 1 ：3

第10図2号竪穴住居跡出土遺物（2）
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3号竪穴住居跡（第11図、写真図版5）

〈位置〉調査区北部、辿柵典II』エリアの下方、 UD6dグリッドに位f{する。

〈検出状況>V層中に現れた土坑大の黙褐色円形プランを半裁したところ、東側に礫が炉を形成しており、

再度検1llし直したところ、黒色シルト混じり黄褐色シルトの半円形のプランを認めた。

〈規模・形状〉東側の砿・床が削平され不明であるが、残存部からl貞係約380cmのほぼ111形プランと推定さ

れる。

〈埋土>V層系のにぶい黄褐～黄褐色シルトを主体に柵成される。自然堆積であると思われる。

〈壁・床＞壁はほぼ飛徹に立ち上がる。床はほぼ平燗である。部分的に硬化している。

〈柱穴〉 5基検出した。 pp5－炉ラインを袖対称にppl～4が配されている。

〈炉〉石囲炉である。礎5～20cmの亜角礫が、径約60cmの円形に組まれている。焼土は認められない。

〈遺物＞ （第12図、写真図版23の21～24）

土器21は床面出土の小形深鉢で、入木9式に相当する特徴をもつ。ここに掲峨していないが、中期に収ま

ると思われる粗製土器が数片出土している。

石器3点出土している。22は床而出土で、細部調樅のある礫器である。23は台石としたが、一端に凹形の

顕蒋な澗痕が見られる。24は柱穴から出土した敵・磨石頬である。

〈時期〉出土遺物から繩文時代中期後葉頃であると考えられる。

4号竪穴住居跡（第13.14図、写真図版6 ． 7）

〈位践＞洲査区北部、斜面中位のnD3f～ⅡD4fグリッドに位例する。

〈検出状況>V層中で、他の過柵と耐襖していると思われる黒～!M褐色の不稚形プランとして検出した。平

面プランで遺構同士の切り合いを把握することができず、プラン不明のままベルトを設定し、掘り下げた。

1号典石焼土遺柵、5号・6号竪穴住居跡、 26号．27号ご|坑と重複し、 1号集石焼土過柵、 5号竪穴住居跡

に切られている。そのほかの過柵との新旧関係は把拠できなかった。

〈規模・形状＞亜彼のため、全体像は不明であるが、残存する床・戦から推測すると、面径8mほどのl'l形

あるいは楕円形であったと考えられる。

〈埋土＞黒～黒褐色シルトを主体に柵成される。床上には炭化物が多く縄められた。

〈壁・床〉壁はやや緩やかに外傾して立ち上がるものと思われる。床はほぼ平坦であり、 しまりは強くない。

〈柱穴＞4基検出したが、全体像が不明なため、関係性はわからない。また壁際の一部に直径5～18cm、

深さ約10cmの小ピットを6蕪確認した。これらの巾には雌の立ち上がり際に炭化材が斜位に刺さるものも

あった。

〈炉〉本遺構に属するものかどうかは不明であるが、床面で焼土を検出した。24×42cmの不整形で雌大5

cmの厚みをもつ。東榎する1号集石焼上遺構に削られたものと推測される。

〈遺物＞ （第15～17RI、写典図版23024の25～43)

5号l襲穴住居跡との切り合いを捉えられずに梢査を進めたため、本来5号竪穴住居跡に胸するものも混在

している可能性が高い。

土器深鉢5点、小形の深鉢、鉢形l器、張形|器、 ミニチュア形土器各1点、壷2点を掲載した。25は壁

際からIII上した櫛形状の戒形土器で、内部に赤色馴料が允塊されていた。この｣器は斜位逆倒立の状態でlll

土したが、口部にはl:が入り込んでおり内容物が外に流lllした痕跡はなかった。 26は縦位撚糸文が全体に施

－57－



進毛
吟
‐
‐
‐
Ｆ
Ⅱ
画
一
の
’
○
○
。
『
。

＞
註､③Ef

｡‘、
叱
哩飢

危丑

@PP｣

_L や
B L=218000m B・

鐸3
１
－4

16一割5－＝。

-fN'40
E68

3号竪穴住居跡
1 10YR6/6明岡褐色Ⅵ層
2 10YR5/6蘭褐色V層系
3 10YR4/3にぶい負褐色
4 10YR4/3にぶい函褐色
5 10YR3ﾉ2黒褐色シルト
粘性中しまり中
6 10YR5焔黄褐色V層系
7 10YR3ﾉ2瓜褐色シルト
8 10YM叫褐色シルト
9 10YR5/6黄褐色V層系
10 10YR4ﾉ3にぶい蘭褐色
11 10YR6ﾉ6明黄褐色Ⅵ眉
3％含む粘性やや強
12 10YR4/6褐色粘質シル
13 10YR3厘瓜褐色シルト
14 10YR5心黄褐色V層系
15 10YR3/2瓜褐色シルト
16 10YR3/2凧褐色シルト

10YRW4にぶい閃褐色粘質シルトまばらに3%含む粘性やや強しまりやや強
10YR5/4にぶい質褐色シルトまばらに3％含む粘性中しまりやや強
m-Chl%含む粘性やや明しまりやや弧
10YR3/2黒褐色シルトの混合土粘性やや弱しまりやや弱
11瓜色シルトの浬合土 10YR34にぶい黄褐色シルトまばらに5％含む Tb-Ch2%含む

10YR4届にぶい黄褐色シルトまばらに2%含むb-Chl%含む粘性中しまり中
しまりやや弱
用褐色シルトまばらに3％含むm-Ch2%含む粘性中しまり中
10YR4脚褐色シルトの混合土粘性やや弱しまりやや弱
卜と10YR6/4にぶい貿檀色Ⅵ眉系粘質シルト粒（の5雨以下)3%含む粘性やや強しまり中
10YR34にぶい黄褐色シルトまばらに3%含む10YR3/2瓜褐色シルトブロック（ゆ1～3cn)

系シルト 10YRW4にぶい閃褐色粘質シルトまばらに3%含む粘性やや強しまり
シルト 10YR5/4にぶい質褐色シルトまばらに3％含む粘性中しまりやや強
シルトm-Chl%含む粘性やや明しまりやや弧
シルトと10YR3/2黒褐色シルトの混合土粘性やや弱しまりやや弱
と10YR2ﾉ1瓜色シルトの浬合土 10YR34にぶい黄褐色シルトまばらに5％含むTb‘

シルト 10YR4届にぶい黄褐色シルトまばらに2%含むb-Chl%含む粘性中
粘性別しまりやや弱
10YRW2瓜褐色シルトまばらに3%含むm-Ch2%含む粘性中しまり中
シルトと10YR4脚褐色シルトの混合土粘性やや弱しまりやや弱
粘質シルトと10YR6/4にぶい貿檀色Ⅵ眉系粘質シルト粒（の5雨以下)3%含む粘1!
系シルト 10YR34にぶい黄褐色シルトまばらに3%含む10YR3/2瓜褐色シルトブに
しまりやや強

I､,b"醗乱L魚蝉鰯しまり塾
シルトと10YR4/3にぶい黄褐色シルトの混合土粘性やや強しまりやや弱
10YR5/6画褐色V層系シルトまばらに10％含む粘性中しまり中
10YR4/4褐色シルトブロック（の4～5qTI)3%含むn-Ch2%含む粘性中し

L=219.700m

牌L=217,500m割 トュ

しま

ﾄｭ

り中

0 1 ：50 2m

－－

一旦1

こ工二8
3号竪穴住居跡炉
1 10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト炭化物粒(の5～10")2%含む 10YR5ﾉ6質褐色V層系シルトまばらに5%含む
粘性やや強しまりやや強
210YR4/4褐色シルトと10YR6Mにぶい黄櫨色シルトの浬合土粘性やや強しまり中

1 ：250 1m

一一一‐PP4

L=217,300m

I‘

丁

PP5

L=217‘800,

G G．

『二

PP1 PP2 PP3

L=218.100m L=217.600m L=217.600m

率げ炉γ
3号竪六住居跡柱穴
PP510YR3/3昭褐色シルト炭化物粒（の5") 1%未湖含む
粘性やや強しまり明
PP1 10YR2/2瓜褐色シルトと10YR5/6両褐色V層系シルトの混合土
下位は10YRa/3階褐色粘質シルト粘性やや強しまりやや鯛

PP410YR5/6にぶい寅鐙色Ⅵ層系シルトと10YR3ﾉ3錆褐色粘質
シルトの混合士粘性やや強しまり中

PP2PP5に同じ
PP3PP5に同じ

3号竪穴住居跡柱穴

0 1 ：50 2m

ー－ー弓

3号竪穴住居跡第11図

－58－

No PP1 PP2 PP3 PP4 PP5

径(cm) 26×25 28×20 23×21 23×22 59×48

深さ(cm) 40 49 39 57 70
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L=219.1”m
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5号竪穴住居跡ベルトB
Dの1層と同じ
Dの2層と同じ
Cの7層と同じ
Aの6層と同じ

5YR蛭赤褐色焼土と10YR3/3暗褐色シルトの混合十
粘性弱しまりやや弱
10YR2ﾉ2照褐色シルト 10YR4"褐色シルト全体にうすく2%含む
炭化物粒（の5国以下） 1％含む粘性中しまり中
Dの7層と同じ
Dの8層と同じ
7層と同じ
10YR3/4暗褐色シルト粘性中しまり中
10YRZ2凧褐色シルト 10YR5/6麓褐色シルト5%、

7－14 1
8

一旦1
1号銀石

一カ
ク
ラ
ン

5

カ
ク
ラ
ン

４
１
２
３
４
５
６
７
８
９
扣
洲

121YRg6蘭褐色V層系シルトまたは10YR&4にぶい黄桓色Ⅵ荊系シルト
10YR塑肌褐色シルトまばらに3%含む粘性やや強しまりやや強
1310YRM3晒褐色シルトと10YR4"にぶい黄褐色シルトの混合十
粘性やや餌しまりやや弱
141YRZ1照色シルト 10YR4/3にぶい黄褐色シルトまばらに2%含む粘
1510YR4Bにぶい茜褐色シルトと10YR3尼黒褐色シルトの雰会十
炭化物粒（の5～10画） 1％含む粘性やや強しまり中
1610YR"にぶい菰褐色シルト 10YRS崎誼褐色シルトまばらに10%含む

,7諦職瀧辮l!,;磯総蝋誉斜里%含む粘性霞
1810YRZ3凧褐色シルト 10YR4ﾉ6褐色シルトまばらに5%含む
炭化物粒（ゆ5m程度） 1％含む粘性中しまりやや弱

やや弱しまり中

しまりやや弱
拙
蓉
図
心

10YR6崎明薗褐色シルト2%まばらに含む粘性中しまり中

ｌ
望
Ｉ

、
叩
順
列
癖
即
譽
（
巴

4．5号竪穴住居跡ベルトC
1 10YR3/2凪褐色シルト粘性中しまり弱
2 10YR3ﾉ3暗褐色シルト 10YR5/6黄褐色シルトまばらに3%含む
炭化物粒（の5～10画）3％含む粘性中しまり中
3 10畑5/6画褐色v層系シルトと10YRさﾉ3暗褐色シルトの混合十
粘性やや強しまりやや弱

州職雛鄙縣ｼ僻5綴;鰯し燭掴こ,0%含む
炭化物粒（ゆ5～20m)5%含む粘性やや強しまり中
6 10YR2/1照色シルト粘性中しまりやや鰯

7 10YRZ2凧褐色シルト粘性中しまりやや弱
8 10YR1.7/1黒色シルトと10YR2/2黒褐色シルトの混合ilOYR3ﾉ3暗褐色シルト
まばらに5％含む粘性中しまり中
9 10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト炭化物粒（の5～10m)3%含む粘性やや強しまり中
1010m"3暗褐色シルト粘性中しまりやや弱
12Dの7層と同じ
13Dの8層と同じ
14Dの9層と同じ
15Dの5眉と同じ
1610YRM昭褐色シルト粘性中しまりやや弱

4 10YR3Q猟褐色シルト 10YR4/3にぶい黄褐色シルトまばらに5%含む
粘性やや弱しまり中
5 10YRZ2瓜褐色シルトと10YR3/3暗褐色シルトの混合十To-Chl%含む
粘性やや鞠しまり中
610YRZ1照色シルト 10YR2/2照褐色シルトまばらに5%含む粘性弱しまり中
7 10YRZ凧褐色シルト To-Chl%含む炭化物粒（の5画以下) 1%未満含む
粘性やや弱しまり中
8 10YR4Bにぶい麓褐色シルト炭化物粒（①5面以下) 1%未溺含む粘性中しまり中
910YR3煙黒褐色シルトと10YR2/2黒褐色シルトの混合十． 粘性やや弱しまりやや弱

0 1 ：50

一閂

■■－－－一ー

5号竪穴住居跡ベルトD
10YW凧褐色シルト粘性やや弱しまり中
10賑2/1恩色シルトと10YR2ﾉ3黒褐色シルトの程合十
粘性やや強しまり中
5YR416赤裡色焼土と10YR33凧褐色シルトの混合十
粘性やや強しまり中

４
１
２
３

2m
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第15図4号竪穴住居跡出土遺物（1）
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第16図4号竪穴住居跡出土遺物（2）
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第17図4号竪穴住居跡出土遺物（3）

され、さらに口縁部内Ⅲにも横位に施文されている。29は鉢形土器片で、外面にタール状の付着物が見られ

る。31は壷の片と推測される。内外Iniに赤色途彩が施されている。25．28は「I」字や「U」宇文などの文

搬が見られ、大木9式に相当する。29は渦巻状の文槻が横位に連続しており、大木10式の槻相を呈す。36の

三角形の文様をして|･腰内I式に区分した。30が後期に、他は中期後～水難に属すると思われるが、特定は

困雌である。

石器7点出土している。37．38はスクレイパー獺、39はリタッチド・フレイク、40は敵・聯石顛、41 ･42

は凹石、 43は台行・街Ⅲl航である。41は被熱変色している。重複している平安時代頃の1号染行．焼l遮柵

の礫も同様に焦げ、変色していたことから、この頃に被熱したものと惟測される。

〈時期＞出土遺物から純文時代中期後～末菓であると瀞えられる。

5号竪穴住居跡（第12． 13･ 18図、写典図版6．7)

〈位置〉調査区北部、 1号竪穴住居跡と2号竪穴住居跡の問、 6号竪穴住居の上位、 1号集石焼士遺柵の下

仙、 llD5eグリッドに位慨する。

〈検出状況＞他遺柵との重複関係が把拠できなかったため、プラン不Iﾘlのまま全体に何本かベルトを残し、

掘り下げた。 1号竪穴住居跡東側、 6号竪穴住居上位を切り、 1号巣石焼土遺構に上位を切られていた。

〈規模・形状〉後世の撹乱・削平のため、全体像は明陥ではないが、 |尚篠約535cmの|ﾘ形あるいは柿|｣1形と

思われる。主軸〃向は、炉一砿化lliラインとするとl棚一北である。

〈埋土＞Ⅲ屑系の無～無褐色シルトを躯体に構成される。自然堆敬の搬相を呈する。
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5号竪穴住居跡柱穴
PP110YR2ﾉ1黒色シルト 1|OYR5旧黄褐色シルトまばらに2%含む粘性やや弱しまり弱
PP210YR3JW4暗褐色シルトと10YR5/6黄褐色シルト粘性やや強しまり中
PP3PP2と同じ
PP410YR3/2黒褐色シルト粘性中しまりやや弱
PP5PP2と同じ
PP6PP2と同じ
PP7PP2と同じ

5号竪穴住居跡柱穴

No PP1 PP2 PP3 PP4 PP5 PP6 PP7

径(cm) 28×24 32×22 39×34 38×33 37×33 32×28 29×29
(）

催

1 50 2m

I深さ(cm) 32 44 29 23 13 52 17

第18図5号竪穴住居跡

65



霞ﾉ“
454

4 8

４

(/47
49

0

5〔〕

0 1 :2 5cm

50
1

1 3 10cm0
▲

第19図5号竪穴住居跡出土遺物
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〈壁・床＞雌は明確な部分はわずかしか残っておらず、床も、面下に61鵠穴住居の叩上があり、不Iﾘl瞭な

部分が多い。炉より南側、噸近くに145×100cmの広がりをもつ凹凸のある硬化而が蝋められた。

〈柱穴〉7艦検出した。規則性は認められない。

〈炉＞石囲い炉である。 10～25cm程度の亜角礫によって柵成され、約60×45cmの方形に組まれている。周

囲、 ｜櫛東側に柵成礫らしき礫が不整に散在しており、もとは複式炉であったものが域されている可能性があ

る。焼土は認められない。輔杏'lj、画~ドに6号竪穴住居跡の石朋炉が検出された。

〈遺物〉 （第19図、写真図版25の44～51)

4号竪穴住馬との切り合いを把握できないまま、緒査を進めたので、水道榊の遺物が前記遺栂に混在して

いる可能性がある。ここでは、本道柵に州腿することがIﾘI蹄であるものに限り、褐ilfした。

土器44は床而出|蔦の深鉢I_1縁部片である。 1 1縁部は緩やかな波状を呈し上端で外反する。文様は縦万向へ

の沈線区画内を膳消しており、大水9式に仙侭づけられる特徴を持つ。45も口縁部片で蝿士からの出tであ

る。曲線を描く沈線区画内に細文が施文され、大木10式に祁当する特徴をもつ。46は小形深鉢である。46~

49は粗製の深鉢で、おおよそ他の-t器と同時期に収まるものと思われる。ほかにlril微の土器片が少硫lll上し

ている。

石器 2点出北している。50はリタッチド・フレイクで不盤に細部調轆が見られる。51は敲・膳石蝋で、磨

痕は顕蒋ではない。

〈時期〉出土辿物から縄文時代中期後～水紫であると考えられる。

6号竪穴住居跡（第20図、写典|列版8)

〈位磁＞淵従区北部、 1号竪穴化届跡と2号蝋大住勝跡の間、 5号蝋大住勝とiliなってⅡD5fグリッドに

位慨する。

〈検出状況＞5号曝穴住居の炉を精査中、下位に別の炉を検ll}し、また5号堅穴住居跡の床面で黒褐色の不

Iﾘl瞭な|ﾘ形プランとして検出した。

〈規模・形状＞唯はMたず、床liliのみの残存値からの惟定であるが、 l尚掻340cm以l:のIﾘ形あるいは桁円形

と思われる。

〈埋土＞Ⅳ層系の暗褐色シルトを主体として櫛成される。

〈壁・床＞壁は立たなかった。底lhiはほぼ平川で硬くしまっている。力iの東側に約110×55cm範囲の磁化面

が広がっている。

〈柱穴〉本道柵の床血からは検出されなかった。

〈炉＞石囲炉である。 7～35cmの亜角礫で柵I戊され、径約75cmのlﾘ形に組まれている。炉東側に柵成礫で

あった可能性がある礫が数佃散在する。焼上は炉内北西寄りに25×25cmほどの広がりで、岐大8cmのI'xさ

で形成されている。焼土は炉撹上と混在しており、廃棄後に撹乱を受けている可能性がある。

〈遺物＞ （第21図、写真図版25の52～55)

残存形が薄いため、 III上辿物も少ない。

土器52．53とも中期にl瓜すると番えられる粗製深鉢である。他にII制Ul不Ulの小破片が少肚出｣:している。

石器2点出北している。54は炉から出上した頁岩製のｲj鍬で、基部は餓茎In1形である。 55は敲・磨石類で

ある。敲打痕が顕蕃である。後luの剥落が激しい。

〈時期〉川土辿物が少なく脈細は不明であるが、繩文時代'↓1期の、 5号蝋穴ll括跡よりは旧い時期に胴する

ものである。
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310YR2ﾉ1Ⅲ色シルト粘性中しまり中
410YR1.7/1熈色シルト 5YR5/8明赤褐色焼土粒(G1dn) 1%含む粘性中しま
510YR4ﾉ4褐色シルト粘性中しまり中
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6号竪穴住居跡第20図
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第21図 6号竪穴住居跡出土遺物

②土坑（第22～31閃、写真図版9～19)

今回の調査で検出された遺柵は45基である。個々の記述はド災にゆずり、ここでは全体の概観をI1dす。時

期は1l1土適物と埋土の顛似性からほとんど繩文時代に属するものと思われるが、 il"ll1は不明である。形態は

平lili形を111形、楕円形、方形、断面形をフラスコ状、ビーカー状、逆台形状、 llll状呼に分緬した。ただし、

こと断而形に関してはあくまでも残存形であり、本来の形と大きくかけ離れている可能性が高い。平而形は

円形に近く、 iri径は110～150cmのものが多い。底1mは平畑に鞭えられている場合が多い。各士坑の配岡は

竪穴住居跡周辺に染まっているが、規則ﾔ|§は見出せない。 ｛｣：居跡と亜腹するものが少ないことから、住居跡

との何らかの関連性を検討する余地はあると思われる。

次頁以降、表巾の規模の『11位はcmであり、 ( )値は推定値、－値は残存値を友している。

〈出土遺物〉 （第32図、 ．j#真図版25の56～63）

過物が出tした土坑は不掲1股遺物も含め23畦である。

土器褐戦した遺物のうち-k器については、、縁部片、底部片等、比較的状態のよいものを抽出し、同形態

のものは術略した。56．58．60．62は口縁～胴祁片である。56は胴部から、醤部にかけて外傾気味に'Xちこ

がる器形である。 1~1縁部は､|撫で、胴部にはLの|!1岻文が施される。58は内湾してⅨち上がる器形で、地文

はLR横回転による。60は外反して立ち上がる。地文はLR縦凹転である。62は口唇部が凹型に成形されて

おり、器形は緩やかなS字状を呈するものと推測される。LR縦の地文に平行沈線・フック状沈線文と磨消

繩文が施され、 ｜腰内I式に#1当する特徴を持つ。57.59.61は底部片である。57．61は網代痕を持ち、 59

はl:げ庇状に成形されている。これ以外の不掲仙のl器はすべて過柵当按期の粗製深鉢片である。

石器25号土坑からの1点のみの出土である。63はリタッチド・フレイクで、石質は頁岩である。

以上はすべて各土坑埋上からの出土である。遺構内から出tした-t器破片lI1士接合した例として、 26(16

号上坑と4号嘱穴住居跡）と35（35号土坑と4 ．5号竪穴住届跡）があることから、ほとんどが斜lili上方に

位脳する住居跡から下方の-|坑に流れ込んだものと推測される。
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第1表土坑観察表

-70-

過柵名 1号士坑 通柵名 25-t坑 遺柵名 3号上坑

1文I 版 通柵 22 遺物 図 版 通柵 22 迩物 図 版 遺榔 22 通物

写真l叉1版 遺構 9 遺物 写真図版 遺構 9 遺物 写真図版 遺柵 9 遺物
位 慨 nD6a 位 佃 Ⅱ， b 位 佃 Ⅱ， a

検出状況

･ iII襖関係

形
状
平面形

断面形

Ⅳ層

l'l形

ビーカー状

検出状況

。m､関係

形
状
平Ihi形

断而形

V届

円形

Ⅲl状
~≦二

検出状況

･晒批関係

形
状
平面形

断面形

V掴

III形

逆台形状

規
模

開【 l綱¥

底部礎

深さ

112×100

78×70

74

規
模

開ロ鮒ゼ

深さ

128×118

118×110

36

規
模

H口肌iM

底部係

深さ

126×118

72×48

90

埋 士

庇 面

出土追物

Ⅲ眉系烈・照柵色シルト

主体、炭化物を含む、自

然堆積

Ⅵ届、 、14川

埋 土

IX 1Ili

出土遺物

Ⅲ届系黒褐色シルト主体、

上位炭化物を含む、 rl然

堆積

WM，平川

不掲戟あり

埋 土

IK lili

出士迫物

l:位Ⅲ暦系照色シルト、

下位ほど崩落上主体、 『I

然堆積

Ⅶ職、平川

遺柵名 4号土坑 遺柵名 5号士坑 遺柵名 6号土坑

図 版 遺櫛 22 遺物1 － 図 版 遺柵 23 通物 図 版 遺柵 23 遺物

写典Ⅸ1版 迫柵 9 適物 写典図版 遺柵 10 迫物 写興I叉1版 通柵 10 迫物

位 i （

検出状況

･電襖関係

Ⅱ， a

V瞳

位 胱

検l11状況

･重複関係

nl)6e

V層

位 iⅡ

検出状況

・項複関係

nl)6f

V層

形
状
平im形

断Ihi形

円形

逆台形状

形
状
平而形

断而形

Iﾘ形

フラスコ状

形
状
平面形

断IIIi形

円形

フラスコ状

規
模

MI1洲モ

底部礎

深さ

144×138

1l2×98

76

規
模

MUMIW

底部征

深さ

98×94

1l4×106

48

規
模

M｢1冊if

底部係

深さ

1 14×108

126×122

74

埋 士 Ⅲ層系黒褐色シルト主体、

自然堆制

m ･l: Ⅲ層系黒褐色シルト主体

自然堆馴？

、 埋 1： Ⅳ刷系暗褐色シルト主体

11然堆制

､

底 lili Ⅶ層、平坦 底 1ni Ⅶ層、平坦 底 lili Ⅶ瞳、平坦

出土通物 不掲載あり 川上遺物 不掲戦あり 出上遺物 不掲戟あり

遺柵名

図 版

写輿図版

7り土坑

適柵 23 沮物

遺櫛 10 遺物

遺柵料

版

版例真

図
一
写

8号t坑

遺櫛1 23 遺物

1
遺構帝 10 |遺物1 －

遺櫛秘 ｜
－－ 一勺

図 版 ’

写真図版 ’

9りt坑

迫柵： 23 週物

遺栂: 11 遺物

位 刷 nD6f 位 償 nD6f 位 i『（ ’ ID9d

検1II状況

。Ⅲ襖側係 II
形
状
平面形

断面形

V層

円形

逆台形状

検111状況

･ in胆関係

画亜m
状|wi'i'i

v"
Ii
のﾏーーー

形j Iﾘ形

形 逆台形状

検出状況
F

1

･m測則係！

V胸

形
状
平1hi形i l'l形

断面形 フラスコ状

規
模

H11部iモ

底部征

深さ

98×82

146×127

43

規
槙

間口綱￥

底部繩

深さ

114×104

73×63

53

規
椣

MI1制暇

底部椛

深さ

182×160

176×170

1 19

埋 土

IK IIIi

出土通物

Ⅲ層系照褐色シルトー鵬体、

自然堆積

Ⅶ胸、平川

不掲峨あり

理 上

IK IIIi

1I1土通物

Ⅲ掴系黙褐色シルト主体

H然堆積？

Ⅶ肘、 、ド川

ｲ《掲戦あり

、 " I:

IE IIIi

出土遺物

Ⅲ噛系黙・蝋褐色シルト

主体､炭化物を含む､自然

堆械､記録なしの部分は無

色tと地山が縞状に堆儲

Ⅷ肘、 、li川
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遺柳名 10号土坑 迫綱名 11号 l:坑 遺栂名 12号-t坑

図 版 適柵 24 週物 図 版 遡柵 24 遺物 図 版 通棡 24 11通物i -
官禮 図版 遺柵 11 遺物 写真図版 過柵 11 遺物 写真図版 迫柵 1l l遺物
位 佃 nC2j 位 世 nD5c 位 世 Ⅱ， 。

検出状況

・爪椣関係

形
状
平面形

断面形

V層

円形

碗状

検出状況

･in襖関係

形
状
平面形

断面形

V肘

Iﾘ形

Ⅲl状

検出状況

･ilr槙関係

形
状
平im形

断面形

VIM

締円形

皿状

規
模

開UMIK

底部礎

深さ

埋 士

98×97

52×39

55

Ⅳ層系にぶい批柵色粘蘭

シルト主体、自然堆俄

114×109

92×82

;塵洲嫡郷"",‘:順縦
1自然堆積

|’

規
槙

開ﾛ部径

底部径

深さ

(182)×(II0)

(86)×78

44

埋 土

！
Ⅲ肘系照・照褐色シルト

上体、自然堆積、撹乱を

'i受けている
P

L

I

底 面

出土過物

Ⅵ～Ⅶ価 底 而

出土遺物

Ⅵ肘、 』litII IK IIi

出土遺物

VI燗、WIIでない

遺榔名 13号土坑 遺櫛名
町
１
１
１
１
■吟

14号上坑 遺柵名 15号｣茜坑

図 版 遺構 241追物4 － 図 版
ｌ
０
ｑ
Ｊ
０
Ｄ
適柵 24 1 遺物 一 図 版 遺柵25;遺物

写典図版

位 I灘

過棡 12 1遺物：
nD2a

写真図版

位 世

通柵 121遺物 －
nD'la

淳真図版

位 慨
道柵i l2 11遺物:－三一
nD4b

検出状況

･餉複関係

V層 検出状況

･亜複関係

V層 検出状況

･萌複関係

V届

形
状
平Ⅲi形

断而形

柵Iﾘ形

逆台形状

形
状
平面形

断、形

脈
一
雌

形
状
平面形

断而形
申
０
１
１
１
１
■

申
０
１
１
１
１
■ＧＧ

Iﾘ形

碗状

規
模

M1IMM

底部径

深さ

109×80

86×67

40

規
模

開Il訓甚 lj16×137

底部径リ 123×116
1,

■

深さ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
■

40

規
模

開口自耀 Ⅱ

日
■

Ⅱ

日
■

底部径

深さ

118×108

72×66

42

埋 土 Ⅲ層黒褐色。Ⅳ墹賠褐色

シルト主体、 I｣I然堆脳

埋 土 Ⅵ燗系にぶい黄褐色シル

ﾄ飛体、 l'I然堆職

埋 土 Ⅵ燗系にぶい蛍褐色砂賀

シルトニlﾐ体、自然堆馴

底 ihi Ⅵ層、平畑 底 而
■
！ Ⅵ肘、やや西側に傾斜 底 面 V肘、湾曲

出l:遺物 出l遺物 出t遺物 不柵戦あり

適柵名 16号-卜坑 遺柵名 17号土坑 遺柵名 18号土坑

図 版 遺柵 25 迫物 図 版 過柵 25 迫物ゞ 一 図 版 遺柵 25 遺物

写奥図版 遺柵 12 適物 写真図版 通櫛 131 遺物1 － 写真図版 遺柵 13 遺物

位 間 nD6g 位 避 UD7f 位 置 nD7f

検出状況

･亜拠関係

V肘、 1 引物iを切る 検出状況

･ jIi似関係

V胸、 18号土坑を切る 検出状況

･砿襖関係

V脳、 17号土坑に切られ

る

形
状
JFm形

断面形

円形

ビーカー状

形
状
平mi形

断面形

円形

IⅢ状

形
状
平面形

断面形

円形

ビーカー状

規
模

開'1鍬I

底部徳

深さ

154×145

134×132

55

規
模

卿1鍬¥

底部径

深さ

109×91

82×59

30

規
椣

開U鋼K

底部径

深さ

127×116

119×106

63

埋 t

k lili

Ⅲ肘系黙色シルト言12体 、

1位中心部にV肘系歯褐

色シルト、人為による唯

槻

V】胸、平川

埋 土

底
｜
・
Ｉ

竜
Ⅲ

Ⅲ噛系熟褐色シルト頓体、

自然堆騎

V肘、やや湾曲

埋 土

K lli

I:IMW胴系にぶい戯褐色

シルト、下位Ⅲ層系黒褐

色シルト宅体、人為によ

る唯棚

V】肘、平川

1II上迫物 不掲戟あり 出土適物 56II1期粗製深鉢片、他 出上遺物 57後期深鉢片、他



－72－－

辿柵名 19号土坑 週柵名 20号土坑 迩柵名 21号士坑

似I 版 遺柵 25 過物 32 図 版 遺柵 25 遺物 32 図 版 遺柵 26 遺物

写真図版 遺柵 13 迩物 26 写真図版 遺柵 13 遺物 26 写奥図版 遺棡 13 遺物

位 置 nD3a 位 置 nD4a 位 潰 nD3a

"11l状況

｡、悩側係

V届、20号･上坑に切られ、

2割1;を切る

検出状況

｡Ⅲ襖関係

、肘、 19号上坑を切り、

2号化を切る

検出状況

･煎襖関係

Ⅵ問、 2号住に切られる

形
状
Wli形

断面形

円形

ビーカー状

形
状
､141ili形

断面形

円形

ビーカー状

形
状
､ド面形

断面形

円形

ビーカー状

規
模

開[1識モ

底部径

深さ

136×134

120×l15

48

規
模

帥1節径

底部径

深さ

143×135

75×69

69

規
模

開u罰径

底部径

深さ

134×－120

125×－118

62

埋 土 V脳系蝋褐色シルト主体、

自然堆祇

上 Ⅲ層系凧禍色シルト主体、

自然堆祇

埋 土 Ⅵ燗系簡褐色シルト主体、

自然堆積

底 Ⅲi

出上通物

Ⅵ闇、段簸あり

58．59後期深鉢片、他

IK Iili

川土遺物

■

ｒ

ｌ

Ｉ

Ｌ

Ｉ

ｌ

Ｇ

Ⅵ肘､地形に沿い東に傾斜

60II1期粗製深鉢ﾊﾞ、他

底 i力i

l11土遺物

V肘、平坦

不拠戦あり

遺柵名 22号土坑 遺柵名 23号士坑 遺構名 24号土坑

剛 版 遺櫛 26 通物； 一 間 版 遺柵 26 遺物 図 版 遺槻 26 適物

写典図版 遺櫛 14 過物 写典図版 遺櫛i l4 遁物 写真図版 遺棡: 14 遺物

位 悩 nD3b 位 置 nD3c 位 慨 nD6g

検l11状況

･萌似関係

V層、 2号化炉前庭部を

切る

検1l!状況

・爪襖関係

V層 検出状況

･亜複関係

Ⅳ屑、 1号住を切り、25

号土坑に切られる

形
状
平而形

断lili形

円形

ビーカー状

形
状
平面形

断而形

円形

ビーカー状

形
状
平面形

断面形

円形

Ⅲl状

規
模

MI I聞碓

底部径

深さ

91×85

67×54

54

規
模

側【]胤怪

臓部径

深さ

214×209

214×195

93

規
模

開ロ晶怪

底部径

深さ

1l3×1O8

106×95

34

埋 土 Ⅵ層系にぶい戯褐色シル

ﾄ主体、自然堆淵

土 Ⅵ簡系にぶい黄褐色シル

卜主体、土粒が多く,f1．1

然、人為による堆積

埋 土 Ⅳ刷系暗褐色シルト上体

自然堆概

1

1

4

、

底 面 V層、平川 臘 面 Ⅵ層、平坦 底 面
中
呵
１
１
川
Ｉ
川
Ｉ
吟

V廟、平坦

出土遺物 lll-|:遮物 不掲峨あり lll上遺物 I 不掲峨あり

過柵名 25号土坑 迩柵名 26号｣:坑 辿柵名 27弓土坑

図 版 通柵； 261通物 図 版 通柵 27 遺物 32 図 版 遺柵| 271遺物 一

写奥図版 遺柵 141通物 写典図版 遺柵; 151 遺物 26 '写真図版 遺棡: 15 11遺物| -

位 世 nD6g 位 置 nD3e 位 置 nD3f

検出状況

･亜椣関係

Ⅵ屑、 I Ijili炉を切り、

24号土坑を切る

検出状況

･亜幽則係

V燗､4別kと砿複､新111

不lﾘ1,27号l坑に切られる

検出状況

･砿裡関係

V胴、 4号住と耐典、新

1I-I不iﾘ1，26¥土坑を切る

形
状
平面形

断面形

円形

ビーカー状

形
状
平而形

断面形

円形？

皿状

形
状
平面形

断面形

円形？

Ⅲl状

規
椣

開n部径

底部筏

深さ

136×129

123×113

80

規
椣

開ロ詔径

服部径

深さ

-70x－100

-55×－75

43

49才

〆画し

椣

開口認径

底部槌

深さ

114×－88

73×－52

36

埋 土 Ⅲ層系肌色シルト主体、

自然堆祇

埋 土 Ⅲ噛系!M褐色シルト主体、

自然堆俄

土 Ⅲ燗系M(褐色シルトlil*

自然堆積

、

MX m Ⅵ肘、平川 IE Iili V附i，東側に傾斜 庇 mi VM，束側に傾斜

出I:遺物 不掲叔あり 出l遺物 61中～後期深鉢片 出l迫物
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遺柵料 28号土坑 過柵名 29号土坑 通柵斜 30号 I:坑

図 版 遺柵 27 通物 図 版 遺柵 27 遺物 32 図 版 迫柵 28I遺物
一

写典図版 遺櫛 15 通物 写典図版 通構 15 遺物 26 写奥図版 遺柵 161遺物
位 齪 nD7d 位 置 nD5a 位 置 nD7d

検出状況

･i1t似関係

V闇 検出状況

･亜悩関係

V屑 検出状況

｡m襖関係

V屑

形
状

形

断面形

円形

皿状

形
状
¥mi形

断面形

円形

皿状

形
状
平面形

断面形

円形

すり鉢状？

規
模

MI1郎怪

底部極

深さ

158×150

114×104

49

規
椣

開ロ郁怪

唾部係

深さ

152×141

101×90

55

規
模

開､認怪

底部径

深さ

114×110

23×23

49

埋 土 Ⅲ層系肌色シルト主体、

上位Ⅵ屑系批褐色シルト

堆積、不自然、人為によ

る堆積

土 Ⅲ層系肌褐色シルト主体、

自然堆欄

埋 土 Ⅲ噛系照褐色シルト主体、

自然堆積

底 面 Ⅵ燭、やや東側に傾斜 底 Ⅲi Ⅵ届、平1Ⅱ 底 面 V肘、中心に向かい倣斜

出土迩物 不掲戦あり 1I1上通物 62十腰内I深鉢片、他 出土迫物

遺柵名 31号土坑 遺柵名 32号土坑 遺柵名 33号土坑

図 版 遺櫛 28 通物 図 版 遺構 2811遺物 図 版 遺柵 28 遺物

γ;典図版 遺櫛 16 適物 写貞図版 迫柵 161,通物： 一 写典図版 遺櫛 16 通物

位 Ⅲ nD9h 位 側 nD9f 位 世 nD5e

検出状況

･亜複関係

V層 検111状況

･m椣関係

Ⅳ層 検川状況

･咽複関係

V価

形
状
平而形

断而形

円形

lHl状

形
状
平而形

断lhi形

楕円形

皿状

形
状
平面形

断iki形

円形

皿状

規
模

Mロ削腿

底部径

深さ
ゆ
１
Ｊ
１
１
６

ゆ
１
Ｊ
１
１
６

138×129

89×68

42

規
模

MII1ﾖ暇

底部径

深さ

144×109

107×72

39

規
模

開ロ胤怪

底部径

深さ

125×110

104×79

47

埋 土 Ⅲ層系黒褐色シルト主体、

自然堆祇

" l: Ⅲ刷系無。M(褐色シルト

主体、 ’'1然堆欄

埋 土 Ⅲ届系猟褐色シルト主体、

自然唯柵

底 面 V層、やや東側に傾斜 底 面 V層、 II｣心に向かい傾斜 底 面 Ⅵ屑、平坦

出士遺物 出土遺物 111上遺物

適柵名 34号土坑 通柵名 35斗上坑 過柵料 36弓土坑

図 版 通柵 29 通物 lkl 版 遺柵 29 遺物 図 版 遺柵 29 適物

写奥図版 遺柵 17 遺物 写奥図版 遺柵 17 遺物 写真図版 遺櫛 17 遺物

位 間 nD6d 位 置 nD7e 位 置 nD4a

検III状況

･ jII襖関係

V届 検出状況

･ in襖関係

V届 検出状況

･ilt楓関係

V届

形
状
､|4Im形

断面形

り形

'1 犬

形
状
､Flli形

断m形

梢Iﾘ形

フラスコ状？

形
状
平面形

断面形

円形

皿状

規
模

側[】認擢

底部礎

深さ

34×113

114×90

19

規
模

開口説モ

臓部径

深さ

157×113

114×105

68

規
椣

Mn部怪

底部径

深さ

136×130

123×】13

ｲ2

埋 土 Ⅲ届系照柵色シルト主体

自然堆積

、 1 l: 上位Ⅵ胸系黄褐色シルト、

下位Ⅲ層系黒褐色シルト

主体、人為による堆積

埋 土 Ⅳ届系略褐色シルト主体、

自然堆職

底 面 V暦、平畑 底 而 Ⅵ燗、平川 底 ihi Ⅵ価、 、I4坦

1l1｣追物 不掲叔あり 出l:遺物 不掲戦あり 111土沮物
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通柵満 37M-Mt 通柵名 38号上坑 遺柵淵 39号言l坑

図 版 遺柵 29 遺物 図 版 適柵 30 遺物 図 版 遺柵 30 遺物 ー

写奥図版 遺榔 17 遺物 写典図版 遺卿 18 遺物 写真図版 遺椒 18 遺物 ー

位 置 nD3i 位 置 nD3a 位 間 nD3a

"l11状況

･ IIt襖関係

V層 検11l状況

･砿襖関係

V層、 2避の土坑のmlM

か？39号土坑をきる

検出状況

･砿複関係

V層、38号土坑に切られ

る

形
状
平面形

断面形

円形

逆台形状

形
状
平面形

断面形

"l'l形

皿状

形
状
平Ⅲi形

断面形

MI'l形？

フラスコ状

規
模

MIp麗怪

底部係

深さ

118×110

69×68

65

規
椣

開Ij昂怪

底部径

深さ

142×96

139×76

43

規
棋

開口認径

底部僅

深さ

-82×135

-67×119

46

埋 土 V届系禍色シルト主体、

自然堆祇

●
心 土 Ⅲ暦系M(褐色シルト主体、

自然堆制

埋 土 Ⅳ暦系暗褐色シルト言I;体、

不自然、人為による堆積

底 面 Ⅶ冊、 ､14ill 底 面 Ⅵ肘、段盗あり 底 面 Ⅵ間、 、|蝋I

11l土遺物 出土遺物 出土遺物

遺栂名 40号土坑 遺構名 41号上坑 遺構名 42号土坑

図 版 遺榔 30 遺物 図 版 遺柵! 30 遺物 一 図 版 過柵 30 遺物

浮典図版 遺櫛 18 迫物 写真図版 道柵≦ 18 遺物 写奥1列版 週櫛 19 迫物

位 圃 nD2e 位 慨 nD2f 位 澗 nD7f

検出状況

･亜複関係

V層 検1I1状況

｡m似関係

V職 検出状況

･重複関係

V間

形
状
平而形

Wi1m形

円形

Ⅲl状

形
状
平面形

断面形

円形

Ⅱn状

形
状
平面形

断面形

111形

Ⅲl状

規
模

開ロ

庇部径

深さ

131×120

122×94

35

規
模

認径

庇部径

深さ

147×129

124×104

29

規
ﾛ 』。④

qへ

開I]部if

底部径

深さ

138×129

97×92

42

埋 土 Ⅲ層系凧柵色シルト主体、

自然堆脳

埋 土 Ⅳ層系啼梱色シルト主体、

脚然堆馴

埋 士 V屑系褐色シルト主体、

不自然、人為による堆概

底 面 V層、やや東側に傾斜 " m V価、やや東側に傾斜 底 面 V胸、やや東側に傾斜

出上通物 出 上遺物 出土遺物 不掲戦あり

通櫛名 43号土坑 週柵名 44￥土坑 遺櫛名 45$ﾅ土坑

凹 版 遺榊 31 遺物 図 版 迫柵 31 遺物 図 版 遺柵 31 遺物

写真図版 遺構 19 遺物 写具図版 遺柵 19 遺物 写真図版 遺柵 19 遺物

位 慨 nDIOb 位 置 nD59 位 澄 nl)49

IQll1状況

・頭裡関係

形
状
平面形

断面形

Ⅳ層

方形

皿状

検出状況

｡Ⅲ極関係

形
状
平面形

断面形

V脳、45号土坑と顛似

方形

Ⅲl状

検出状況

･ in襖側係

形

状

平面形

断面形

Ⅳ層、44号土坑に賊似

方形

皿状

規
模

I1口冊径

底部樫

深さ

198×156

163×98

30

規
模

開ﾛ部径

底部径

深さ
II

170×164

143×139

45

規
模

開｢I部径

底部係

深さ

177×163

157×139

34

埋 上 Ⅲ層系黙褐色シルト主体、

自然堆概

上 、舸系郷褐色シルト主体、

土粒が多く不自然、人為

による堆積か

埋 土 、肘系黒褐色シルト上体、

1粒が多く不自然、人為

による堆積か

底 而 V層、Wl 庇 血 Ⅵ脳、平坦 底 曲 Ⅵ肘、平坦

111土迫物 不掲叔あり 1II土遺物 出土適物
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2号土坑

}且--

-判 伴

脾_LF218700m_A1
A L=221.700m A'

度、～‐

職噛元－=且｣ノ ロこ雲卿
2号土筑

！ ↑OYR”凪褐色ｼﾙﾄ 10YR4′4褐色砂買ｼﾙﾄ5%含むTo~Ch1%含む
炭化物（の2～3国） 1％含む粘性弱しまりやや隅

1号土坑

！ ↑OYR,",鳳色ｼﾙﾄ慶化勧腫(･毒以下)5鶏倉C職性鰯し霞り園引繍雛:臘緋卜蝋瀦駕%ﾄ鰯競蛎h}錨？鮎“
2 10YR刀1瓜色シルト粘性弱しまり刺

しまりやや弱
3 10YR型3m梱色シルト 10YR4ﾉ4褐色シルト30％含む

4 10YR幻3輪褐色砂貫シルトと10YRa6明黄褐色Ⅵ層系シルト土の漉舎十
炭化物粒（巾1～2岡）5％含む粘性朝し寵り明

ToCh1％含む粘性やや強しまりやや弱
3a lOYR3ﾉ3咽褐色シルト炭化物粒（◆1～2")5%含む粘性別し旗り側 5 10YR3ﾉ2瓜褐色砂質シルト T0.Ch1％未潤含む粘性やや強しまりやや明
4 10YR刀2Ⅲ細色シルト 10YR4m褐色シルト10％含む粘性明しまり中

6 10YR4ﾉ4褐色粘質シルトと10YR3n昭褐色砂質シルト T昨Ch1％含む粘性やや強
5 10YR3ﾉ3咽拠色シルト 1岬R4喝褐色シルト30％含む

しまり中

炭化物粒（の5銅以下）5％含む粘性弱しまり別 7 10YR2哩隅褐色粘質シルトと10YR6娼明黄褐色Ⅵ届系シルトと10YR3/3崎褐色
6 10YR”咽褐色シルト 1蹄“褐色シルト30％含む粘性弱しまり弱

シルトの混合十炭化物粒（の5画以下） 1％含む粘性やや強しまり中
7 10顕4/6褐色シルト粘性やや差しまり駒
b i5M通局謹ﾙ肯賢禮息芯1首K』下)識日含む粘性弱しまり中 8 19蕊哩率創肇勇ﾙﾄと10YR籾3期褐色”ｼﾙﾄの遅合土
9 10YR2/2凧褐色シルト炭化物粒（の5～加雪）全体に含む粘性鴎しまり中 粘性やや差しまりやや罰
10 10YRJ3咄褐色シルト 10YR4/6褐色シルト釦％含む粘性弱しまり中
10alOYR4ﾉ6狐色シルト 10YR3B町褐色シルト40％含む粘性現しまり中

11 10YR副3哨隅色シルトと10YR4/6褐色シルトの混合十層粘性中しまり中
12 10YR劃3瓜狐色シルト 10YR4喝褐色帖質シルト20％含む

炭化物粒（ゆ'～2顕）微量含む粘性やや強しまり中 N122
13 10YR4ﾉ6褐色粘貧シルト 10YR副3珀褐色シルト40％含む粘性弱しまり中

14 10YR4/6B色鰯貫ｼﾙﾄ購僅やゃ製し塵’;¥."|z""~､- -+E4@
N125

-fE43 号土坑4

3

}些一
ニ

坐1

職
3号土坑

1 10YR2ﾉ1瓜色シルト T“h（の1函以下）全体にうすく2％含む
粘性中しまりやや強

2 10YR2ﾉ1瓜色シルト 10YR6'6明岡褐色Vl層系シルトブロツク3％含む
粘性中しまりやや弧

3 10YR4ﾉ3にぶい質褐色シルトと10YR3屈凧褐色シルトと10YR6/6

明薗褐色シルトの混合土TGCh（の1”以下）全体にうすく2％含む
粘性中しまりやや弱

4 10YR3堪黒樋色シルトTGCh（ゆ1頭以下）全体にうすく2％含む
粘性中しまりやや弱

5 10YR2/Z風褐色帖日シルトと10YR2/1黒色帖貿シルトの混合十
To-Ch（①1＝以下）全体にうすく2％含む帖性やや強しまり中

6 10YR麺哨喝色帖日シルト60％と10YR6.6明岡間色Ⅵ層系シルト40％の
浬合土ToCh全体にうすく1％含む粘性やや強しまりやや強
7 6に同じ

8 10YR⑧6明岡褐色シルトVl層系シルトだが低の崩落土

粘性やや強しまりやや弱

9 10YR4/4褐色砂質シルト 10YR2瘤黒褐色粘質シルトブロック（巾釦､）2％含む
To．α'3％含む粘性やや強しまり中

1010YR3ﾉ32H褐色帖買シルト 10YR2ﾉ1期色帖質シルト3％含むTOCh2％含む
粘性題しまりやや駒

11 10YR3B畑褐色帖買シルトT◎●11％含む帖佃懐しまりやや鞠

4号土坑

1 10YR2尼黒褐色シルトと10YR郷靖褐色シルトの混合土中鰯（の1画以下）3％含む
炭化物粒（ゆ2～3罰） 1％含む粘性中しまりやや間
2 10YR郡3咽褐色シルト T小Ch1％含む粘性中しまり醜

3 10YR3ｲ3昭褐色シルトと10YR4、にぶい関褐色砂質シルトの汎舎十
ToCh1％含む粘性やや明しまりやや弱

4 10YR2ﾉ2凧褐色シルトと10YR4/6褐色砂の混合土 10YR2/1凪色シルトブロック
（の2～3m〉2％含むTo-Ch2％含む粘性中しまり恥

5 10YR2/3黒褐色踏質シルトと10YRa'6賀褐色V忌系シルトの遅合土TOCh3％含む
粘性やや建しまり弱

6 10YR56黄綱色V屠系シルト粘性やや捜しまり中

7 10YR犯輔喝色帖筒シルトとtOYR4/3にぶい貫綱色帖質シルトの寵舎十
略住やや強しまりやや関

8 10YR4ﾉ3にぶい、褐色帖買シルトと10YRai6貧綱色V層系シルトの混舎十

粘性やや強しまりやや閏

9 10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト粘性やや強しまり中

0 1 ：50 2m

一三－

第22図 1～4号土坑
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N144

－●‐
N145

-fE6:
6号土坑 E61

7号土坑

A…． N142

嘩置“』
蝉--

当 ドニ

一

吟-L=218"OnLA1

聯
6号土坑

↑JX緊劉鰐斗謁,磐騨6褐色砂貫

'鎌舗鰐然fggW":F
粘性明し喉りやや強

3甥闘耀茎し聴酬灘§褐色系

･騨癖謬謹職
5

6

7

8

粘性やや強し旗りやや弱
9 10YR団8黄褐色V層系シルトと10YR副2

雛鳥鶴ｼ盤罐誌
1010YR副2瓜褐色砂質シルト
帖侭明しまり中

7号土坑
1 10YR10YRZ3瓜褐色シルト TひChl%含む
粘性中しまりやや弱
10YR3ﾉ2瓜褐色砂質シルト 10YR4/3にぶい 6
賀褐色砂貫シルトブロック（⑦釦n) 1%含む 1
TOGh2%含む粘性弱しまりやや強
10YR3ﾉ2瓜褐色砂質シルト 10YR5/6両褐色

2
V層系シルト粒（ゆ2～M)5%含む
To･Chl%含む粘性やや弱しまりやや強

陥職僻噸菖銚撹鯛6碗褐色 3
To-Chl%未澗含む
粘性やや明しまりやや強 4
10YR5/6飼褐色V層系シルト 10YR3/2瓜褐色

砂買シルト10％含むTひCh1％含む 5
粘性やや鯛しまりやや強

6

7

8

5号土坑
1 10YF1 10YR3ﾉ3咽褐色シルトTo-Ch2％含む 2
粘性弱しまり中
2 10YRm瓜褐色シルトTO心ｵ辺％含む
粘性中しまりやや弱 3
3 10YR3/3珊褐色シルトと10YR5'6画褐色V
層系シルトの混合土To-Chl%含む
粘性明し旗り鯛 4
4 10YR5/6質褐色V層系シルト帥％と10YR
3/3暗褐色シルト40%の混合土To･Chl%含む
粘性明しまり鯛
5 10YR4/2灰阿褐色シルトと10YRa6黄褐色 5
V層系シルトの混合十粘性やや強しまり弱
6 10YR3/2瓜褐色砂質シルトと10YR36両褐色
V層系シルトの混合十To-Ch2％含む
粘性弱しまり閥
7 10YR4/2灰貫褐色シルト 10YR5/6質褐色V
層系シルト粒（の1～2cn)5%含むTo.Ch3%含む
粘性やや強しまり中
88個とほぼ同じ黄褐色土の割合が大きい
910YR3/3蹄褐色粘質シルト To-Chl%未満含む
粘性やや強しまり弱
1010YR5/6黄褐色V層系シルトと10YR6/6明画
褐色Ⅵ層系シルトと10YR銅靖褐色粘質シルト
の混合土To.Chl%含む粘性やや強しまり中
116層に同じ

9号土坑 N134 9

A L=220.500m
判

8号土坑 N142 1
3

駈
陛
十
Ｉ

1

％
》
％4 55

26
44

□
0 8

7

11

一判 盟哩なし

9号土坑
1 10YR4/3にぶい黄褐色シルトと10YR2/1凧色シルトの混合土草木根多い
粘性肌しまりやや強
2 10YR2/1肌色シルト 10YR4/3にぶい負褐色砂賀シルトまばらに1%含む
To今Ch全体にうすく7％含む炭化物粒〈の5～10")2%含む取木根多い粘性中しまり強
3 10YR4/2灰黄褐色粘質シルトと10YR4ﾉ3にぶいⅢ褐色砂賀シルトの混合土To･Ch3%含む
箪木根多い粘性やや強しまりやや強

3， 10YR2/2瓜褐色シルト 10YR4ﾉ6褐色砂賀シルトまばらに1%含む To.Ch3%含む
草木根多い粘性やや弱しまり中
4 10YR3厘瓜褐色粘質シルトと10YR2/2瓜褐色轄質シルトの混合土To-Ch2%含む
粘性強しまり中
5 10YRg6田褐色V層系シルトと10YR4ﾉ3にぶい画褐色粘質シルトの混合土To-Chl%未潤含む
（崩落土）粘性やや強しまりやや強
6 10YR2/2瓜褐色粘質シルトと10YR4/3にぶい負褐色粘質シルトと10YR5/6賀褐色V層系シルト
の混合土To.Ch3％含む粘性やや強し座り中

I I辮鯛雛鴨穀ｶﾄ脇幣蹄鰡謝糊混窒り%.Ch2%含む

吟一L=2'8'00m-AM
2

3

胃ラノ5
4

5師8
7

8号土坑 ｡ ，UV凧季ﾉﾛ瓜轌嘩v函ｫ§ンノンreouo~'､11-つ､､，輿函＝々ﾛ昼〆'0' 1~w…cｺｰﾑ ○V~､診,, ,〆wM判『.画
1 10YR3/2瓜褐色シルト To-Chl%未潤含む （崩落土）粘性やや強しまりやや強
粘性隅しまり弱 6 10YR2"瓜褐色粘質シルトと10YR4/3にぶい負褐色粘質シルトと10YR5/6賀褐色V層系シルト
2 10YR5/6蘭褐色V閣系シルト（崩落土） の混合土To．Ch3％含む粘性やや強し座り中

I I辮鯛雛鴨穀ｶﾄ脇幣蹄鰡謝糊混窒り%.Ch2%含む粘性やや鯛しまりやや明
3 10YR4/3にぶい黄褐色砂質シルト

卿興糾灘ﾙ羅聯(8鯛' ，蕊灘機:｡-me'厨羅ｼﾙﾄ霞ばらに……鶏舎．4 10YRW2凧褐色粘質シルト 10YR4nにぶい
黄褐色砂賀シルトブロック（の4～"') 1%含む 1010YR3ﾉ2凧褐色砂質シルトと10YR"4珀褐色粘質シルトの混合土To-Ch2％含む
ToCh1％未潤含む粘性やや強しまり中 炭化物粒(01～2cn) 1%含む粘性中しまり中
5 10YR3ﾉ2瓜褐色粘質シルトと10YR4ﾉ3にぶい 1110YR4/4褐色粘質シルトと10YR3/3昭褐色粘質シルトの混合土 10YR2ﾉ1瓜色粘質シルトと
負褐色砂質シルトの混合土To・Chl%含む 10YR5/6画褐色V層系シルトと10YR6/6明飼褐色Ⅵ層系シルトそれぞれまばらに3％含む
粘性中し寵り中 炭化物粒(O1cn) 1%含むTo･Ch同所的に1％含む粘性やや強しまりやや強
6 10YR副6黄褐色V層系シルトと10YR3/2瓜褐色
粘質シルトの混合土 10YR6/6明負褐色VI個系
シルトブロック〈①2～3qT1) 1%含む
To･Chl%含む粘性中しまり中
7 10YR別2黒褐色粘質シルト 10YR6/6明興褐色
Ⅵ層系シルトブロック1％含む
T,Chl%未潤含む粘性やや弧しまり中 0 1 :50 2m
8 10YR4/3にぶい、褐色砂質シルト
TO-Chl%未潤含む粘性駒しまり中

5～9号土坑第23図
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N119
10号土坑
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-+E49 N132

-4E58
1

11号土坑
13号土坑

N121

＋
吟

E48

良一
』

上へ

催L=219.700m当

唾迂雪
10句土坑
1 10，2

シルト
ブロッ
粘性や
2 10恋

粘性や
3 10YR

藥鱗
11号土坑
1 10YR2鯉隅褐色シルト 10YR罰6負褐色V
層系シルトブロック状（ゆ釣n)に2%含む
炭化物粒（の5画）2％含むTb-Chl%未潰含む
粘性やや覇しまりやや弱
2 10YR2/2凧褐色シルトに10YR5/6画褐色シルト
全体にうすく5％含む粘性中しまりやや卿
3 10YR2ﾉ2瓜褐色シルト 10YR5/6黄褐色V層系
シルトブロック状（の2～3cm)に30%含む

13号土坑
1 10YRZ1瓜色シルトと10YR4/4褐色粘質シルト
と10YR3ﾉ4珀褐色粘買シルトの混合士
Tbeh3%含む粘性中しまりやや強
2 10YR4Bにぶい質褐色粘質シルト 10YR4,'4
褐色粘質シルトまばらに2％含む1ひChl%含む砂
を全体に含む粘性やや強しまりやや強
3 10YRy3啼褐色粘閃シルトと10YR5/6質褐色

4M縣胤製蝿誌簡雛『鯛｡締＃やや鯉
凧褐色粘質シルトの混合土 10YR6/6明貿褐色
V|層系シルトまばらに2％含む
粘性やや強しまりやや強
5 10YR4/3にぶい岡褐色粘質シルト

蕊繊#騨鶴麓。
粘性やや頚しまり中
10YR麺EB褐色シルト Tひぃ2％含む
粘性やや璃しまり中
10YR4/3にぶい画褐色粘質シルト

灘聯蛾識講
10YR2ノ
10YR5／
bChl
lOYR4ノ

褐色粘質シルトの混合土Tb-Ch1％含む
粘性やや勉しまり中

蝿潔鍛i甥殿？'f勝,賜騨2
粘性強しまり中

粘性やや恥し旗りやや明
4 10YR4脚褐色V層系粘質シルト
Tb.Chl%含む粘性やや強しまり中

４
５
６
７

10YR7/3にぶい貫恨色火山灰（To･a？）
5％含む粘性やや強しまりやや強
6 10YRa6貧褐色V層系シルト粘性やや強
しまりやや強

まばらに

8

N134

-fE4!
12号土坑

N125

-d%E56
114号土坑

}旦一

A L=219.700m A’

3

2 、1

14号土坑
1 10YR4/2灰寅褐色シルト 10YR4/4褐色シルトまばらに5％含む
Tb-Ch3％含む木根粘性弱しまりやや強
2 10YR4/3にぶい田褐色シルト".Ch2%含む粘性やや明しまり中
3 10YR4/3にぶい質褐色シルトと10YR36寅褐色V層系シルトの混合十
To-Chl%未潤含む粘性中しまりやや燗

12号土坑

繍騨雛撫織…”催諦4籠鯨職蝋ﾖﾚﾄの混舎十

4 10YR2ﾉ1凧色粘質シルト粘性やや強しまりやや隅
5 10YR5/6璽網色y層系シルトと10YR4/3にぶい両褐色粘質シルトの混舎士
10YR2ﾉ1瓜色粘質シルトまばらに3%含む 1b.Chl%含む
粘性やや強し座り中

6贈貿州舗溌"d9嚇鍛離貿雛$や関噌雛鳥鯛

0 1 $50 2m

岸一一弓
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N147
６
一
雌
や

件

E57 1
15号土坑

A
皇｛

LL=2'9500m｣

15号土坑
1 10YR4/3にぶい蘭褐色シルトTo.Ch2%含む
To-Nb？1％含む粘性やや弱しまり中
210YR4/2灰貿褐色シルト 10YR5ﾉ6岡禍色V暦系シルト
まばらに20%含む粘性やや弱しまりやや鯛
310YR4/2灰貿褐色シルト 10YR5/6猟褐色V層系シルト
の遅合土粘性やや弱しまり中

16号土坑
1 10YR4/3にぶい貿褐
210YR5/6画褐色V届
To-Chl%含む粘1
3 10YR2ﾉ1黒色シルト
にぶい黄褐色シルト
粘性やや弱しまし
4 10YR1.7/1黒色シル
To･Ch全体にうすく
510YR5/6質褐色V屈
狸舎士小磯1％含
610YR2/1黒色シルト

10YR4/3にぶい貿褐色シルト木痕含む表土粘性やや弱しまり中
10YR5/6画褐色V層系シルト 10YR2ﾉ1瓜色シルトまばらに2%含む
To-Chl%含む粘性やや強しまりやや強
10YR2ﾉ1黒色シルトと10YR5/6黄褐色V層系シルトと10YR4/3
にぶい黄褐色シルトの混合土炭化物粒(極小)1％含む
粘性やや弱しまりやや弱

棚1塁鰈裟ﾉ鮴%難蕊(撫昂%誤りやや弱
10YR5/6質褐色V層系シルト60%と10YR"1凧色シルト40%の
混合士小磯1％含む崩落土粘性やや強しまりやや弱
10YR2/1黒色シルト 10YR6/6明寅褐色VI層系シルト粒状に5%含む
崩落土炭化物粒(.1dn)2%含む粘性やや強しまりやや弱

N144

-fE6ア17． 18国土坑

19．20号土坑

3ﾖ弩エ坑認

吟
ゑ>、

1

P一

爵
JuumA

20号土坑
1 10YR3/2黒褐色シルト 1WR5/6薊褐色V層系シルト
ブロック (O3cm)2%含む 10YR6/3にぶい貿檀色V|層系
シルト粒1％含む小石1％含む粘性弱しまりやや強
2 10YR4/3にぶい蘭褐色V屑系シルトと10YR4/4褐色シルトの
混合i小畷1%含む粘性やや萌しまり中
3 10YR3/2黒褐色シルト10YR6ﾉ3にぶい薗樋色VI層系シルト粒
（の1～2ml)3%含む粘性やや強しまりやや弱
410YR3/2瓜褐色シルトと25YRVI"にぶい貿色Ⅵ層系粘質
シルトの混合壬粘性やや強しまり弱

魅ご罰
17号土坑
1 10YR2/2黒褐色シルト To･Chl%未潤含む炭化物粒(C1qT'以下）
1％含む木根含む粘性やや強しまりやや弱
2 10YR2/2熱褐色シルト 10YR5/6黄褐色V層系シルト全体にうす
く5％含むTo-Chl%未満含む粘性やや強しまりやや弱
3 10YR4Bにぶい黄褐色地山起源シルト 10YR2ﾉ2黒褐色シルト全
体にうすく5％含むTo･Chl%未満含む粘性やや強しまり中

18号土坑
1 10YR41 10YR4降し菫220700m一叫 /3にぶい蘭褐色シルト 10YR3/2瓜褐色シルトブロック
（の3～4dn) 10%含むTo･Chl%含む粘性やや強しまり中
210YR3/2凧褐色シルトと10YR3"暗褐色シルトの混合土
粘性中しまりやや明
310YR5旧岡褐色V層系シルト粘性やや独しまり中
410YR3/2照褐色シルト 10YR6"にぶい澗櫃色VI屑系粘質シルト
まばらに3％含む 10YR4/4褐色シルトV層系シルトまばらに5％
含む炭化物粒(C5n'EI)粘性やや強しまり中
54屑に10YR1.7/1黒色粘質シルトまばらに3%含む
粘性やや強しまり中
6 10YRZ2黒褐色粘質シルトと10YR3/3暗褐色シルトの混合土角
磁（の4～釦n)を含む粘性やや弱しまり鯛
7 10YR2/2黒褐色粘貿シルト 10YR6/3にぶい闘橿色VI層系シルト
ブロック (C3dn) 1%含む粘性やや強しまり弱
810YR3/3暗褐色粘質シルト 10YR4/4褐色V層系シルトまばらに
2％含む粘性やや強しまり弱
910YR2/3期褐色粘質シルト粘性やや強しまりやや弱

19号土坑
1 10YR2/2期褐色シルト 10YR4脚褐色V層系シルト全体に
うすく1％含む粘性中しまりやや弱
2 10YR3/3暗褐色シルト To･Chl%含む
粘性中しまりやや弱
3 10YR2ﾉ2瓜褐色シルト 10YR2ﾉ1瓜色粘質シルトと
10YR3/4昭褐色シルト全体にまばらに1%含むTo-Chl%含む
粘性中しまり中
410YR4/3にぶい秘褐色シルト小石1%含む
TGChl%含む粘性中しまり中
510YR5/6繭褐色V層系シルト 10YR2/2黒褐色シルトまばら
に2％含む崩落土粘性やや強しまり中

噌腱憎椴鮮鰕生卜悶脾灘矧望臓認卜 2m1 ；500

ｰ一一一一
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N126

A"暑“＋筐“2号住
N127

-fE53
22号土坑

F_L=220200u_q

住

22号土坑
1 10YR5/6魂褐色V層系シルトと10YR4/3にぶい質褐色シルトの

2鼎擶3醐職割南継蕊ﾉ燗纈瀞
To-Nb？5％含む小鴎10%含む粘性弱しまりやや鯛
310YR4/3にぶい岡褐色砂質シルトと10YR5/6蘭褐色V層系シルト
の混合土粘性やや鯛しまりやや弱
4 10YR6/3にぶい鷲檀色VI層系砂質シルト 10YR4/3にぶい黄褐
色砂質シルトの混合土粘性やや弱しまりやや弱
510YR4ﾉ3にぶい黄褐色砂質シルト 10YRMにぶい岡檀色Ⅵ層
系シルト5％含む粘性やや弱しまりやや弱
6 10YR5/6黄褐色V屑系シルトと10YR4/3にぶい蘭褐色シルトと
10YR6/3にぶい薗檀色VI用系シルトが粒状に混合
粘性やや鯛しまりやや胴
7 10YR5/6賀褐色V層系シルト粘性中しまりやや弧
86に類似 10YR4/3にぶい斑褐色シルトと10YR6/3にぶい貿檀色
VI届系シルトの混合土粘性やや弱しまりやや明
910YR4/4褐色砂質シルトと10YR5帽黄褐色V層系シルトの混合十
小礫3％含む粘性やや弱しまりやや弱
106に類似 10YR4/3にぶい蘭褐色シルトと10YR5/6蘭褐色V層系
シルトの混合士粘性やや弱しまりやや弱

坐へ 住

21号土坑
1 10YR2/3瓜褐色シルトと10YR3/2肌褐色シルトの混合士
10YR4ﾉ3にぶい質褐色シルトまばらに5%含む
粘性やや強しまり中

2難灘獺饒y惚ﾚ耀脾灘褐色ｼﾙﾄ
3 10YR5/6閃褐色V間系シルト粘性やや強しまりやや強
4 10YR3ﾉ3暗褐色シルトと10YR5/6蘭褐色V旧系シルトの鯉会十
粘性やや強しまりやや弱

;職蕊騨騨識1鰯謎蔚畿舎十
粘性やや強しまり中
810YR3/3暗褐色シルトと10YRZ2照褐色シルトと10YR4/3にぶい
黄褐色シルトの混合土粘性やや強しまりやや弱 24．2

N130

-fE53

４ｍ
ＯＯ２８

２
劃
６
二
Ｅ
Ｌ伴卜

幟
十23号土坑

杉
〃
〃 ノ

力クラ

吟一

』I ℃ニーラ
1号住24号土坑

1 10YR3/3昭褐色砂質シルト

期§鮒饒M噌蕊ルト

霊。

25号土

↑蛎瀞鱸ざし幌 粒

溌灘癖鴛
灘雲議灘撒騏、
5 10YR3ﾉ2黒褐色シルト To-Chl%含む炭化物粒（の5Im) 1%含む
粘性中しまり中

灘蕊撫鱸繊．
7

7

810YR32黒褐色砂質シルト10YR"1黒色粘質シルトをまばらに2％

9瀞4醗識畿錨服砧性強しまりやや強
0 1 :50 2m

信一一一一引

4LL=220300m

23号土坑

識
1

2

3

4

5

62層に同じ

）

7 10YR3/2黒褐色シルト 10YR5/8画褐色V層系シルト粒（①5～10EE)

爵熟I喉塒丹織吟瀧喫鞭5C捌3%含む
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26

▲

弘‘働‘

26号土坑
1 10YR2
TGCh･
2 10YR3

10YR2/2鼎褐色シルトと10YR3/3昭褐色シルトの混合士
TGChl%含む粘性やや強しまり中
10YR3ﾉ3暗褐色粘質シルト 10YR4/6褐色V閣系シルト
まばらに10％含む炭化物粒（の5面以下） 1％含む
TIhl%含む粘性やや強しまり中
10YR3/2瓜褐色シルト 10YR2ﾉ2黒褐色シルトまばらに
5％含む 10YR6/4にぶい貿檀色Ⅵ層系シルト粒（の5～10mm)
1％含む炭化物粒(C5mm以下) 1%未潤含む
To.Chl%含む粘性やや弱しまりやや恥
10YR3ﾉ2Ⅲ褐色シルトと10YR5/4にぶい蘭褐色V閣系シル
トの混合土粘性やや強しまり弱
10YR2畑照褐色シルト粘性中しまり弱

職‘蕊， 3

４
５27号土坑

1 10YRZ1肌色粘質シルト 10YR4/4褐色シルトまばらに3%含む
粘性やや強しまり中
2 10YR4/4褐色粘質シルト10YR2ﾉ1瓜色シルトまばらに1%含む
粘性やや強しまりやや強
3 10YR2ﾉ3m褐色シルトと10YM/1瓜色シルトの混合土

4 18繩鮒脆猟憧恭黙繩も職罵,』燗鯉§
粘性中しまりやや弱

N125
1

－分E60
1

停ー

N135

-JE67
I

29号土坑

28号土坑

坐I

憲豐差姜
3

4」卜生し=2'7600m
29号土坑
1 10YR2ﾉ2黒1
2 10YR5/4に‘

に20％含む
310YR5/6"
To-Chl%*
410YR3/3"1

1 10YR2ﾉ2黒褐色シルト ToChl%含む粘性やや弱しまりやや弱
2 10YR5/4にぶい蘭褐色V層系シルト 10YR3ﾉ3暗褐色シルトまばら
に20％含むTo-Chl%含む粘性やや強しまり中

3棚W§蝋('撫矧認0腰脚褐色ｼﾙﾄの混合土
410YR3/3暗褐色シルト 10YR2/2蝿褐色シルトまばらに5%含む
粘性やや弱しまりやや秘
510YR5焔黄褐色V閣系シルトと10YR4/3にぶい閃褐色シルトの混合土
粘性やや強しまり中
5' 10YR5旧黄褐色V層系シルト20%、 10YR4/3にぶい黄褐色シルト
帥％の混合土粘性やや強しまり中
6 10YR2/3照褐色シルト粘性中しまりやや咽
7 10YR4/4褐色V刑系シルト To･Chl%含む （崩落土）
粘性中しまりやや強
810YR2ﾉ3鼎褐色シルト 10YR5/6画褐色V屑系シルト10%含む
To-Chl%含む粘性やや強しまりやや強

28号土坑

購琶 鑿塊
1 10YR5焔

混合士
2 10YR2/2

2％混入
3 10YR2/2

5％含む粘性中しまり弱

瀞瀞瀞偲i蝋蝋騨倉Ⅵ．
4

510YR4/6褐色V層系粘質シルトと10YR3/2黒褐色シルト
の混合士粘性やや強しまり中

6蝋裡鵜;j聴性J蝿4ﾉ溌躍剥し卜全体に
7 1WR4/3にぶい岡褐色粘質シルト 10YR6ﾉ3にぶい黄燈
色VI層系粘質シルトブロック1%含む
粘性やや強しまり中 2m1 ：500

ー弓－‐
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-+E" 31号土坑
30

I且一
坐｛吟ー

吟一L=217900LA1
F－L=216.300m 』

ﾐミヲ 7 5

>､望6

30号土坑
1 10YR4ﾉ2灰間褐色シルト網かい草根を多く含む翌土
粘性中しまり弱
2 10YR4Bにぶい画褐色シルト 10YR3/3晒褐色シルト
まばらに10％含むTGChl%含む粘性中しまりやや強
310YR2/2凧褐色シルト 10YR4/3にぶい賀褐色砂質シルト
ブ

燃蕊撫瀞熱鳥職驚系ｼル4 10

卜

31号土坑
1 10YRZ1黒色シルト
2 10YRZ3黒褐色シル
10YRZ1黒色シルト To･Chl%含む粘性弱しまりやや弱
10YRZ3黒褐色シルト 10YR4/4褐色シルトまばらに5％
含むT,Ch2%含む粘性やや弱しまりやや開
10YR3/2黒褐色シルトと10YR5/8黄褐色V層系シルトの
混合士崩落土粘性弱しまりやや弱
10YR4/3にぶい蘭褐色粘質シルト 10YR3/2凧褐色シルト
まばらに2％、 10YR6/6明岡禍色VI層系シルトブロック
(C3ml)2%含む粘性やや強しまり中
10YR3/3昭褐色シルトと10YRZ3黒褐色シルトの混合十
To-Ch1%含む粘性中しまり中
10YR4/4褐色粘質シルト粘性強しまり中
10YRZ2黒褐色シルト To-Ch1%含む粘性中しまり中

N139

-mE58

３
４
５
６
７

N143

十 E77

32号

33号

禅-F2'6000nLA1

煙弱2 3
33号土坑
1 10YR3/2期褐色シルト 10YR6/8明貿褐色Ⅵ咽系シルト
ブロック(C5ml) 1%含む 10YR4/4褐色粘質シルトまばら
に5％含むToChl%含む粘性中しまり中
2 10YR4ﾉ3にぶい麓褐色シルトと10YR4"褐色粘質シルト
の混合土TMhl%未満含む粘性やや強しまり中
3 10YR36明画褐色Ⅵ刷系シルトと10YR3"凧褐色シルト
の混合土粘性やや鯛しまり弱
410YR6/6明貿褐色VI層系シルト粘性やや強しまり中

32号土坑
1 10YR2/1凧色シルト炭化物粒(C5") 1%含む
粘性中しまり中

驚鱗職－，帖 しまり中
4 10､ 色粘質シルト粘性やや強しまり弱
5 10 色シルト上位に5間土5％含む
粘性やや強しまりやや強

1％含む

0 1 :50 2m

－
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E61

A "･" 吟

N141

＋ E67

A L=217.500m
－

－ 雪カクラン 」
34号土坑
1 10YR2ﾉ2黒褐色シルト To･Chl%含む粘性中しまり中
2 10YR2ﾉ2瓜褐色シルトと10YR5/6黄褐色V層系シルト粒
(O1cn以下）の混合土粘性やや強しまりやや弱

32鰐倒蕊ざし聴騨灘鶴；静ｼﾙﾄ

と二手33
144

5

号土坑
10YR5/6黄褐色V咽系シルトま
シルト粘性やや強しまりや
10YR3/4暗褐色シルト 10YR3
10YR5J6黄褐色V層系シルトま
粘性中しまり中
10YR4/3にぶい黄褐色シルト
(C2cn以下) 10%含む粘性
10YR4/3にぶい蘭褐色シルトと
粘性やや強しまりやや弱
10YR2/3黒褐色シルト 10YR5
と10YR5/6岡褐色V層系シルト
粘性やや強しまりやや弱

37号土坑

6黄褐色V咽系シルトま
５３
１
２
３
４
５

たは10YR6焔明薗褐色VI層系
粘性やや強しまりやや強
4暗褐色シルト 10YR3/2黒褐色シルト (TcChl%含む）
6黄褐色V層系シルトまばらにそれぞれ10％含む
しまり中
3にぶい黄褐色シルト 10YR5/6黄褐色V層系シルト粒
n以下） 10％含む粘性中しまりやや明
3にぶい蘭褐色シルトと10YR3ﾉ3暗褐色シルトの混合十
や強しまりやや弱
3黒褐色シルト 10YR5/4にぶい髄褐色Ⅵ層系シルト粒
1句6Ⅲ褐色V層系シルト (O1ml) 、それぞれ5%含む

N115
N123

-fE5@

36号

ドニ

蹄
37号土坑
1 10YR3/3暗褐色粘質シルト 10YR2/3黒褐色粘質シルト
まばらに10％含むToCh1%含む粘性やや強しまり中
210YMﾉ3黒褐色粘質シルトと10YR4ﾉ4褐色シルトの混合土
粘性やや強しまり中
310YR5/6画褐色V屈系シルトと10YR3/2黒褐色シルトの混合土
粘性やや強しまり中
410YR5/4にぶい寅褐色Ⅵ層系シルト粘性やや強しまりやや粥
510YR4/4褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱
610YR5/6黄褐色V圏系シルト 10YR3/4暗褐色シルトまばらに
5％含む粘性やや弱しまり中
7 10YR4脚褐色粘質シルトと10YR5/4にぶい麓褐色V層系シルト
の混合土粘性強しまりやや弱
810YR4ﾉ4褐色シルト10YR34にぶい黄褐色V層系シルト20%
含む粘性強しまり中

0 1 :50 2m

リすぎ

36号土坑
1 10YR3ﾉ2瓜褐色シルト To･Chl%含む

蕊'噛化捌撫捌瀧ルト
粘性中し
2 10YR3/3BH
まばらに5

3辮雛職艤朧と10YR5J6澱褐色V層系ｼﾙﾄ
と10YR6/6明蘭褐色Ⅵ層系シルトの混合土
粘性中しまりやや弱
410YR3ﾉ2黒褐色シルト 10YR4/3にぶい蔵褐色V閣系
シルトまばらに7％含む To.Chl%含む
粘性やや強しまり中
510YR3B昭褐色シルト 10YR6ﾉ6明黄褐色Ⅵ層系シルト
全体にうすく3％含む
粘性やや強しまり中

ー－－－ョ

第29図34～37号土坑
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N141
N12238．39号土坑

＋
し

E46

十 E51 40号土坑

38号土坑

A _4
-斗

随
号土坑
10YR2/3照褐色シルト
10YR3/2凧褐色シルト
3％含むTo.Chl%未満
1WRZ3黒褐色シルト
含むTGChl%未潤含む
10YR3/4暗褐色粘質シル
10YR5/4にぶい質褐色シ
粘性やや強しまり中
10YR5/6蛍褐色V周系シ
10YR5/8黄褐色シルトと
粘性やや強しまり中

０４
１
２
３
４

To･Chl%含む粘性やや鯛しまりやや恥
10YR5/6黄褐色5咽系シルト粒(ゆ5～10mm)
満含む粘性中しまりやや弱
10YR5/6黄褐色V層系シルトまばらに5％
j粘性やや強しまり中
ルト 10YRZ3黒褐色シルトまばらに5%含む
シルトブロック(Omn)3%含む

シルト粘性やや強しまり中
と10YR3/2期褐色シルトの混合士

N142

ｍ帥６０２２一一ＬＡ
’

3

A,

5 14
8

§＞､ﾐヨ
38号土坑
1 10YR3/3晒褐色シルト 10YR5/6画褐色V回系シルト粒

5

2聯調蝋纈曾縮鰄雌10YR5/6"褐色5屑 6

系シルトの浬合土 10YR3/3暗褐色シルトまばらに10%含む
粘性やや強,しまり中
310YR3/2黒褐色シルト 10YR5/6賀褐色シルト粒、
10YR6/4にぶい両檀色Ⅵ層系シルト粒(の1～2q'')それぞれ5%含む
粘性やや弱しまりやや弱
4 10YR3/3珊褐色シルト 10YR6ﾉ4にぶい寅檀色Ⅵ層系シルト粒
（の5m)3％含む粘性中しまりやや咽
5 10YR3ﾉ2凧褐色シルト 10YR5/6画褐色シルトまばらに3%含む
To-Ch2%含む粘性中しまりやや脇
6 10YR3"晒褐色粘質シルト 10YR6/4にぶい麓樋色Ⅵ屑系シルト
まばらに5％含む粘性強しまりやや明
710YR5旧貿褐色5層系シルト70%と10YR3脚暗褐色シルト30%の
混合土粘性やや強しまり中
810YR4/3にぶい繭褐色粘質シルトと10YR6/4にぶい菰橿色VI閲系
シルトの混合十粘性やや強しまり弱

4

＋
吟

E48

脾－L=220600m4

遍ﾐ聟＝シ
41号土坑
1 10YR2/2凧褐色シルト 10YR5旧黄褐色V届系シルトまばらに
3％含む 10YR3/3暗褐色粘質シルトまばらに10%含む
ToCh2%含む粘性やや強しまりやや強
2 10YR3/3暗褐色粘質シルト粘性やや強しまり中
310YR4/2灰貿褐色粘土グライ化粘性強しまり強
410YR3/3暗褐色粘質シルト To･Chl%含む粘性強しまり強

42号土坑 N142

<
39号土坑
1 10YR3/2黒褐色シルト 10YR5E黄褐色V層系シルトブロック
（の2～5gn)3%含むToChl%含む粘性中しまり中
210YR4"褐色粘質シルト 10YRa6明貿褐色Ⅵ層系シルトブロツク
（の1～2ml)2%含むTGChl%含む粘性やや強しまりやや強
3 10YR6/4にぶい貿檀色Ⅵ層系シルトと10YR5/8黄褐色V屈系

:繊繊涛蕊鰯灌撫脇釧欝”
6;6帖蹄旙,探蔦騨錨Y農潔
7 10YR34にぶい薗撞色Ⅵ層系シルト10YR4/3にぶい鷺褐色シルト
まばらに5％含む粘性やや強しまり中

8蝋鱒職篭傑や雛:糯;い演値色Ⅵ暦系ｼﾙﾄ
910YR2/3凧褐色粘質シルト 10YR6/にぶい閃燈色Ⅵ屑系シルト
粒（ゆ1～3Qn)まばらに10%含む粘性やや強しまり中

＋E6’
吟

上4

，

5

Chl%含む小石(1～3dn)2%含む粘性やや鯛しまりやや弱
OYR5/6黄褐色V層系シルト、
I系シルトまばらにそれぞれ5％含む粘性やや強しまり弱
'R4脚褐色シルトまばらに10%含む炭化物粒（巾5～10mm)2%含む粘性やや強しまり弱
'R5/6画褐色V層系シルトの混合十;粘性やや強しまりやや弱
、粘性やや強しまり中

0 1 :50 2

－

『

42号土坑
1 10YR3/3暗褐色シルト TcCh1%含む
2 10YR4"褐色粘質シルト 10YR5/6黄日
10YR34にぶい黄橿色Ⅵ層系シルトヨ
3 10YR2尼黒褐色シルト 10YR4脚褐色雷

: 1鵬鯛瀧描娃僻澱撰
、

第30図 38～42号土坑
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43号土坑 N127 N147

-*-E59E4 0

▲ 剖

く

L=220.500m幟
声

型
‐ IA L=219|.000m

I 聖

43号土坑
1 10YR2/3黒褐色シルト 10YR5ﾉ6黄褐色V腰系シルト
ブロック（巾2～5qn) 2%含む粘性弱しまり弱
2 10YR4ﾉ2灰黄褐色シルト粘性やや弱しまりやや弱
3 10YR3"|黒褐色シルト 10YRW!黄褐色V層系シルト

4%胤瀦&』線2,総溌蝿‘獺ルト
の混合土粘性弱しまりやや弱

44号土坑
1 10YR3ﾉ2黒褐色シルト 10YR5E黄褐色V層系シルト全体に
まばらに5％含む粘性弱しまり弱
2 10YR4ﾉ3にぶい澱褐色シルトと10YR5/6|黄褐色V屠系シルト
の混合土小磯1％含む炭化物粒("OIwm) 1%含む
粘性中しまりやや弱

3:9製舗鰯職｡柵覗蕊色V暦系ｼﾙﾄ粒状に
粘性中しまりやや弱
4 10YR4Bにぶい菰褐色シルト 10YR5焔黄褐色V層系シルト
粒と10YR2/1黒色シルト粒1%含む
粘性中しまりやや弱

N148

E56《

号45

18号土坑17号土坑

57

蕊
45

1

2

3

4

粘性やや弱しまりやや弱
5 10YR3ﾉ2黒褐色シルト 10YR2ﾉ2黒褐色シルト粒5%、
10YR6/4にぶい黄梱色Ⅵ層系シルト粒(.5mm)3%含む

撚騨噛雪’

5％含

6

む
19号土坑

0 1 :3 10cm1 ？50 2m0

第31図43～45号土坑・土坑出土遺物
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20号土坑19号土坑

26号土坑

23号土坑
61

3

＝＝つ 0 1 2 5cm

1号集石焼土遺構

、

1

66

一

Y

零
I

I
一

一
＝

1 ＝

|’ ヨ 65

》I
0 1 w2 5cm 0 1 33 10cm

第32図土坑・ 1号集石焼土遺構出土遺物
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(2) 平安時代

1号集石焼土遺櫛（第23側、写真I叉1版20)

〈位世〉澗査区北部、繩文照穴住居跡と亜複、 ⅡD4fグリッドに位置する。

〈検出状況＞表土除去後、 1号竪穴住居跡から5号竪穴住居跡へと続く黒～黒褐色の不樅プランの中に、被

熱した脆い礫の典合が硫泌された。当初はこの住居跡に伴う炉跡と判断し椚從を進めたが、 1号竪穴住居燗0i

査中さらに礫範囲が広がり、欝集していることが判明した。礫と撹土を取り除くと焼土が現れ、股大約9

Cmの厚さで形成されていた。焼土の周辺、内部の一部がレンガ状に硬化していた。集石範囲と焼土範囲の

位世にずれがあるが、災石は一部現況表-tでも観察されており、後世の削平・撹乱によって破域されたため

と舞えられる。周辺および潤土から鉄製品や鉄津、 ‐l師器片が出-|:したため、 イロIらかの鍜冶施投であったこ

とが推測されるが判然としない。壁と床はかろうじて1号蝋穴住居跡の埋土断ihiで確認できただけで、建物

としての平面プランは把握できなかった。

〈規模・形状＞建物余体としてのプランは不明であるが、断而から推測するに、およそ310×540cmの広が

りであったと思われる。イiの災合はl50×120cmの広がりを持ち、原形は何かしら整形されていたと推測さ

れるが、残存形は不彊である。焼土は145×62cmの広がりで、熱の伝わり方の違いのためと思われるが不整

形である。

〈埋土> 1号竪穴住居跡との共川ベルトを参!M(していただきたい。Ⅲ晒系の照褐色シルトを主体として柵成

されている。礫の周朋から採取した土壌サンプルを磁石でより分けたところ磁鉄鉱が多く抽出された。

〈壁・床> 1号竪穴住居跡との共用ベルトで、本遺櫛の床而とした面ではやや傾いているので、実際は1号

竪穴化居跡の床面と同じくらいであったのかもしれない。壁はやや外傾してW:ち上がるようである。

〈遺物〉 （第24図、写典I叉1版26の64～70)

前述したように、 4号襲穴住居跡と混|閲lして精査をしたので、遺物も混交していた。出上肘位・地点から

判断して、明らかに本迩柵に属すると思われる遺物を7点褐戦した。

土器64は把手付き弧と埒えられる。把手と思われる部分からI1縁部まで欠失しており、形状はfIﾘlである。

痕跡は片手だけである。東北10世紀後半からll世紀にかけて期加する器形で、秋田県のはりま館遺跡の報告

に事例が見られる。一Fi町内の上野遺跡でも平安時代の迩物として把手付鉢が出土している。 65は土師器饗

の｢1縁部片である。 66151じく土師器製の111～底部片である。

鉄製品・他67は埜部にlⅢ迦孔のある刀子である。68～69は周辺から出土した鉄津である。鍛冶鉄津である

可能性が商い。

〈時期＞出土遺物から平安時代のものと考えられる。
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5．遺構外出土遺物（第35～37図、写真Ⅸ1版26～28）

仁口寺Ⅲ遺跡のII}士過物の総姓は2×32×30cmのコンテナで約4箱である。過櫛外からは約2輔分の辿

物が出土した。内訳は土器（繩文・弥生)、上製品、陶磁器、fi器、銭貨である。本遺跡の適構外出t辿物

は多くが調査区北側の遺構集巾域の友土～Ⅲ舸巾から出土している。

(1)土器・土製IW!・陶磁器

①繩文～弥生時代の土器

繩文～弥生時代の土器の総最は42×32×30cmのコンテナで約3箱である。その内遺柵外からは2箱が出

-|:した。遺橘外でllltした過物の多くは上器顛で占められるが、完形や複元できる個体は少なく、大半は小

破片であるため、余体像が分かる涜料はほとんどない。涜料の選定にあたっては、時期を特定できる佃体を、

綾当する各時期を網羅するよう抽出した。資料数が俺少であるため、分頚は行わず、時期ごとに特徴を述べ

るにとどめた。 III土地点はほぼ渦査区全域からlll土しているが、グリッドごとの遺物昂を単純に集計･比較

すると、遺拙典中区に近づくにつれてIIIEtlitが多くなっている。時期別の敵を比較すると、盗料数が少ない

ため意及するのは適当でないかもしれないが、繩文時代'l'期後難～未然が多く、その他各期は少量である。

繩文時代：中期後葉に相当する-|器群（71～75）

入木9式に相当する土器群で、 5点を褐戦した。いずれも深鉢で、 71～74はII縁部片で、やや外反してf

ち上がる器形である。75は胴部片である。いずれも縦方向への沈線IXI"iと膳消繩文という特徴を持つ。 71は

地文に数条の曲線による沈線文が施されるのみで、他に比べ手法が簡略化された印象である。本群あるいは

次群から派生した大木系の土器と将えて大過ないであろう。72は沈線頂部に刺突穴を持つ。

縄文時代：中期末葉に相当する-|器群（76～78）

3点褐戦した。いずれも深鉢形－1:器で76．77は1-1縁部片、 78は胴部片である。76．78はllil線による沈線lX

幽内に縄文が充填される。77は口縁部に橘状把手状の貼り付けが作られ、そのアーチのもとに円形刺突が施

されている。大水10式に相当する上器群である。

細文時代：後期前葉に柵当する上器群（79～83）

5点掲載した。79.80～83（同一個体）は深鉢片である。79は口縁部が人きな山形を呈し、渦巻状沈線文

が揃かれる。 80～83は口縁部が火きな山形を呈し、胴部が蛇行状や三角形状の沈線文と膳消縄文により施文

されている。十腰内I式に榊吋する上器群である。

細文時代：晩期に柧当する土器群（84～94）

ll点掲載した。84.86.94は深鉢形土器、縁部片、 85．87～89.93は鉢形土器の口縁部片、 90は同じく胴

部片、91.92は磁形土器の局部片である。84は小波状のI1縁を品し人組一L叉文をもつ。 85．86はu唇部に

「B」字を横倒しした形状の小突起を持ち、 I I緑部は若-I為入り組んだ平行沈線が施されている。 87はI I将部

が階段状になっており、」段は鮒鯛状の刻IIが入る。 I｣頚部は平行沈線とその間に刻みが巡る。 88も1両lじく

沈線間の刻みによる文様が施されている。89．90は雲形文状の文様をもつ。 91.92は平行沈線文が施される。

93は口脾部が肥I¥し小突起が作られている。94は胴部から、唇部に向かい内滴する器形を里し、n唇部に刺

突痕をもつ小突起がlliり付けられている。概ね、大洞B～C2式に相当する1器群である。

繩文時代：中期～晩期相当の粗製土器群（95～118)

器Imに縄文のみを施す時期特定が困難な上器を21点掲赦した。さらに細分叫能であろうが、種類も閥体数

も過少のため一括してここに収めた。95． ll8は鉢形土器、緑部片、 lllはミニチュア形土器胴部片、 96~

100. 116は深鉢形土器の口縁部片、 101～110. 112～115. ll7は深鉢胴部片である。脈休の伽類はLR・R
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Lともに縦位lul転が多い。ほとんどは111期から後期の間に収まるものと思われる。 118は弥生時代の-l器の

槻相を‘11すが、判然としないためここに加えた。

②土製品(119)

本来ここに分類するのが妥当なミニチュア形｣器は土器項上|で記述した。他に土製品として出土したもの

は119土おはじき状｣製品1点のみである。直傑約1.7cmの刷平な碁石状であるが、片miが平畑である。時

代は不Iﾘlであるが、頬似I砧が出l:する報{!湾に倣い、繩文時代に'又分した。

③陶磁器(120～128)

陶磁器の破片が調査区全域の表上～Ⅱ層から、42×32×10cmのコンテナで約半分端1li上した。比較的古

手のものを選定したが、すべて19C後》'4以降の近・現代に胸するものである。 したがって、参考までに代及

的なものを9点写真と表のみで掲救した。

(2) 石器

石器の総吐は42×32×30cmのコンテナ約1輔分で、剥片を除いた33点を蜜録した。内択は、辿柵内23点、

遺構外10点である。点数が少ないため、ここでは、遺構内・外合わせて形態分類を行う。

①剥片石器

石鍼、スクレイパー剛、 リタッチド・フレイクの3樋が存在する。いずれも少数である。石材は130の瑠

璃以外すべて瓜岩である。

石鑑（54． 129･130)

刷平で左右対称、尖頭部とそれよりは場の広い雅部を有する小形の石器をｲ繊とした。 3点出l:している。

腿部形態は、54が無器IJ11, 129がｲ罐、 130が無茶凹形である。

スクレイパー類（14．37．38．131)

側縁の2分の1以|葛に巡続的な調縦のあるものをスクレイパーとした。 4点出土している。素材はすべて

通柑剥離で作出されており、37．38．131は縦及承11片、 14は欠仙のため、不明である。刃部角は37が47。 と

比較的鋭角を、 14．131は65。以l:と鈍角を泉する。38は素材末端部に柵約5mmの狭小刃部が形成され、

刃部角は55°を測る。刃角からは37が削器的、他3点が掻器的といえる。

リタッチド・フレイク(1 ．39･50．63･132～136)

細部洲幣が行われた求11片で、定形的な刃部を持たないものを一術した。 9点1I1土している。米材は不定形

で、通常剥離と両極剥離の1吋者が存在する。

②礫石器

勝製万斧、イi蝿、敵・隅ｲi瓶、 FIIfi、台石、その他の礫器が〃在する。

磨製石斧(15)

1点のみ。斑レイ岩製。刃部側が欠損している。一部に剥離調稚痕が残る。平面形は播形であったものと

推定される。

石錘(137)

1点のみ。デイサイト型。肢大長6.8cmの小扁､ド礫を利用している。調樅はごく僅かである。

敲・磨石類（16～19．24．40．51．55)

「敲打」と「膳り」の痕跡が観察されるものを一括した。 8点出土しており、莱材はすべてlﾘ礫である。

痕跡の種類・程度によって、
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a :破打痕の顕著なもの(19．40．55)

b:礁疲の顕蕃なもの(18．24．51)

C :両者の混在するもの(16･17)

の3種に大別される。 c種は表・裏両而が磨かれた後、平而中央に弱い破打痕が入る。石材は砂岩（16.18.

19)、石英安山岩（17)、安lll岩(24.40.55)、閃緑岩(51)と多械である。

凹石(41.42. 138)

礫の平坦面に敲打による凹みが見られるものである。 3点出土している。素材は42, 138が安山岩の円礫

で、41は板状の角礫凝灰岩である。前者は汲・襲両面とも使用されている。後者は被熱により変色しており、

その後欠悩している。

台石（20．23．43）

大形礫の平坦面に磨痕や讃痕が観察されるものである。 3点出土しており、いずれも安山岩で､23は棒状、

20,43は板状を呈する。20は使川後、炉石に転用されている。

その他の礫石器（22）

22は上記の顧別に分類できない細部調躯がある礫器である。石材は頁岩である。

(3)銭貨(139. 140)

表土から2点出土している。 139は寛永通識で、新寛永である。 140は鉄製で文字は何も瞥かれてない。
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第2表遺物観察表（土器・ミニチュア形土器）

１
１
雲
－
１
１

掲栽

番号

撒影

番恐
u牡地点 刷位 器髄 部位

口径

(函）

底径

(m)

器謝

(cm)
原体・文嫌の特徴等 内面調雛 備 考 時期 図版 写図

2 17 2号住跡 炉埋没 深鉢 口～胴 26.8 -22.9 LR縦 ナデ 中期粗製 9 21

3 18 2号住跡 炉前庭

部

ミニチュ

ア形土器

'二l～底 3.6 8.75 口縁部下端に枇位に辿続する工具刺突

列、開部髄位辿統曲線文、磨消繩文

(LR縦・桃）

ナデ 大木10 9 21

4 21 2号住跡 床矼 ミニチュ

ア形土器

口～底 7 3.3 5.85 多方向のLRM ミガキ 胎土に海而什針 中期粗製 9 21

5 37 2号住跡 床匝 ミニチュ

ア形土器

口～底 2．7 2.2 (5.1） 胴部上堵「く」の字に肥厚し、口縁部
面び内傾、肥厚部に小形の穿孔列が巡

る、胴部は紐l沈線による曲線的な区画

文をもち、内部にLR縄文が縦位に施

文される、磨消繩文

大木9 9 21

6 19 2号住跡 床if[ 深鉢 口～底 (25.0) -26.4 RL横 ミガキ 一部赤色 中期糊製 9 2

7 22 2号住跡 床n[ ミニチュ

ア形土器

I二】～底 ー (4.1） 5.3 LR縦 ミガキ 中期粗製 9 2

8 20 2号住跡 埋土十

床ri

小形深鉢 にl～底 (7.9） 2.8 8.6 波状口縁（3恥位？)、縦方向の沈線
区画、暦消し繩文、LR縦

ミガキ 大木9 9 2

9 23 2号住跡 埋ﾆﾋ下 深鉢 口～胴 － 口縁波状を呈し、上方で短く外反、沈

線区画内LR，解消縄文

ミガキ？ 大木9 9 2

10 25 2号住跡 埋二 下 深鉢 胴
1■■■ 1■■■ 縦沈線区画、LR縦 ナデ 器面磨耗 大木9 9 2

11 26 2号住跡 埋二ヒ
ロ■■

下 深鉢 胴
一 ー ー LR縦、磨消繩文（綾方向の沈線区画） ナデ 大木9 9 2

12 27 2号住跡 埋二 下 深鉢 胴 一 LR縦 ナデ 砂粒含む 中期棚製 9 2

13 24 2号住跡 埋二 下 深鉢 胴 ー 一 RLR縦、沈線区画 ナデ 大木10 9 2

21 28 3号住跡 床I
■
。
■
、 小形深鉢 胴～底

ー 3．7 －5．3 縦方向の沈線区画、LR" ミガキ？ I 1A 外面炭化物付着 大木9 12 23

妬 1 4号住跡 埋士上 壷形土器 完形 5.3 4．6 10.95 口縁部周縁に小形の穿孔列、U字とI

字の組み合わせによる区画文、LR縦
･枇

内部に赤色顔料充

填

大木9 15 23

26 2 埋土 小形深鉢 '二I～底 5.6 4.6 10.3

’
大木10 5 23

27 8 4号住跡 埋土 ミニチュ

ア形土器

口
－ － 竹衝による縦位の辿続円形刺突文 粗維なナデ 大木10？ 5 23

28 3 4号住跡 埋土'1' 深鉢 口～胴 (15.0)
一 逆U字型の細沈線文、LR縦 ミガキ 大木9 5 23

29 4 4号住跡 埋土'1' 鉢形土器 胴
I■■■ IIII線の沈線区画、磨消し細文、LRIM

･斜位

ミガキ 外而にタール状付

着物
大木10 5 23

30 6 4号住跡 埋二 缶『垣 ］
＝舍穿

制廿 口 (10.8) -8.0 ミガキ顕著 ミガキ 内面炭化物2 >戯 後 Ⅲ 5 23

31 7 4号住跡 埋二 ｡I＝ U 壷？ 口 ー 一 内・外面赤色蛾彩 ミガキ顕粁 大 klO？ 5 23

32 9 4号住跡 埋二 ｡I＝ 1 深鉢 1二1～胴
一 ロ■■■ LR縦 ナデ 中 蝿l製 5 24

33 lO 4号住跡 埋二 ｡【 ］ 深鉢 口～胴 1■■■ ー RL" ナデ・ ミガキ 中 m粗製 5 24

34 12 4号住跡 埋土中 深鉢 胴～底
一 －6．1 7.0 底而ミガキ、LR縦 ミガキに近

いナデ

胎土砂粒少賦 中期籾製 16 24



Ｉ
韻
Ｉ

掲城

番号

扱影

悉号
出土地点 層位 器種 部位

口径

(m)

底礎

(画）

器高

(画）
原体・文繊の特徴等 内面調雛 備 考 時期 図版 写図

35 ll 埋土 深鉢 胴～庇 8.6 -22.3 LR縦 ミガキ 中期粗製 16 24

36 5 4号住跡 埋土中 深鉢 胴～唾 9.4 -11.8 二m沈線の三河形区画、RL縦 ナデ 内而炭化物少趾 十腰内I 16 24
44 29 5号住跡 床直 深鉢 1ｺ～胴 q■■■ ー ー

口緑波状を呈し、上方で外反、二亜沈

線区画内磨消繩文、LR縦

ミガキ 大木9 19 25

45 30 5号住跡 "･1gl2 深鉢 口～胴 一

口縁部外反、波状口緑、曲線の沈練
区画内にRL縦施文、磨消繩文

ミガキ 大木10？ 19 25

46 34 5号住跡 埋土 小形深鉢 胴～底 3.35 －3．5 RL縦 ミガキ 底部内而下端部の

み黒色付著物あり

大木9 19 25

47 31 5号住跡 埋土 深S
ｂ
ｂ 口～胴 一 LR縦 ナデ？ 外面炭化物少賦 中期 u製 19 25

48 32 5号住跡 埋土 深3
■

ｂ 口～胴 ー LR" ナデ？ 外面炭化物付蒲 中期 K製 19 25
49 33 5号住跡 埋土 深8

■
‐
ら 胴～底 (6.25） -5.1 LR縦 ミガキ 底部ミガキ 中期升 ､刺 19 25

52 35 6号住跡 覆土 深8
■

b 口～胴 ロ■■■ I■■■ LR縦 ミガキ 中期
一

m製 2 25
53 36 6号化跡 埋土 深8

。

‐

ｂ 胴 一 LR縦 ミガキ 中期 K製 2 25

56 38 17号土坑 埋土 深鉢 口～胴 ー 無節L縦 ナデ、 ミガ

キ？

中期粗製 3 25

57 42 18号土坑 埋土 深鉢 嗣下~礎 (7.4） －2．7 唾部網代痕、LR縦 ナデ 砂粒含む 後期 3 25
58 40 19号土坑 埋土 深鉢 口～胴 q■■■ q■■■ LRM ナデ 後期粗製 3 25

59 41 19号壱I君坑 埋土 深鉢 胴～底 5.8 －2．3 LR斜位、底部上げ庇 ナデ 後期 32 25
60 39 20号土坑 "-1･ 1- 深鉢 口～胴 ー LR縦 ミガキに近

いナデ

中期粗製 32 25

61 43 26号二 ：坑 埋土 深鉢 嗣下~底 － 8.2 －6．3 底部網代痕、LR縦 ナデ 粗砂含む 中～後期 32 25
62 78 29号土坑 埋土 深鉢 EI～胴 1■■■

平行沈課、フック状沈線、磨消繩文、

LR縦

ミガキ 十腰内I 32 25

刷 46 lgIIL｡焼 湿土 土師器

把手付盛
口～底 (12.9) 6.9 14.8 〔口〕ヨコナデ〔胴〕ヘラケズリ

〔底〕ナデ

〔口〕 ヨコ

ナデ〔胴〕
ヘラナデ

胎士制砂多凪 lOC後半 32 26

65 45 1号梨。焼 覆土 土節圏翌 口 ー ー

〔ロ〕ヨコナデ〔胴〕ナデ 〔ロ〕ヨコ

ナデ〔胴〕

平安時代 32 26

66 44 1号典｡焼 覆土 土師器翌 胴～底 5.6 －6．3 〔胴〕ヘラケズリ ナデ〔胴〕
ヘラナデ

平安時代 32 26

71 63 nD4g 表～Ⅱ 深鉢 口～胴 － ー 沈線、L縦 ミガキに近

いナデ

大木9 34 26

72 54 nC6f 表土 深鉢 口 －

口緑やや外反、波状口縁、沈線頂部に

刺突、逆U字の沈線区画内LR縦、膳
消繩文

ミガキ 大木9 34 26

73 70 nD6b Ⅱ～Ⅲ 深鉢 口～胴 ー 一

口縁わずかに外反、縦方向の沈線区画、

踊禰細文、LR縦

ナデ？ 大木9 訓 26

刺 95 mD2d Ⅱ 深鉢 口 q■■■

縦方向の沈線区画、磨消剥文、LR縦 ミガキ 大木9 34 26



第2表遺物観察表（土器・ミニチュア形土器）
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拙砿

番号

扱影

器号
川土地点 刷位 器割 部位

口径

(画）

底径

(cm)

器高

(cm)
原体・文槻の特徴等 内面調雛 備 考 時期 図版 写図

75 71 nD6c Ⅱ～Ⅲ 深鉢 胴
ー 縦方向の沈線区画、磨消繩文、RL縦 ナデ 大木9 34 26

76 73 nD6e 菱～n 深鉢 口～閑 ー 一 沈線区画内LR縦、磨洞剥文 ミガキに近

いナデ

大木10 34 26

77 75 nD7d 我土 深鉢 1コ
q■■■ I■■■ 橘状

縦

把手、円形刺突、沈線区画内LR ミガキ？ 大木10 34 26

78 76 nD8d 表～Ⅱ’ 深鉢 胴
ー 一 －I 沈線、LR斜位 ナデ 大木1O 34 26

79 68 nD6b Ⅱ～ⅢI 深鉢 口～胴 ー 一 一’ h形口縁、蛇行状沈線、RL縦 ナデ 十腰内I 34 26

80 80 HD9e 表～n

上

深鉢 口～胴
q■■■ 山形ロ縁状、蛇行状批線文、磨禰繩文、

RL縦

ミガキ 81～83と同一個体 十腰内I 34 26

81 84 nD9e 淡～Ⅱ

上

深鉢 口～胴
ー 蛇行状沈線文、踊禰剥文、RL縦 ミガキ 80．82．83と同一

個体

十腰内I 34 26

82 79 HD9e 我～Ⅱ

上

深鉢 胴
－ 三町状区画文、蛇行状沈線、騒禰繩文、

RL縦

ミガキ 帥。81･83と同一

個体

十腰内I 34 26

鋼 81 nD9e 淡～Ⅱ‐ 二深鉢 胴
ー 平行沈線、磨禰繩文、RL" ミガキ 80～82と同一個体 十腰内I 34 27

84 52 nB6j 淡～Ⅱ 深鉢？ 口～胴 ー 一 小波状口縁、入組三叉文 ミガキ？ 晩期 34 27

85 57 nC7a Ⅱ 鉢形土器 口
一 口唇部に二個一対の小突起、平行沈線 ミガキ 晩則 34 27

86 58 nC9b 我～n 深鉢 口
q■■■ 口唇部二個一対の小突起、平行沈線、

LRM

ミガキ 晩IⅢ 34 27

87 51 IDlOd 我～Ⅱ 鉢形土器 口
ー 口唇部鋸歯状刻目、口頭部刺突列、

平行沈線、RL縦、型側に沈線状の段

ミガキ 晩期 34 27

曲 88 mB3g 我土 鉢形土器 口
I■■■ 羊鯛状文？ 摩滅激しい 晩川 34 27

89 87 mB3g 我土 鉢形土器 口
1■■■ 望形文状の文概、RL縦？ ミガキ 晩期 34 27

90 72 nD6c 我～Ⅱ

上

鉢形土器 胴上
■■■ － 雲形文状の文棟をもつ、LR枇？ ミガキ？ 晩期 34 27

91 93 ID10b 腿土 壷？ 肩？
－ 平行沈線、LRIM ミガキ？ 外面赤色鞭彩 晩期 34 27

92 59 IIC9b 災～Ⅱ 壷？ 肩
一 4■■■ 平行沈線 ミガキ 晩期 34 27

93 94 IDIOb 既二 ●弓 鉢形土器 口
一 ー にI唇部肥厚、小突起 ミガキ 晩期 34 27

94 55 nC6f 腿二 申今 深鉢 1二】
ー ー 粘土貼付による小突起、LRM ナデ 晩期 34 27

95 67 nD6a 淡～Ⅱ 鉢形土器 口～胴
ー 口織部波状を呈し、胴部は膨らみをも

ち、頭部ですぼまり、口縁が外反す-る、
LR縦

ミガキ 中期粗製 35 27

96 86 nD1oc 我～Ⅱ 深鉢 にI～胴
■■■■ I■■■ LR縦 ミガキ 【 1期棚製 35 27

97 83 nD9e Ⅱ 深鉢 口～胴 ー 一 LR縦 ナデ I 1期粗製 35 27

98 61 nD3d 我～n 深鉢 口
一 LR縦 ナデ 器而磨耗、胎土砂

粒含む、内而炭化

物付蒲

中期粗製 35 27

99

100

65

14

nD6a

IDlOc

我～Ⅱ

Ⅲ肘

深鉢

深鉢

口

口

q■■■ 一

一

RL縦

RL縦

ミガキ

ミガキに近

いナデ

内外而炭化物付着

101･102と同一個

体

中 UI粗製

中期Ⅷ製

35

35

27

27



第2表遺物観察表（土器・ミニチュア形土器）
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第3表遺物観察表（土製品）

＊ （ ） ：推定価、一：残存値

掲峨

悉号

擬影

番号
出土地点 層位 器極 部位

口径

(m)

底径

(皿）

器高

(画）
原体・文槻の特微等 内面調樅 衝 考 時期 図版 写図

101 16 IDlOc Ⅲ届 深鉢 胴 RL縦 ミガキ '㈹。102と同一個

体

中期組製 35 27

102 13 IDIOc Ⅲ層 深鉢 胴 q■■■ 一 RL縦 ミガキに近

いナデ

100･101と同一個

体

中期粗製 35 27

103 .62 nD4a 表～Ⅱ 深鉢 胴 ー LR縦 摩耗により

不明

胎jz籾砂含む 中期粗製 35 27

104 82 nD9e Ⅱ～Ⅲ 深鉢 胴 一 一 LR縦 ナデ 器而磨耗、胎土砂
粒含む

中期組製 35 27

05 91 mClf Ⅱ～Ⅲ 深鉢 胴 ー ー LR縦 ナデ 胎土砂粒少趾含む 【 1期粗製 35 27

船 15 IDIOc Ⅲ層 深鉢 胴 ー LR縦 ミガキ ［ ｡期粗製 35 27

07 帥 nD2e Ⅲ下 深鉢 胴 一 一 RL" ミガキに近

いナデ

iezt制砂少蹴含む 中期組製 35 27

肥 66 nD6a 表～Ⅱ 深鉢 胴 1■■■ 1■■■ RL縦 ミガキに近

いナデ

中期柵製 35 27

的 64 nD4g 表～Ⅱ 深鉢 胴 条体、L撚糸文、沈線 ミガキ 中期？ 35 27

10 77 nD9d Ⅱ～Ⅲ 深鉢 胴 － 一 網目状握糸文(RI) ナデ？ 中末～後

初

35 27

1l 85 nD9g 表土 ミニチニ

ア形土器

胴～底 q■■■ ー (Lr)繩回転文 ナデ 後期？ 35 27

12 53 nB6 i一一ｰ ■ 表～Ⅱ 深鉢■…＝『 胴 一 羽1寺”J”X繩文(LR/RL)､ ミガキ 後期？ 35 27

13 74 nD7c 表~Ⅱ上 深鉢 胴
ロ ！1

1■■■

1！
一

！ ■■■■■■■■

署■壺丘ロ

羽4X繩文 ナデ？ 後期？ 35 27

14 89 mB4c 表土 深鉢 隅下~底 ー 1■■■ 一
■
‐
ｄ

、
も
、 キ、R横？ ミガキ 内面炭化物付蒲 後期 35 27

15 92 mD3e 表～Ⅱ

上

深鉢 体 。■■■ ー RL横？ ナデ 外面に炭化物付肴、

胎土砂粒混入

後期？ 35 27

16 69 nD6b 表土 深鉢 口 一 ー LR/RL ナデ 後中～後 35 27

17 56 HC6f 表土 深鉢 胴 q■■■ 1■■■ 沈線に沿う刺突列､前々段多条(LR1) ナデ 後中～後 35 27

118 90 mB4c 表土 鉢形土器
⑤
”
■

胴 ー 1■■■ 一 LR斜十磨澗 ミガキに近

いナデ

弥生？ 35 27

掲戟

番号
嘩
誇 出土地点 刷位 器 種 長さ(皿） 柵（四） 厚さ(函） 亜量(9) 術 考 時代 図版 写図

119 96 nDlOd 淡～Ⅱ おはじき状土製品 1.75 1.85 0.60 1.57 片而が扁平 繩文時代 35 27



第4表遺物観察表（陶磁器）
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第5表遺物観察表（鉄製品・鉄淳・銭貨）

＊（ ） ：推定値、一：残存値

掲栽

番号

搬影

番号
出土地点 府位 器 煎 文様等の特徴 伽 考 時 期 図版 写図

20

21

22

23

24

25

26

27

28

55

56

57

53

51

52

50

銘

59

nD9g

nD9g

nB3g

不明

nC97a

不明
ID9e

mA3i

nD7c

表～Ⅱ

表～Ⅱ

表二 二 1

菱二 皇 ’

Ⅱ～Ⅲ I

表下～Ⅱ I

表下 I

表土 I
表～n

白磁、小杯

白磁。染付け、小杯

白磁。染付け、皿

白磁。染付け、鉢

ﾖ磁・染付け、鉢

染付け、鉢

陶器・天目釉、鉢

陶器・皿

陶器・皿

生焼け

蛸反り、口紅

蛇の目高台

蛇の目高台

124とI司一個体、肥前系

123とl司一個体、肥前系

肥前系

美濃系

目あと

19C後半以降

一

一

－

一

一

一

ー

28

28

28

28

28

28

28

28

28

掲載

番号

搬影

番号
出土地点 砺 位 器 邨 長さ(mm) 幅（函） 厚さ(血） 亜凪(9) 伽 考 時期 図版 写図

67

開

69

70

60

61

62

63

1号集。焼

2号集。焼
3号架。焼

1号梨・焼付近

陥褐世曾12層

暗拠唾十鰯

暗褐睡1旦府

暗褐色土届

刀子

鉄棒

鉄棒

鉄棒

10.5

7 1

5 5

6 3

1.5

4 5

4 7

4 9

0.25

3.0

3 4

3 0

13.7

43 3

58 0

85 1

基部穿孔あり

平安時代？

32
一

ー

一

26

26

26

26

139 65 nD7c 表～Ⅱ上 亜永通宝 2 5 2 5 0 2 3 8 新寛永 36 28

140 67 nD7b 表～Ⅱ 不明 2 3 2 3 0 3 2 8 無文字 不明 36 28



第6表遺物観察表（石器）

１
９
１

掲峨

悉号

搬影

稀号
出土地点 層位 器 極

さ
』
長
蛇

幅

(国）

さ
う
厚
睡

亜阯

(宮）
石 伍 附 考 図版 写図

1 4 1 ･号住跡 埋土 Rフレ 2.80 2.60 0．75 3.9 頁岩（北上山地） 2 22

4 5 2号住跡 I 埋 t下位 スクレイパー甑(掻器） 2 75 3 40 0 75 5 8 頁岩（北上山地） 0 22

5 27 2号住跡 I 床 画 際型石斧 (9 10) 4 40 3 10 211 2 斑レイ岩（北卜ll｣地） 刃脇側欠掴 0 22

6 26 る．g可Iエ動 I 床
一

筐

二釧壼

灯

虹 敵・晒石頚c 8 30 7 40 3 50 294 9 砂岩（北l全山地） 両面に破打・踊痕 0 22

7 29 2号住跡 町庭部内 酸・磨石麺c 8 50 7 70 4 側 357 6 石英安山岩（北上山地） 全而に卿痕奄両而に鮎打痕 0 22

8 30 2号住跡 床i画 破・勝石顕b 11 30 9 25 5 65 833 3 砂岩（北｣二山 uノ I 伽'Ⅲ階Ⅱ地 0 22

9 28 2号住跡 床 ヨ 敵・磨石頚a 11 50 8 15
Ｆ
⑨ 50 7 0 砂岩（北上山 世） ’ 片而に弱い敲 T痕 0 22

20 25 2号住跡 炉 澗成礫 台石 474 ” 527 00 63 00 14000 安山岩（奥羽 11脈） 写真のみ掲載 22

22 32 3．号住跡 床直 細部醐整のある疎

石器

16.40 12.90 3.20 770.3 頁岩（北上山地） 2 23

23 33 3号住跡 床直 台石 22.60 10.65 8.85 2900.9 安山岩（奥羽山脈） 椛状、一増に澗痕 2 23

24 31 3号住跡pp5 埋土 砿・應石頚b 12 】8 10 70 6 閲 1175 I 安山岩（奥羽山脈） 写真のみ掲載 23

37 1 4号住跡 埋土 スクレイパー薊(削器） 4 25 2 80 0 85 11 5 頁岩（北Izd地） 6 24

38 2 4号住跡 床直 スクレィパー甑(掻器） 6 30 2 20 0 90 7 4 頁岩（北上山地） 6 24

39 10 4号住跡 Rフレ 3 70 5 75 ､6 28 2 頁岩（北上山地） 6 24

40 24 4号住跡pp4 埋土 酸・膳石顛a 8 60 6 40 5 帥 406 5 安山岩（奥羽山脈） 6 24

41 20 4号住跡 埋土 凹石 15 30 13 40 7 10 987 3 狗礫凝灰岩（奥羽山脈) I 被熱により一部変色、脆い、被熱後欠拙 6 24

42 21 4号住跡 埋土 凹石 11 00 6 70 2 80 269 7 玄山看（奥羽山脈) I 、に凹み 7 24

43 23 4号住跡 埋土 台石 22 20 16 40 6 的 3200 安山岩（奥羽山脈) I 痕範囲不明賊 7 24

50 6 5号住跡 風倒木痕 Rフレ 2 50 2 65 0 20 2 頁岩（北上山地） 9 25

51 34 5号住跡 埋土 敲・膳石顛b 14 20 8 30 7 ” 1179.5 閃緑岩（北_tlll地） 9 25

54 7 6．号住跡 炉内 石鑑 2 50 1 70 0 95 3 頁岩（北.tm地） 基部無紫八形 21 25

55 36 6号住跡 植物根痕 敲・磨石麺a 9 80 8 30 8 10 895.6 安山岩（奥羽山脈） 21 25

63 8 25号土坑 埋士 Rフレ 3 65 4 15 0 75 9 8 亘岩（北上山地） 32 25

29

30

l1

12

nD7d l

ID7f l

・
・
・

没下

我～Ⅱ上

石蹴

石繊

3

(1

55

15)

I

1

40

55

0

0

60

30

I

0

９
－
４

頁岩（北上山地）
式ノウr･'1〃卜lIQMハ 雑祁無梁､Ⅱ型、上半部欠梱

｜
郡

６３
｜
鉛

８２

31 3 nc10e 表～Ⅱ上 スクレイパー頚

(掻器）

3.85 2.90 0.60 5.6 頁岩(Jﾋ｣毛山地） 36 28

32 13 nD8d 渋～Ⅱ上 Rフレ 3.叩 3．70 0．75 6.6 頁岩(1上上山h h) 36 28

33 14 nD9c 淡～Ⅱ上 Rフレ 3 10 0 95 1 00 9.2 頁岩（』上上山1 h) 36 28

34 15 nDlOa 我～Ⅱ上 Rフレ 2 05 2 55 1 10 3.9 頁岩(j上上山Ⅱ』） 36 28

35 16 mcle Ib" Rフレ 3 85 I 45 0 70 4.50 頁岩(1上上山』ﾛ） 上部欠捌 36 28

36 9 nD5e 埋土 Rフレ 1 50 2 30 0 90 2.85 頁岩(1上lamllh) 下部欠拙 36 28

37 37 nD7b 我～Ⅱ 石錘 6 30 6 80 1 10 63.9 デイサイト （ゴ 上山地） 不整に調整 36 28

38 38 IID9e II～Ⅲ 凹石 8 20 8 10 6 10 532.0 安山岩（奥羽1l』脈） 36 28



6． まとめ

本稿では、仁昌寺Ⅲ過跡の迪櫛・辿物の特徴をﾘ記してまとめたい。

(1)過柵

検出された遺柵は竪穴住居跡－6棟、士坑-45基、集石焼士遺櫛－1基である。本遺跡は平糠川左岸にあ

たる東向きの丘陵緩斜lijに立地する。現況は畑地・果樹剛で、全域にわたり人[的な上地改変が行われ、全

体的に残存状況が悪い。仁呂寺Ⅲ辿跡は繩文時代II'期後葉～後期初頭に営まれた巣落眺平安時代頃の集石．

焼土遺構の複合遺跡である。近隣に位置する仁'二侍・仁昌寺Ⅱ遺跡とほぼ同時期にあたる。

①竪穴住居跡

<分布〉 6棟検出されているが、すべて捌在区北側の緩やかな1世根状地形に沿って分布している。洲炎'又外

｣上側は小さな沢があるため、分布はさらに西側あるいは東側に広がりを持つと推測される。調在区中央～南

部は緩やかな落ち込みとなっており、雨天時には沢状に水が流れるためここを避けて、水はけのよい尾根に

沿って居住していたものと推測される。適柵は服く、迩物も少なかった。

〈規模・平面形＞検出数が少なく、規模・平面形はすべて残存形からの推測であるため断定はできないが、

直掻4m弱から5m超までの範州に収まるIII形あるいは楕円形というのが標準形のようである。

〈壁・床＞壁はやや外傾して立ち上がるものが多い。床はほとんどが平坦で部分的に硬化しているだけで峨

洲や貼床は硴蝿されなかった。

〈柱穴＞主柱穴については規則性を兇出せるものが少なかった。多くが床を削平されているため、柱穴跡も

削られて消失したのであろう。

〈炉〉検出した6棟中炉の跡を検出できたものは5棟である。そのうちｲi囲炉は3ﾉ像、被式炉は2韮である。

複式炉は石組みだけで区画するものと土器埋設部を石で囲って凶由iするものがある。住居跡全体の規模と関

係性は見られない。

〈時期＞遺柵内から出土した通物を見る限り、繩文時代中期後葉～末葉か若しくは後期初頭までの位世づけ

ができるが、 III土賦が少ないので断定はできない。

②土坑

45基検出されており、竪穴住居跡と同様凋査区北側に集中している。出土適物が少なく、それらの遺物も

lt[接関係するものである可能性は低く、周囲生活圏からの流れ込みであると推測される。土坑個々の用途や

ll制UIは不明であるが、土坑聯の分布域が住勝跡群の分ji域戸とほぼ砿なること、適物の時IUIがiliなること、

埋土の頚似性から、住居跡とほぼ同時期のものと思われる。

③集石焼土遺柵

繩文時代以外のIIf期に属する唯一の遺柵である。焼け焦げた礫災合の周辺から鉄製のﾉ〃、鍛淌鉄津がlll

上している。また典石部を潤っていた土サンプルからは磁鉄鉱が多く抽出された。以上から本適職は、何ら

かの鍛冶関連施設跡であったことが推測される。そのほかに周辺から出土している上師器喪から判断して平

安時代頃の遺柵とも考えられるが、一概に断定はできない。平成12･ 13年に洲従が行われた仁丹がⅡ適跡で

も工房関辿施投・］:屍跡が検出されているが、その時lﾛは中世であり、本遺柵とは時期がずれる。

(2)遺物

本遺跡では大コンテナ約4紺分の適物がIII土した。内択は土器（繩文1llf代: III ･後・晩lﾘI)、土師器、1製

品、陶磁器、朽器、金属製品、銭貨である。

-100-



①縄文～弥生時代の土器

・本過跡の繩文時代の土器は中期から晩期まで及ぶ。主体をなすのは沈線区画と磨消繩文や繩文充域の手法

を特徴とする大木9．10式に相当する中期後葉～末葉の土器群である。これらは大木式土器そのものに比べ、

手法を簡略化した印象を受ける。大木式土器の流れを汲む土着の大木系土器といえようか。

・後期の土器は出土しているものの量的には少ない。文様のある個体を見ると、縄文を付した器面全体に多

条の平行沈線を描いて区画し、区画した1部の縄文を磨り消す手法を用いており、十腰内I式の流れを汲ん

でいる土器群である。

・晩期の土器は遺構外から出土しており、当該時期の遺櫛は検出していない。平行沈線や沈線間の刺突列、

入組文や雲形状文、口唇部のB字状の突起等の特徴から、大洞B～C2に収まる土器群である。周辺に生活

圏が広がるのか、あるいは削平により遺椴が消失したものか推測の域を出ない。

②土師器

・土師器は聾の破片が3点出土しており、平安時代に属するものである。 1点は把手状突起の一部が残って

いる。東北では10世紀後半から11世紀にかけて墹加してくる器形である。

③陶磁器

すべて表土・耕作土からの出土であり、 19世紀後半以降の新しい時期に属するものである。

④石器

総数で33点である。種類の内訳は石鍼、スクレイパー類、 リタッチド・フレイク、磨製石斧、石錘、敲・

磨石類、凹石、台石、その他の礫石器である。遺構内外ともに出土量が少ない。定形的な石器が少ない。

⑤金属製品

鉄製の刀子が1点のみであり、鍛冶鉄津と共に出土している。仁昌寺Ⅱ遺跡では鍛冶工房跡関連施投が検

出されており、これとの関連性も考え得るが、出土状況が不良であったため詳細は不明である。

⑥銭貨

時期不明の無文字模造銭と寛永通宝（新寛永）が表土から出土している。

以上のことから、当遺跡は縄文時代中期後葉～後期初頭の間に形成された集落跡を中心とした、平安時代

の建物跡との複合遺跡であるといえよう。遺櫛の分布は調査区北側の幅の狭い尾根状地形に梨中している。
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仁昌寺Ⅲ遺跡出土顔料塊の自然科学的調査

岩手県立博物館赤沼英男

1 はじめに

岩手県一戸町仁昌寺Ⅲ遺跡からは縄文時代中期後葉から末葉に比定される土器が見出され、土器内から赤

色顔料塊の残存が確認された')。遺跡内からは赤褐色を呈する岩石塊も見出されている。土器内に残存する

敵料塊、および赤褐色を呈する岩石塊を分析した結果、前者は駿化第三鉄を主成分とするパイプ状を呈する

物質（以下、パイプ状物質という)を、後者は微細酸化鉄粒子が残存した頁岩またはチャート （以下、赤色

チャートという）であることが判明した。以下に当該物質の自然科学的調査結果を報告する。

2 調査資料

調査資料は表lに示す5資料である。

3 調査方法

赤褐色を呈する岩石塊については、図1 ．2の位置からダイヤモンドカッターを装肴したハンドドリルを

使って約0.29の微小試料を摘出した。摘出した試料をさらに2分し一方は組織観察に、 もう一方はメノー

乳鉢で粉末にした後、X線粉末回折に供して鉱物組成を調べた。X線粉末回折用試料をサンプルホルダーか

ら取り外し、酸を使って溶解し、誘導結合プラズマ発光分光分析(ICP-AES)法によって、表2に示す12成

分を化学成分分析した。

4 調査結果

No. 1から摘出した試料は、主として駿化ケイ素からなるガラス化した頒域に、局所的に微細酸化鉄粒子

が濃密に分布する領域が混在する（図1)｡Si、Feはそれぞれ39.4%、0.97%で、表2に示す他の10成分は

いずれも1％未満にある。No.3もNo. lとほぼ同じ化学組成をとり、No.2およびNo.4にはNo. 1、No.3

の5倍を超えるFeが含有されている。No.2およびNo.4から摘出した試料には微細な酸化鉄粒に加え、Fe-

Mn-O系のやや暗灰色をした領域も観察される（図2a【 ・b! ・ C1、図2as ･b3 ･c3)｡No. 1～No.3

のX線粉末回折パターンは石英、No.4のX線粉末回折パターンは石英と酸化第二鉄にほぼ合致する（図4)。

No.5から摘出した試料は樅断面の画系が約1浬mのパイプ状物薗によって柵成される。含有される元楽

濃度分布のカラーマップによって、パイプ状物質は鉄(Fe)、ケイ索(Si)、および酸素(O)を主成分とするこ

とが判明した（図3)｡X線粉末回折パターンは、酸化第二鉄とほぼ合致する（図4)｡

5 考察

仁昌寺Ⅲ遺跡土器内部に残存する赤色物質塊は、主として酸化第二鉄を主成分とするパイプ状物質である。

この物質は鉄バクテリア起源とする見方が出されていて‘)、縄文時代前期および縄文時代中期から後期に比

定される三内丸lll遺跡出土木器および土器の赤色塗彩部にその使用が確認されている3)。さらに、三内丸III

遺跡では縄文時代中期の適柵から当該物質が点在する樹脂状物質を残存する土器も見出されている‘)。仁H
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寺Ⅲ遺跡から見出された土器に残存するパイプ状物質についても、赤色顔料として使用された可能性が高い。

通跡内からIII土した赤褐色岩石塊は、直径1座、以ドの微細な赤鉄鉱粒子を含有する頁岩またはチャート

(赤色チャート）であることが判明した。同様の岩石塊は三内丸山遺跡繩文時代前期および中期から後期に

比定される遺構からも見出されていて、その粉末が残存した土器、またはその粉末が混和された樹脂を塗彩

した木器および土器も検出されている3) ‘)。さらに赤色チャートを素材とする石鐡も確認されている，》。ま

た、隣接する仁昌寺Ⅱ遺跡からも赤色チャートを素材とする石鰄が出土しており、当地域においても赤色チャー

トが石器の素材として使用されたことは間違いない。三内丸山遺跡の調査結果を加味すると、石鍼を加工す

る際に排出される赤色チャート片を赤色顔料の素材として活用した可能性も十分に考えられる。これらの赤

色物閲を自然科学的方法で調査し、その組成を明らかにすることによって遮跡内における赤色顔料の製作と

活用の実態に迫ることができると思われる。

これまでの調査結果によって、三内丸山遺跡では既に縄文時代前期に赤色チャートを使用して赤色顔料の

製作が行われていたことが明らかにされているが、パイプ状物質については縄文時代中期になって製作への

利用が確認される3》 ‘)。パイプ状物質については、山形県商畠町押出遺跡の縄文時代前期の遺柵から出土し

た遺物、岩手県一戸町御所野遺跡縄文時代中期の遺構から出土した土器片の塗彩にも使用が認められる5)6も

赤色チャート、パイプ状物質の利用に、地域的、時間的特長があった可能性がある。時代特定が可能で型式

学的研究が可能な赤色塗彩資料の組成、遺跡内における赤色チャートおよびパイプ状物質の検出状況とその

組成、および赤色チャートの賦存状況とその組成を明らかにするための調査を進め、それらの結果を比較検

討することによって、東北地方北部における縄文時代の赤色塗彩技術の変遷がみえてくるにちがいない。

注）

1）財団法人岩手県埋蔵文化財調査センターからのご教授による。

2）岡田文男「パイプ状ベンガラ粒子の復元」日本文化財科学会第14回発表要旨、 1997．

3） 『特別史跡三内丸山遺跡年報5』 2002背森県教育委員会。

4） 『特別史跡三内丸山遺跡年報6｣ 2003背森県教育委員会。

5）赤沼英男・武田昭子・中村美杉・渋谷孝雄・上条朝宏・門倉武夫「土器残存塗膜の自然科学的研究」

日本文化財科学会第19回大会発表要旨。

6）赤沼英男「円筒土器文化剛における石器ならびに土器表而加工技術に関する研究一三内丸山および周

辺遺跡を中心として－｣。2003年三内丸山遺跡報告会発表要旨。
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表1 調査資料の概要

注)Naは分析番号、検出遺栂、資料名、推定年代は

側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査センター

による。

表2 石褐色岩石塊の分析結果

注)Nqは表lに対応。化学成分分析はICP-OES法による。

－104－

Nq

検出遺柵

遺構名 層位
資料名

１
２
３
４
５

1号住

1号住

1号住

nC7g

1号住P1

埋土暗褐

埋士

埋土

黒褐色

西壁際

岩石

岩石

岩石

岩石

顔料

Nq

化 学 成 分 (mass%)

T･Fe Cu Mn Ni Co P Ti Si Ca Al Mg V

１
２
３
４
５

0.97 0.001 0.166 0.002<0.001 0.07 0.005 39.4 0.105 0.342 0.037 0.020

5.86 0.001 0.028 0.001<0.001<0.05<0.001 39.7 0.018 0.019<0.001 0.001

1.18<0.001 0.003 0.001<0.001<0.05<0.001 37.5 0.002 0.039 0.005<0.001

9.03<0.001<0.001 0.001<0.001<0.05<0．001 35．8 0.003 0,021 0.003<0.001

35.66 0.001 0.130<0.001 0.001 0.22 0.316 15.2 1.52 4.52 0.761<0.001
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部のEPMAによる組成像(COMP)｡
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純度と経度は世界測地系
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銭貨
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